
キーワード 応募締切 団体名 助成金等名称 趣旨等 応募資格等 研究対象分野 助成金額

NEW
39歳以下
アジア・オセアニア諸
国・地域に関する人文・
社会科学分野

2025年度
アジア・オセアニア研究助成

A.調査研究助成

アジア・オセアニア諸国・地域に関する社会･文化･歴史･政治･経済等の人文･社会科学
分野の調査・研究活動へ助成します。
（若手研究者の育成を目的とした、当財団が設立時から継続しているプログラム）

1．日本の大学もしくは研究機関等に所属する方（原則として教授、所属長、責任者ク
ラスの方）からの推薦が得られる個人
2．原則として2025年4月1日現在において、年齢が満39才以下の方

※共同研究の場合は、代表者（申込者）の年齢
※当該事業年度において、日本学術振興会の科研費を代表者として受け取られるこ
とが決定した方は、原則として当財団助成は辞退いただきます。

個人研究：50～100万円
共同研究：50～200万円

NEW
アジア・オセアニア諸
国・地域に関する人文・
社会科学分野

2025年度
アジア・オセアニア研究助成

B.国際学術交流助成

アジア・オセアニア諸国・地域に関する社会･文化･歴史･政治･経済等の人文･社会科学
分野に関する国際会議･シンポジウムの開催を支援します。

日本の大学又は研究機関等に所属する方（原則として教授、所属長、責任者クラス
の方）からの推薦が得られる個人

<助成期間>
1年（2025年4月1日～2026年3月31日）

※当該事業年度において、日本学術振興会の科研費を代表者として受け取られるこ
とが決定した方は、原則として当財団助成は辞退いただきます。

50万円～200万円（万円単位）

NEW
アジア・オセアニア諸
国・地域に関する人文・
社会科学分野

2025年度
アジア・オセアニア研究助成

C.出版助成

アジア・オセアニア諸国・地域に関する社会･文化･歴史･政治･経済等の調査研究成果に
かかる出版物の刊行を支援します。

日本の大学又は研究機関等に所属する方（原則として教授、所属長、責任者クラス
の方）からの推薦が得られる個人

<助成期間>
1年（出版物刊行期限：2026年3月31日）

50万円～120万円（万円単位）
金額は、案件毎に査定します。

NEW
情報・通信分野

2024年6月20日(木)
必着

公益財団法人
大川情報通信基金

2024年度
研究助成

当財団は、情報・通信分野において先進的または社会的に有用な調査・研究に対する助
成を実施しています。

日本国内の情報・通信分野に関連する研究機関、教育機関に所属する研究者
※海外の研究機関、教育機関に所属する研究者に対する研究助成については、財
団が指定する機関による推薦を必要とします。

情報・通信分野 1件あたり100万円

金融、資本市場
2024年5月1日（水）～

6月28日（金）17時
（日本時間）

2025年度
金融・資本市場のフロンティアを
拓く研究助成

2021年度をもって募集を終了した「金融・証券のフロンティアを拓く研究助成」プログラム
が、非常に有意義な成果を得られたことから、内容を一部変更し、新たなプログラムとして
募集します。
国内外の金融・資本市場に関する理論的研究、データ分析に基づく実証的研究、幅広い
学問分野にまたがる学際的研究、海外の研究者も加えた国際的研究など、金融・資本市
場の発展に資する画期的、意欲的な研究プロジェクトに対する助成を行います。

我が国の大学等において常勤の職に就くもの、または当該資格を有するものを研究
代表者とするグループとします。共同研究者の資格は特に制限しません。
助成金の交付先は申請者の所属機関（グループの場合は研究代表者の所属機関）
となります。

国内外の金融・資本市場に関する理論的研究、データ分析に基づく実証的研
究、幅広い学問分野にまたがる学際的研究、海外の研究者も加えた国際的研
究など、金融・資本市場の発展に資する画期的、意欲的な研究プロジェクト

1件当たり1,000万円（限度額）

女性が輝く社会
2024年度
「女性が輝く社会の実現」を
テーマにした研究助成

「女性が輝く社会の実現」をテーマにした研究プロジェクトに対する助成を行います。

わが国の大学等において常勤の職に就き、法学・政治学・経済学を中心とする社会
科学分野の研究に従事する個人、または当該資格を有する者を研究代表者とする
グループとします。共同研究者の資格は特に制限しません。
助成金の交付先は申請者の所属機関（グループの場合は研究代表者の所属機関）
となります。

「女性が輝く社会の実現」をテーマにした研究プロジェクト 1件当たり500万円（限度額）

研究者招聘
2024年度下期
国際交流助成
（研究者の招聘）

法学・政治学・経済学を中心とする社会科学分野における海外在住研究者の招聘。
わが国の研究者が招聘して行われる調査、共同研究および国際会議・シンポジウム・学
会・学術講演会等への出席・研究報告・討議参加等に対する助成を行います。

わが国の大学等において常勤の職に就き、法学・政治学・経済学を中心とする社会
科学分野の研究に従事する個人、または当該資格を有する者を研究代表者とする
グループとします。共同研究者の資格は特に制限しません。海外旅費・交通費が支
出の50％を超えることとします。

助成となる実施期間：2024年10月～2025年3月に開始するもの

法学・政治学・経済学を中心とする社会科学分野における海外在住研究者の
招聘。
わが国の研究者が招聘して行われる調査、共同研究および国際会議・シンポ
ジウム・学会・学術講演会等への出席・研究報告・討議参加等

1件当たり100万円（限度額）

海外派遣
2024年度下期
国際交流助成
（研究者の海外派遣）

法学・政治学・経済学を中心とする社会科学分野におけるわが国の研究者の海外派遣。
海外における調査、研究および国際会議・シンポジウム・学会・学術講演会等への出席・
研究報告・討議参加等に対する助成を行います。

わが国の大学等において常勤の職に就き、法学・政治学・経済学を中心とする社会
科学分野の研究に従事する個人、または当該資格を有する者を研究代表者とする
グループとします。共同研究者の資格は特に制限しません。海外旅費・交通費が支
出の50％を超えることとします。

助成となる実施期間：2024年10月～2025年3月に開始するもの

法学・政治学・経済学を中心とする社会科学分野におけるわが国の研究者の
海外派遣。
海外における調査、研究および国際会議・シンポジウム・学会・学術講演会等
への出席・研究報告・討議参加等に対する助成を行います。

1件当たり100万円（限度額）

講演会助成
2024年度下期
講演会等助成

法学・政治学・経済学を中心とする社会科学分野および「女性が輝く社会の実現」をテー
マとする講演会、シンポジウム等の開催に必要な費用に対する助成を行います。

わが国の大学等において常勤の職に就き、法学・政治学・経済学を中心とする社会
科学分野の研究に従事する個人、または当該資格を有する者を研究代表者とする
グループとします。

助成となる実施期間：2024年10月～2025年3月に開始するもの

法学・政治学・経済学を中心とする社会科学分野および「女性が輝く社会の実
現」をテーマとする講演会、シンポジウム等の開催に必要な費用に対する助成
を行います。

1件当たり100万円（限度額）

アジア・オセアニア諸国・地域に関する人文・社会科学分野（社会、文化、歴
史、政治、経済等）

公益財団法人
りそなアジア・オセア
ニア財団

2024年5月20日(月)～
2024年7月31日(水)

（必着）

各種助成金公募・賞推薦情報一覧（２０２４年５月１日現在）

公益財団法人
野村財団

2024年5月1日（水）～
5月31日（金）17時

（日本時間）
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https://www.resona-ao.or.jp/
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https://www.nomurafoundation.or.jp/social/so_koubo/invitation.html
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https://www.nomurafoundation.or.jp/social/so_koubo/dispatch.html
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https://www.nomurafoundation.or.jp/social/so_koubo/lecture.html


キーワード 応募締切 団体名 助成金等名称 趣旨等 応募資格等 研究対象分野 助成金額

NEW
青少年の健全育成、国
際交流・協力

2024年4月15日(月)～
6月15日(土)必着

公益財団法人
マツダ財団

第40回（2024年度）
マツダ財団研究助成

青少年健全育成関係

工業化社会、情報化社会の著しい進展による社会環境の変化は、国民の社会生活に多
様な影響を及ぼしています。中でも青少年の健全な心身の発達を阻む面のあることを認
めざるを得ません。マツダ財団では、青少年の健全な育成への支援を通して、心豊かに
生きることの出来る社会の実現を願い、そのためのすぐれた研究に対し、一助として費用
の一部もしくは全額を助成します。

日本国内の大学、NPO等に所属して、青少年健全育成に関する研究に従事し、その
研究の成果が、次代を担う青少年の健全育成に貢献するところが大きいと思われる
研究者または研究グループとします。研究代表者（申請者）は、助成申請にあたり、
所属機関の代表者（大学の場合は学科長・学部長等、NPOの場合は理事長等）の承
諾を得てください。特に若手研究者（概ね３５歳以下）の応募を歓迎します。ただし、
学部生・大学院生は研究代表者にはなれません（共同研究者は可能です）。 研究代
表者からの申請のみ受け付けます。

本財団の設立趣旨である「青少年の健全育成」に係る市民活動の活性化に役
立つ実践的な研究を対象とします。

(1)　助成対象研究分野：
　　①ボランティア育成
　　②若者の居場所づくり
　　③地域連帯、コミュニティづくり
　　④自然とのふれあい
　　⑤国際交流・協力
　　⑥科学体験･ものづくり

１件の上限：100万円
（総額400万円）

助成件数：4～5件

NEW
自然科学、人文社会科
学

2024年7月1日（月）9:00
～

2024年7月31日（木）17:00

公益財団法人
稲盛財団

2024年度
稲盛財団研究助成事業

自然科学、人文・社会科学の分野で、独創的で優れた研究に取り組む若手研究者に対す
る短期的な助成。

1985年から毎年実施している研究助成は、将来の人類社会に貢献する人材の育成を目
的として、若い研究者の方々に、できるだけ束縛のない形で研究資金を提供することに
よって、独創的で将来性のある研究活動を自由に行っていただこうというものです。助成
対象者は、自然科学、人文・社会科学の広範な分野の中から、それぞれの権威である著
名な先生方によって構成される稲盛研究助成選考委員会の審査を経て選ばれます。
これらの研究者は、多くの応募者の中から選ばれた精鋭であり、また将来、それぞれの分
野で先導的役割を果たしていかれる人材です。

年齢：自然科学系は2024年4月1日時点で40歳以下、人文・社会科学系は50歳以下
であること。
所属機関、役職、雇用形態等：申請時点で下記の要件をすべて満たす方
a.日本に居住し、当案内を送付した大学・機関に所属していること。
b.常勤で所属機関に正式に雇用されていること。
c.助教相当以上であること。
d.主体的に研究を行っていること。

自然科学系、人文・社会科学系

100万円×50名
（自然科学系：40名、

人文・社会科学系10名）

女性
2024年4月12日（金）～
2024年7月5日（金）必着

津田塾大学
「津田梅子賞」事務局

第14回 2024年度
津田梅子賞

2010年、津田塾大学では創立110周年を記念し、「津田梅子賞」を創設しました。本賞は、
津田梅子のパイオニア精神にちなみ、女性の未来を拓く可能性への挑戦を顕彰すること
を目的とします。（趣旨より一部抜粋）

以下の 1.または 2.に該当する個人／団体で、現代社会に顕著な影響を与えた方
1. 女性の可能性を広げる取り組みを行う個人または団体・組織 (性別を問いません)
2. さまざまな分野で先駆的な活動を展開した女性

副賞1名または1団体につき
賞金30万円

山梨県出身、若手研究
者

2024年4月1日（月）～
5月20日（月）

山梨県
大村智人材育成基金

令和6年度
山梨県大村智人人材育成基金
若手研究者奨励事業

若手研究者の研究意欲を喚起し、本県の産業振興や地域活性化を担う時代の優れた研
究者の持続的な育成を図るため、研究に要する経費を助成します。

令和6年4月1日現在、40歳未満の大学院生若しくは大学院修了者のうち、

1.山梨県内の大学等の高等教育機関で研究を行っている者又は山梨県内の企業等
に属する研究者

2.山梨県内の高等学校、短期大学、職業能力開発短期大学校、大学、大学院のいず
れかを卒業し、山梨県外の大学等の高等教育機関で研究を行っている者又は山梨
県外の企業等に属する研究者

（1）自然科学分野
（2）人文・社会科学分野

研究者が一人で行う研究

（1）自然科学分野100万円

（2）人文・社会科学分野50万円

博士課程在籍者、博士
号取得5年以内の者

2024年4月1日(月)～
5月10日(金)17：30

公益財団法人
松下幸之助記念志財
団

2024年度
研究助成
（人文科学・社会科学領域）

人文科学・社会科学の領域における国際的、先駆的で社会的、学術的にも要請度の高い
調査研究に対する助成を行っています。

・大学院博士後期課程在籍者、及び博士後期課程終了後5年以内の者
　（申請書提出時）
・過去に当財団の研究助成を受けていない者
・日本在住者に限る
・日本国外に所在する大学院・団体・研究期間等に所属していない者に限る

人文科学・社会科学の領域において「国際相互理解の促進・わが国と諸外国と
の間に介在する諸問題の解決」「自然と人間との共生」に関する世界的な視野
に立った社会的・学術的に要請の高い諸施策の提案、調査研究。
特に新しい着想にもとづく先駆的な研究を歓迎します。

1件当たり上限50万円

アジアまたはアジアと
日本に関する歴史研
究、人文、社会、経済、
政治等

2024年4月15日（月）
～6月24日（月）

公益財団法人
JFE21世紀財団

2024年度
アジア歴史研究助成

「21世紀アジアと共存共栄するための、日本の産業と文化のVision構築に資するアジア歴
史研究」アジアの各地域はいずれもきわめて複雑な歴史をたどってきた。その結果として
今日の政治、経済、社会、文化状況がある。本研究助成は、歴史的経緯を踏まえながら
現況を直視し、未来を考える研究を対象とする。また、アジア各地域と日本の関係につい
ての歴史と記憶の研究も含む。なお、研究対象地域は下記の範囲とする。
北・東アジア(日本、朝鮮半島、中国、モンゴル、ロシアの一部)、東南アジア、インド亜大
陸～西アジア(中近東)、中央アジア～カフカス地域

日本の国公私立大学または公的研究機関に勤務(常勤)する研究者であって国籍は
問わない。なおグループでの研究の場合、代表研究者以外の共同研究者は3名以内
で、大学院生および外国の大学、日本の他の大学や公的研究機関に所属する研究
者も可とする。2021～2023年度の本研究助成を代表研究者として受領した者は、代
表研究者としての応募はできない。

歴史的経緯を踏まえながら現況を直視し、未来を考える研究を対象とする。ま
た、アジア各地域と日本の関係についての歴史と記憶の研究も含む。なお、研
究対象地域は下記の範囲とする。北・東アジア(日本、朝鮮半島、中国、モンゴ
ル、ロシアの一部)、東南アジア、インド亜大陸～西アジア(中近東)、中央アジ
ア～カフカス地域
歴史研究に限らず、募集要項にも記述したアジア地域を対象とする人文、社
会、経済、政治等の広範な分野としており、それらを研究する方々に応募いた
だきたい（案内文書より抜粋）

1件あたり150万円
（総額1,800万円）

助成件数:12件（原則）

食と健康に関する研
究、40歳以下の博士号
取得者

2024年6月21日（金）
12時（正午）まで（Web申請）

第12回(2025年度)
研究者育成助成
＜ロッテ重光学術賞＞

〔1〕本助成の趣旨
本助成は、「食と健康」の分野において、優れた若手研究者がわが国トップクラスの研究
者として成長することを願い、それにふさわしい支援を行おうとするものであり、国内の民
間助成としては新しい形態の助成制度です。助成対象者には、テニュア職に就くことを目
標に、育成支援教員の下で安定した研究の場を確保しつつ、研究に必要な資金を長期に
わたり助成します。

〔2〕本助成の特徴
(1)助成対象者へ生活費の支援を行い、生活基盤の安定を図ります。
(2)助成対象者とその育成支援の役割を担う教員(以下、「育成支援教員」)をペアで助成
し、助成対象者に対する組織内での研究体制をサポートします。(「9.育成支援教員の役
割」参照)
(3)助成対象者および育成支援教員に対し、最長5年間の助成を行います。
(4)当助成研究課題について、助成終了後の論文作成、掲載、発表等にかかる費用につ
いても付加的支援を行います。

(1)本年4月1日時点で原則※40歳以下の博士号取得者。国籍は問いませんが、本
人が日本語で申請書を記載できる方。
※人文/社会科学系の分野の申請については、対象年齢を原則45歳以下とします。
※出産や育休など、やむを得ぬ事情で研究を中断した期間がある場合は、申請書内
「申請者の略歴」に記載してください(任意)。
(2)申請時点での所属先は国内・海外を問いませんが、助成開始後の受入研究機関
は国内の大学・短期大学・高等専門学校および公的研究機関のみとします。海外の
研究機関から国内に戻る目的での当助成への応募も可能です。
(3)申請時において、助成開始後の受入研究機関の機関長(学部長・研究科長・研究
所長等)の承認および育成支援教員の推薦が得られ、かつ育成支援教員の下で安
定した研究の場を確保し、独自のテーマで主体性を保ちつつ研究を遂行できる方。
(4)助成開始当日までに、受入研究機関より有期のポスト(称号)を付与され、機関内
での研究の資格と環境を獲得できる方。
(5)助成開始後、当財団助成金と受入研究機関・科研費等からの給与・研究奨励金
等の二重給与とならない方。
(6)科研費等の大型助成については、研究課題名の重複や、エフォート管理上、研究
費の過度の集中が認められた場合には、不採択となることがあります。
(7)育成支援教員の所属する講座と特定企業との結びつきが極めて強い等、研究の
独自性の担保が難しいと懸念される場合には、不採択となることがあります。
(8)当財団の「奨励研究助成」と同時に応募または助成を受けることはできません。
なお、2024年9月19日(木)の面接審査および2024年12月12日(木)の贈呈式に、申
請者本人および育成支援教員本人が出席できる場合のみご応募ください。

●自然科学研究分野
　1 食の生産から食卓まで（食に関するSDGs課題）
　2 食を味わう/楽しむ（食によるQOL向上）
　3 食と生命（食による疾病予防、健康増進、ウェルビーイング）
　4 食と健康を支える情報科学

●人文社会学研究分野
　5 食文化研究
　6 食に関する経済・政策研究
　7 食と生活についてのリサーチ・分析等

●その他
　8 1-8の分野横断的研究

1件あたりの助成金額
1,500万円

　
年間助成件数1件

公益財団法人
ロッテ財団

https://mzaidan.mazda.co.jp/bosyu/human_serach/index.html
https://mzaidan.mazda.co.jp/bosyu/human_serach/index.html
https://mzaidan.mazda.co.jp/bosyu/human_serach/index.html
https://mzaidan.mazda.co.jp/bosyu/human_serach/index.html
https://www.inamori-f.or.jp/inamori_grants
https://www.inamori-f.or.jp/inamori_grants
https://www.tsuda.ac.jp/aboutus/umeko-award/index.html
https://www.tsuda.ac.jp/aboutus/umeko-award/index.html
https://www.pref.yamanashi.jp/shigaku-kgk/omura_project/wakatekennkyu.html
https://www.pref.yamanashi.jp/shigaku-kgk/omura_project/wakatekennkyu.html
https://www.pref.yamanashi.jp/shigaku-kgk/omura_project/wakatekennkyu.html
http://matsushita-konosuke-zaidan.or.jp/works/research/promotion_research_01.html
http://matsushita-konosuke-zaidan.or.jp/works/research/promotion_research_01.html
http://matsushita-konosuke-zaidan.or.jp/works/research/promotion_research_01.html
http://www.jfe-21st-cf.or.jp/furtherance/entrance.html
http://www.jfe-21st-cf.or.jp/furtherance/entrance.html
http://www.lotte-isf.or.jp/applicants1.html
http://www.lotte-isf.or.jp/applicants1.html
http://www.lotte-isf.or.jp/applicants1.html
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食と健康に関する研
究、原則40歳以下

2024年5月24日（金）
12時（正午）まで（Web申請）

第12回(2025年度)
奨励研究助成【1】【2】【3】

〔1〕本助成の趣旨
本助成は、将来、国際的に活躍する可能性を秘めた、優秀で志の高い若手研究者を対象
とした助成制度です。自然科学から人文・社会科学にわたる「食と健康」の分野において、
独創的・先端的な研究に専念する優れた若手研究者を助成します。

〔2〕本助成の特徴
(1)研究形態の多様性を考慮し、助成金額は上限300万円まで（少額でも可）とし、研究期
間については1年間から3年間まで選択可能です。
(2)自然科学、人文・社会科学の広域科学分野からの応募が可能です。
(3)当助成研究課題について、助成終了後の論文作成、掲載、発表等にかかる費用につ
いても付加的支援を行います。

(1)本年4月1日時点で原則※40歳以下の方。国籍は問いませんが、本人が日本語で
申請書を記載できる方。
※出産や育休など、やむを得ぬ事情で研究を中断した期間がある場合は、申請書内
「申請者の略歴」に記載してください(任意)。
(2)申請時点で、国内の大学・短期大学・高等専門学校および公的研究機関(以下、
「所属機関」)に所属する研究者で、助成期間中に国内の所属機関において助成金の
機関管理が可能な方。
(3)助成申請にあたり、所属機関長(学部長・研究科長・研究所長等)の承認を得られ
る方。
(4)科研費等の大型助成については、研究課題名の重複や、エフォート管理上、研究
費の過度の集中が認められた場合は不採択となることがあります。
(5)当財団の助成(「研究者育成助成」「奨励研究(A)」「奨励研究(B)」)について、重複
しての応募または助成を受けることはできません。
なお、2024年12月12日(木)の贈呈式には、病気や海外留学中等やむを得ない事情
を除いて、申請者ご本人に必ず出席していただきます。

●自然科学研究分野
　1 食の生産から食卓まで（食に関するSDGs課題）
　2 食を味わう/楽しむ（食によるQOL向上）
　3 食と生命（食による疾病予防、健康増進、ウェルビーイング）
　4 食と健康を支える情報科学

●人文社会学研究分野
　5 食文化研究
　6 食に関する経済・政策研究
　7 食と生活についてのリサーチ・分析等

●その他
　8 1-8の分野横断的研究

「奨励研究助成【1】」
「奨励研究助成【2】」
「奨励研究助成【3】」

40件程度

以上すべて上限300万円

グラフィックデザイン、
グラフィックアート全
般、グラフィック文化に
関するアーカイブ

2024年4月1日(月)～
6月14日(火)

（必着）

公益財団法人
DNP文化振興財団

2024年度
グラフィック文化に関する学術研
究助成

DNP文化振興財団では、わが国および世界のグラフィックデザイン、グラフィックアート文
化の発展と、学術研究の振興に貢献することを目的に、人文社会科学、自然科学を問わ
ず幅広い学問領域からグラフィックデザイン、グラフィックアートに関する研究テーマに対
して助成を行います。

グラフィックデザイン、グラフィックアートに関する研究を行う研究者の個人またはグ
ループ。
（1）大学に在籍する研究者（教員または大学院生）
（2）美術館学芸員
（3）大学院修了以上の研究者で、大学教授または美術館館長の推薦のある者
（4）その他、特定の機関等に属さない個人の研究者で、大学教授または館長の推薦
のある者

【A部門：グラフィックデザイン、グラフィックアート全般をテーマとする学術研
究】
グラフィックデザイン、タイポグラフィ、印刷、版画、写真等のグラフィック文化
に関係する幅広い学問領域の研究。例えば、美術史、デザイン史、美学、芸術
学、博物館学、美術教育学、比較文化論、画像工学、技法材料・保存科学、心
理学、法学、経済学等。

【B部門：グラフィック文化に関するアーカイブをテーマとする研究】
グラフィックデザイン、タイポグラフィ、印刷、版画、写真等のグラフィック文化
に関係するアーカイブ構築に関わる研究、または既存のアーカイブが所蔵する
史資料の調査・分析、あるいは整理分類手法やデータモデルの提案といった
アーカイブ自体の基礎研究等。

1件につき上限50万円／年

自然環境
2024年4月8日(月)～

6月10日(月)まで
一般財団法人
中辻創智社

2024年度
研究費助成

自然環境は一度失われてしまうと取り戻すことが難しく、長きに渡り豊かに保つためには、
将来の自然環境保全にとって支えとなり得る基礎研究の芽を広く守り育てることが重要と
考えます。これに資するため、自然環境保全を担う基礎生物学分野について、研究に必
要な競争的資金を十分得ることができず、継続が困難な研究課題を対象に、研究費助成
公募を実施します。なお、本公募は、科研費のうち若手研究者を対象とする「研究活動ス
タート支援」「若手研究」「基盤研究C」を補完するものと位置づけます。

次の条件を全て満たす事を申請資格とします。
1)日本の大学もしくは研究機関に在職し、e-Rad番号を有し研究活動に従事する研究
者のうち、研究代表者として外部資金を受給（内定を含む）していない者。
＊＊外部資金とは科研費等の競争的資金、民間グラントを指します。学内グラントは
外部資金とみなしませんが、申請書に必ず明記してください。
＊＊諸事情によりe-Radへの登録がない場合、e-Rad番号が停止中の場合で本公募
に応募を希望する際は、事前にメールにてお問い合わせください。当該事由を総合
的に考慮して申請資格有りと認める場合もあります。
2) 申請時点で受給中もしくは受給が決定している当該年度研究費（学内グラントや
科研費等の研究分担者等）の総額が150万円以上ある場合は応募できません。
3) 科研費を含む競争的資金で、不正使用や不正受給等の不正行為によって「交付
対象外」となっていない事。
4) 科研費被雇用者など特定の競争的資金等による雇用で、雇用元の研究費の業務
について専従契約を結んでいる研究者の場合、雇用元の業務時間外に自ら主体的
に研究を行う事が認められている事、及び雇用元の業務時間外に自ら主体的に行う
研究に充てる時間が十分確保できる事。
5) 申請者の国籍は問いませんが、日本で研究している事が必要です。
6) 年齢、職位による制限はありませんが、評価が同等の場合は若手を優先します。
7) 過去に本研究費助成の交付対象者となった者は応募できません。
8) 当財団の理事、監事、評議員及び選考委員の者並びにその三親等内の親族であ
る者は応募できません。

自然環境保全を担う生物学領域の中心的分野である生態学、分類学、及びこ
れらを支える基礎生物学

100万円×13件

2024年度
研究調査助成

この助成金は、学術の研究に従事している者に対し、その研究調査を奨励し、学術の振
興を図り、もって社会の発展と福祉に寄与することを目的として給付する

1件当たり100万円程度
（1万円単位）

総額は700万円を予定

2024年度
研究出版助成

この助成金は、学術の研究に従事している者に対し、その研究調査成果の公表等に係る
出版費用の助成を行い、学術の振興を図り、もって社会の発展と福祉に寄与することを目
的として給付する

1件当たり50万円から100万円
程度（1万円単位）

総額は800万円を予定

情報通信
2024年3月1日(金)～
2024年5月31日(金)

特定非営利活動法人
モバイル・コミュニケー
ション・ファンド

第23回
ドコモ・モバイル・サイエンス賞

NTTドコモは、情報化社会における情報通信・移動通信技術の発展とともに豊かで健全な
社会の実現に寄与するため、2002年7月に特定非営利活動法人（NPO法人）モバイル・コ
ミュニケーション・ファンドを設立し、移動通信分野を含めた情報通信の発展と若手研究
者の育成を図ることを目的に、「ドコモ・モバイル・サイエンス賞」を創設して継続的に褒賞
事業を実施しています。

①公的・私的研究機関（大学等）において、募集テーマに関する研究に従事する方
②満50歳未満の方（1975年以降の生まれ）
③個人またはグループ ただしNTTおよびNTTグループ社員は除く

・先端技術部門
・基礎科学部門
・社会科学部門

賞状及び賞金600万円
（各部門ごとに1名）

社会科学の各分野

助成対象者（共同研究者を含む）は、日本の大学又は研究機関等において学術の研
究調査に従事している55歳（本年4月1日現在）以下の研究者（グループ研究の場合
は複数の研究機関にまたがってよい）とする
なお、大学院博士課程（博士後期課程）に在籍する者を共同研究者に加えることが
できる

公益財団法人
日本証券奨学財団

55歳以下、社会科学
2024年4月1日(月)～

6月30日(日)まで
（必着）

公益財団法人
ロッテ財団

http://www.lotte-isf.or.jp/applicants2.html
http://www.lotte-isf.or.jp/applicants2.html
https://dnpfcp.jp/foundation/grants/
https://dnpfcp.jp/foundation/grants/
https://dnpfcp.jp/foundation/grants/
https://nakatsuji-ff.org/programs/research-grant/
https://nakatsuji-ff.org/programs/research-grant/
https://jssf.or.jp/researchgrant.html
https://jssf.or.jp/researchgrant.html
https://jssf.or.jp/researchpublication.html
https://jssf.or.jp/researchpublication.html
https://www.mcfund.or.jp/
https://www.mcfund.or.jp/
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国際開発の分野 2024年5月31日（金）
一般財団法人
国際開発機構

第28回
国際開発研究 大来賞

「国際開発研究 大来賞」は、国際開発の分野における研究奨励と促進、良書の発掘に資
するため、国際開発の様々な課題に関する優れた指針を示す研究図書を顕彰するもので
す。

●対象となる作品
（１）開発援助を含む国際開発の分野における課題を主たるテーマとする日本語の研
究図書（翻訳、随筆、エッセイ、体験記、自伝、紀行文、事業報告書などを除く）で
あって、国際開発の実践活動の向上に資するもののうち、特に斬新性、普及性の点
で顕著な業績、貢献が認められるもの。
（２）個人又は団体が編者あるいは著作者の場合は、個人の執筆者名が明記されて
いるもの。
（３）2023年4月から2024年3月までの間に、初版が国内で市販されたもの。

開発援助を含む国際開発の分野
正賞（楯）

および副賞（50万円）

あらゆる研究分野
年4回

新しいテーマを公募
株式会社　リバネス リバネス研究費

「科学技術の発展と地球貢献を実現する」ために、自らの研究に情熱を燃やし、独創的な
研究を遂行する若手研究者を助成する研究助成制度です。
「リバネス研究費」は、40歳以下の若手研究者に向けた研究助成事業で、3か月に一度新
たなテーマで公募しております。

・大学・研究機関に所属する40歳以下の研究者
・海外留学中の方でも申請可能
・研究室に所属して研究を始めていれば、学部生からでも申請可能

※各案件により異なる（HP参照）
※各案件により異なる

（HP参照）

40歳以下、情報通信に
関する研究発表のため
の海外渡航費、参加費

通年で受付
（2カ月に1回審査）

 公益財団法人
電気通信普及財団

海外渡航旅費援助

情報通信の普及、振興発展に資するため、情報通信に関する研究（人文・社会科学分野
及び技術分野）を行う研究者が、海外で開催される国際会議などで研究発表を行うため
の渡航費用の一部を援助する。
なお、当面の間、新型コロナ感染拡大予防のため、オンライン開催される国際会議で研究
発表を行うための参加費も援助する。

援助申込の対象者
日本の大学等及び研究機関に所属する研究者の方、大学院生でいわゆる博士課程
（後期）に在学する方。40歳以下（申込年度の4月1日時点）で、所属する機関の長の
推薦を受けた方。なお、大学院博士前期課程・修士課程の方は対象外とします。

援助対象とする海外渡航

される国際会議などに出席し発表する場合

ストあるいはプログラム委員会メンバーとして会議に参加する場合

する場合
（注）国際機関が主催する会議での討議に参加とは、国際的利害事項につい
て審議等を行う機関に国の代表者等として出席する場合をいいます。申し込ま
れる場合は事前にご連絡ください。

募集要項を参照

（採択件数：年間50件程度）

アジア太平洋地域に関
する調査・研究

募集終了
詳細については
研究協力課まで

お問い合わせください

公益財団法人
三井住友銀行国際協
力財団

2024年度事業
発展途上国関連調査・研究に対す
る助成金

開発途上国・地域の発展に寄与する調査・研究を対象とします。
開発途上地域（特にアジア太平洋地域）に関する調査・研究に従事する大学教職員
または研究機関

・開発途上国・地域の発展に寄与する調査・研究を対象とします。
・調査・研究分野については特に特定しませんが、経済・教育・医療など当該
国で研究成果の活用が見込まれる分野としてください。

1件あたり100万円

水に関する文化、教
育、歴史、政策、制度
などの研究、原則45歳
以下

2024年度
国内研究助成

水や水環境分野における独創的な研究、及び「水を究める」ための先駆的研究に対する
助成

（１）日本国内の大学、高等専門学校、その他研究機関（民間団体・企業を除く）に所
属する研究者(助成期間中に民間団体・企業に異動・就職予定の方,長期休暇所得予
定の方は応募をご遠慮ください)
（２）原則として４５歳以下であること
（３）萌芽的研究b)は若手研究者の独立を応援することが目的である。主旨をご理解
いただき、申請書に研究内容とともに以下の例を参考に明記する。
　　　　　（例）「新しい職場になり新たに〇〇研究をスタートする」
　　　　　　　　「将来〇〇を本格的に研究する準備をする」
　　　　　　　　「従来の研究分野と異なり新たに〇〇分野の研究を開始する」
　　　　　　　　「博士課程を修了し〇〇年目で〇〇研究を目指す」等、
　　　　　　　　他同様な主旨であれば可とする
（４）助成金の管理および経理事務を申請者の所属機関が行なえること（申請者個人
あるいは研究室の口座への振込みは行っておりません）

①自然科学・技術（１）【採択予定20件】
水処理に関する理論、技術、分析などの研究
②自然科学・技術（２）【採択予定20件】
水域生態系保全に関する研究
③人文・社会科学【採択予定10件】
水に関する文化、教育、歴史、政策、制度などの研究
④特別テーマ【採択予定5件】
「水を究める」研究
⑤萌芽的研究【採択予定25件】
a)自然科学・技術の分野、人文・社会科学の分野で特に新しい切り口や手法に
基づく水や水環境に関する研究
b)若手研究者あるいは独立して研究を開始する研究者による水や水環境に関
する研究

人文・社会科学
1,000,000円／年

特別テーマ【水を究める】
1,500,000円／年

萌芽的研究
1,000,000円／年

水や水環境に関する国
際会議

2024年度
国際会議助成

2022年10月から2023年9月に、国内の学会またはそれに準ずる団体が、主催あるいは協
賛する水や水環境に関する国際会議であって、アジアで開催される学術会議
※会議の中で「クリタ」の冠を付けたイベント（賞、セッション 等）を行う事が望ましい

（1）日本国内の大学、その他研究機関 (民間団体,企業を除く) にて水環境分野の調
査研究をしている研究者
（2）助成金の管理および経理事務を申請者の所属先が行なえること
　　（申請者個人あるいは研究室の口座への振込は行っておりません）

水や水環境に関する国際会議

一般：500,000円/1件（上限）

特別（冠イベント実施）：
1,000,000円/1件（上限）

放送、インターネット等
を利用した高等教育

募集終了
2024年2月1日(木)～

4月18日(木)

一般財団法人
放送大学教育振興会

2024年度
放送大学教育振興会助成金

一般財団法人 放送大学教育振興会は、放送等を利用して教育を行う大学の教育実施に
協力するとともに、その普及及び振興に寄与することを目的としており、その目的を達成
するための事業の一環として、この助成事業を行っています。

下記の教育研究職員又は当該教育研究職員により構成されるグループが助成の対
象となります。なお、常勤職又は非常勤職の別を問いませんが、非常勤職（事業の代
表者以外の分担者である場合は除く。下記６(1)及び(2)において同じ。）である場合
には、応募に係る事業に最も密接にかかわる勤務先の所属長の推薦をいただく必要
があります。

（１）放送大学、放送大学の放送教材・印刷教材を利用して教育を行っている大学そ
の他の教育機関、又はこれらの機関以外のもので通信教育若しくは遠隔教育を実施
している教育機関の教育研究職員。
（２）上記(1)に掲げる機関以外の大学その他の機関の教育研究職員であって、上記
１(1)又は(2)に掲げる事業に従事している者。

下記の事業を対象としています。
（１）放送、インターネット等を利用した高等教育に関し、その効果的な教育内
容、教育方法、教材、教育システム等に係る研究開発事業
（２）放送、インターネット等を利用した高等教育に関し、その国外の教育研究
機関等への普及・協力に係る事業及び国際的な交流に係る事業

1件当たり、原則として150万円
（年度額）を限度とする

公益財団法人
クリタ水・環境科学振
興財団

募集終了
2024年3月1日(金)～

4月30日(火)24：00必着
（受信分まで）

https://www.fasid.or.jp/okita_memorial_prize/2_index_detail.php
https://www.fasid.or.jp/okita_memorial_prize/2_index_detail.php
https://r.lne.st/grant/
https://www.taf.or.jp/grant-b/02/
http://www.kwef.or.jp/josei/josei.html
https://www.ua-book.or.jp/subsidy/
https://www.ua-book.or.jp/subsidy/
http://www.kwef.or.jp/josei/josei.html
http://www.kwef.or.jp/josei/josei.html
http://www.kwef.or.jp/josei/josei.html


キーワード 応募締切 団体名 助成金等名称 趣旨等 応募資格等 研究対象分野 助成金額

人文学、社会科学
募集終了

2024年4月10日(水)
23:59（日本時間）

公益財団法人
サントリー文化財団

2024年度
研究助成「学問の未来を拓く」

当財団は、1979 年の設立当初から、組織や専門分野を超えた学際的なグループによ
る、知的に刺激的で自由な研究活動を推進するため、研究助成を行ってきまた。しかし昨
今、研究の世界では短期的な成果が求められ、多分野にまたがる研究や普遍的なテーマ
への取り組み、新しいテーマや手法へのチャレンジなど、大胆な冒険がしにくくなっていま
す。このような時代だからこそ、当財団では、大きな志をもった研究活動を応援します。驚
きや発見に富み、研究に携わる人をはじめ、人々を知的にわくわくさせるような申請をお
待ちしています。

人文学、社会科学に関するテーマで、さまざまな分野のメンバーによる冒険的で意
欲あるグループ研究。

人文学、社会科学 １件につき50万円から300万円
の範囲で助成

生態系・水環境
募集終了

2024年4月5日(金)
（電子メール）

一般社団法人
水源地環境センター

令和6年度
WEC応用生態研究助成

ダムに係わる応用生態工学分野の調査・研究の促進を図り、その研究成果を発表し、社
会へ還元するために研究助成を行います。

大学、高等専門学校等の学校、独立行政法人等の法人、地方公共団体、公益法人、
民間企業、ＮＰＯ法人及びこれらに付属する機関に所属する研究者(学生を含む)で、
本助成に基づく研究の遂行能力を有する研究者を対象とします。同等の成果が期待
される複数の応募がある場合には、本制度に基づく助成を過去に受けていない研究
者からの応募を優先して採択します。また、採択履歴の面で差異が無い場合には、
より若い研究者からの応募を優先して採択します。
所属する法人組織において本研究助成に基づく研究費の受入・執行が可能であるこ
とについては、応募前に各自ご確認下さい。受入・執行が可能でない研究者は、助成
の対象にはなりません。

ダムに係わる応用生態工学の課題に適応した研究に対して助成します。助成
の対象は、具体的な達成目標をもち、今後の発展が期待できるテーマのうち研
究の実施が確実に見込まれ、成果の活用イメージが明確な研究とします。令
和４年度募集課題は、「ダム貯水池に係わる生態系・水環境（上下流・周辺を
含む。）に関する研究」、研究分野としては「生態学、工学、及びそれらの境界
領域である応用生態工学」とします。なお、審査に当たっては、単なるダム貯
水池を場とした生態学や工学の研究ではなく、ダム貯水池及びそれに関連す
る河川の管理に有効な科学的知見をもたらす新しい視点の研究、ダムの環境
問題の解決に直結する研究を重要視しますので、ご留意願います。

研究1件につき
年度100万円以内

富山県の文化
募集終了

2024年2月5日(月)～
4月5日(金)（必着）

高志の国文学館
令和6年度
高志プロジェクト

富山県の文学、民俗、歴史など広く富山文化の調査・研究の裾野を広げ、支援するため、
上記について調査・研究する個人またはグループのうち、優れた提案をされた方に奨励
金を交付します。（３件各２０万円）
なお、令和２年度より、富山県外を活動拠点とする方も対象としましたので、積極的なご応
募をお待ちしております。

研究者、高校・中学等で教育に携わる方など、富山文化の調査・研究を行う個人又
はグループ

富山県の文化に関する研究
採用予定数：

3件程度

アジア地域、人文社会
科学分野

募集終了
2024年1月10日（水）～

2月29日（木）

公益財団法人
三島海雲記念財団

2024年度
学術研究奨励金

【人文科学部門】

本財団は、カルピス創業者である三島海雲が、私財を投じて1962年（昭和37年）に創立し
た学術研究助成財団です。その目的は、自然科学、人文科学に関する教育、研究を援助
奨励するとともに、その成果の普及を図り、学術文化の向上、国民生活の充実に寄与する
ことにあります。

（Ａ）個人研究奨励金
個人研究を対象とし、応募する研究者個人に対する助成金ですが、共同研究者のあるこ
とを妨げません。

（Ｂ）共同研究奨励金
複数の研究機関又は異なる部局の研究者が、共通の課題について、共同して行う研究を
対象とし、共同研究グループに対する助成金です。

（Ａ）個人研究奨励金
①日本在住の研究者（国籍は問いません）、及び海外在住の日本人研究者
②上記①には、大学院博士課程<後期>在籍者(及びそれに相当する大学院生)を含
みます。
③年齢制限はありません。

（Ｂ）共同研究奨励金
①共同研究の代表研究者とします。
代表研究者は、複数の研究機関又は異なる部局の研究者が、共通の課題につい
て、共同して行う研究組織を代表し、計画の推進、取りまとめ等に責任をもって遂行
できるものとします。
②代表研究者は国内の大学、研究機関に所属することとします。共同研究者は国
籍、所属研究機関の所在地(海外も可)を問いません。
③共同研究者の1名は、代表研究者と異なる外部研究機関あるいは部局に所属して
いることを必要とします。
④また、原則、分担研究費が100万円以上の共同研究者が一人以上加わることを必
要とします。

【人文科学部門】

アジア地域を対象とし、史学・哲学・文学を中心とする人文社会科学分野にお
ける学術研究
（日本に関わる研究も助成対象とします。）

（Ａ）個人研究奨励金
1件100万円
両部門合計80件程度（総額
8,000万円程度）
（女性研究者と大学院博士課
程後期院生で採択件数の30％
を目標とします。）

（Ｂ）共同研究奨励金
1件200万円～500万円
両部門計12～14件程度（総額
6,000万円程度）

国際シンポジウム助成
募集終了

2024年2月18日（日）
23：59（必着）

独立行政法人
日本学生支援機構

2024年度
東京国際交流館国際シンポジウ
ム助成事業

機構は、若く優秀な大学院レベルの外国人留学生、日本人学生及び国内外の研究者に
質の高い生活空間を提供し、知的国際交流を行うことを目的に、東京国際交流館を設置
し、運営しております。
本事業は、我が国の大学等が、機構との共催により、外国人留学生、日本人学生及び我
が国の大学の教職員等を対象に、東京国際交流館を活用した国際シンポジウムを実施
する際に、その経費を助成するものであり、これにより、参加者間の知的交流及び国際交
流を促進するとともに、大学及び、研究機関等との相互協力を推進し、もって国際社会の
平和的発展に貢献することを目的とします。
また、副次的効果として、日本科学未来館及び産業技術総合研究所臨海副都心センター
とともに形成する国際研究交流大学村において、東京国際交流館が知的国際交流の拠
点であることを社会に周知することも目的としています。

国際シンポジウムは、2024年5月1日（水）から2025年1月31日（金）の間に実施する
ものとします。

（1）学校教育法第一条に規定する大学（大学院大学を含む。）を想定しております
が、研究機関等であっても申請を受け付けます。ただし、出入国在留管理庁から、受
け入れた留学生の在籍管理が適正に行われていると認められない旨の通知を送付
されている場合は、申請の対象外とします。また、法令遵守の観点から、共催するこ
とで信用棄損の問題が生じると考えられる場合、申請の対象外とします。
（2）上記（1）の複数の大学等によるコンソーシアムで申請することもできるものとしま
す。コンソーシアムは、既存のコンソーシアム、今回申請するために結成するものの
いずれでも可能とします。ただし、申請の際は、代表となる大学等を定める必要があ
ります。
（3）申請大学等は、助成金を適切に経理する体制及び監査体制が整備されている必
要があります。
（4）申請大学等は、国際シンポジウム助成事業助成金申請書（様式1）に基づき、諸
外国から講演者及び登壇者の招聘、諸準備及び当日の運営をすることが求められま
す。なお、招聘の形は問いません。

東京国際交流館に入居する外国人留学生、日本人学生及び我が国の大学の
教職員等を含む多くの方々が広く関心を示し、気軽に参加することができるも
ので、日本と諸外国との共通課題や国際的な社会的関心事をテーマとします。

予算の範囲内で
600万円を上限に1件

仏教、哲学、日本文化
研究

募集終了
2024年1月31日（水）

（必着）

ドイツ恵光日本文化セ
ンター

ドイツ恵光日本文化センター
研究奨学生

ドイツ恵光日本文化センターにおきましては、1985年の開設以来ドイツ・デュッセルドルフ
におきまして、仏教を中心とする日本文化の紹介と東西の文化交流・相互理解を目的とし
た各種行事を行っていますが、文化事業の一環として、奨学金制度を設置し、将来担うべ
き国際的視野に富んだ研究者の育成を念願しております。

・仏教部門
　・大学院修士課程在学者及び修了者で仏教研究に携わっている者。
　　もしくは将来それらの研究・活動を志す者。
　・原則として奨学金開始時に40歳以下であること。
・哲学部門
　・大学院修士課程在学者および修了者で哲学研究に携わっている者。
　　もしくは将来それらの研究・活動を志す者。
　・原則として奨学金開始時に40歳以下であること。
・日本文化部門
　・大学院修士課程在学者および修了者で日本文化研究・啓蒙活動に携わっている
者。もしくは将来それらの研究・活動を志す者。
　・原則として奨学金開始時に40歳以下であること。

仏教研究、哲学研究、日本文化研究
採用人数：1名

給付額：月額1200ユーロ

https://www.suntory.co.jp/sfnd/research/?_ga=2.148211760.620631285.1709275800-200777068.1707452185
https://www.suntory.co.jp/sfnd/research/?_ga=2.148211760.620631285.1709275800-200777068.1707452185
http://www.wec.or.jp/support/season/index.html
http://www.wec.or.jp/support/season/index.html
https://www.koshibun.jp/?tid=100809
https://www.koshibun.jp/?tid=100809
https://www.mishima-kaiun.or.jp/assist/humanities-department/
https://www.mishima-kaiun.or.jp/assist/humanities-department/
https://www.mishima-kaiun.or.jp/assist/humanities-department/
https://www.mishima-kaiun.or.jp/assist/humanities-department/
https://www.jasso.go.jp/ryugaku/kyoten/tiec/event/sympo/boshu2023.html
https://www.jasso.go.jp/ryugaku/kyoten/tiec/event/sympo/boshu2023.html
https://www.jasso.go.jp/ryugaku/kyoten/tiec/event/sympo/boshu2023.html
https://www.eko-haus.de/images/EKOboshu2022.pdf
https://www.eko-haus.de/images/EKOboshu2022.pdf
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社会課題の解決
募集終了

2023年11月28日（火）～
2024年1月19日（金）

 アカデミスト株式会社
　　　　　　×
　　　　株式会社
　　アルファドライブ

研究助成プログラム

AlphaDriveのR&D Incubation Centerは、全ての研究者がそれぞれの立場や存在を認め
合い、「挑戦者」として好奇心とプライドを持って働くことができる社会、全ての研究が社会
にインパクトを与える未来を目指しています。これまでも数々の新規事業を立ち上げた実
践知にもとづいて、「人材育成」「組織変革」「事業創出」のノウハウを研究所に実装し、技
術起点の事業開発が確実性高く、連続的に生まれる仕組みづくりを支援してきました。

そのなかで、まだまだ社会にインパクトを与える可能性のある研究がたくさん存在すること
を知り、当社の支援の輪を広げていくことができると考えました。そこで今回、academist
Grantにて広く研究者の皆さまから「世の中に溢れる様々な課題を解決する」研究テーマ
を募集いたします。

・募集対象者
大学・研究機関に所属する研究者、大学院生、大学生

・応募条件
社会課題の解決を見据えて基礎研究に従事していること

すべての研究分野
総額500万円

最大5名

社会福祉事業、調査研
究

募集終了
2023年12月21日(木）～

2024年1月18日(木）
17：00（時間厳守）

公益財団法人
三菱財団

第55回（2024年度）
社会福祉事業・研究助成

幅広い分野からの多様な、社会的意義のある、社会福祉事業・研究を支援します。実現
可能性が高く、新しいモデルとして発展・普及が期待できるような事業・活動や、チャレン
ジングで開拓的・実験的な科学的調査研究を期待します。異なる専門領域のメンバーが
チームを形成、同一の社会問題に取り組む、連携・協働方案件も支援します。

イ．日本国内において事業ないし研究の継続的拠点を有するもの（国籍等は不問）。
（法人・団体での申し込みは、その法人・団体の代表者からの応募に限ります。）

ロ．営利企業等並びにその関係者は、代表研究者、申込法人・団体、協同研究者、
実施担当者・関係スタッフ等になれません。

ハ．代表研究者、協同研究者、申込法人・団体及びその代表者、実施担当者・関係
スタッフは、本財団の同一年度の助成に複数応募することは出来ません。従って、代
表研究者や申込法人・団体の代表者が（他分野を含め）他の応募案件の協同研究者
や実施担当者・関係スタッフを兼務したり、協同研究者、実施担当者・関係スタッフが
他の応募案件の協同研究者、実施担当者・関係スタッフを兼務することも出来ませ
ん（協同研究者、実施担当者・関係スタッフの方には上記の確認も含め、必ず了承を
得ておいて下さい）。
なお、複数応募が判明した場合は、失格となる場合があります。

イ.事業／活動：　社会福祉を目的とし、社会的意義があり、他のモデルとなるこ
とが期待できるような、民間の事業／活動(法人・団体に限る）。

ロ.調査研究：　開拓的ないし実験的な社会福祉に関する科学的調査研究（個
人・法人・団体いずれも可）。

総額9,000万円

人文社会系研究全般

募集終了
2023年12月13日（水）～

2024年1月10日（水）
17：00（締切厳守）

公益財団法人
三菱財団

第53回（2024年度）
人文科学研究助成

社会における多様性に注目が集まり、「心の豊かさ」がより求められる時代にあって、人間
と人為の所産を研究対象とする人文科学の重要性は一層大きくなっています。
本財団では、学術研究助成の一環として、人文社会系領域での基礎的かつ着実な実証
研究を支援します。

イ.原則として、特定のテーマの、個人ないしは少人数のグループまたは法人・団体に
よる研究とします（「大型連携研究助成」の場合は複数の領域の研究者（実践者）の
チームとなります）。応募者の国籍等は問いませんが、当該代表研究者が日本国内
に居住し、かつ国内に継続的な研究拠点を有することが必要です。

ロ.営利企業等及びその関係者は、代表研究者、申込法人・団体及び協同研究者に
なれません。

ハ.代表研究者及び協同研究者は、本財団の同一年度の助成に複数応募することは
できません。従って、代表研究者が（他分野も含め）他の応募案件の協同研究者を
兼務したり、協同研究者が他の応募案件の協同研究者を兼務することも出来ませ
ん。（協同研究者の方には上記の確認も含め、必ず了承を得ておいてください。）な
お、複数応募が判明した場合は、失格となることがあります。

人文学分野、及びそれに関連する分野からなる、人文社会系研究全般を対象
とします（申込分野コードとして2023年度の科学研究費の審査区分を使用して
います）。
なお、応募頂く研究については、倫理、個人情報保護等の法規定や精神を十
分に踏まえたものであることの説明が必要です。

一般助成：1件500万円以内

大型連携研究助成：
1件1,000万円以内

奥山生態系

募集終了
2023年10月30日（月）～

12月25日（月）
（当日消印有効）

日本奥山学会事務局
2024年度
日本奥山学会研究助成

日本奥山学会 奥山研究助成金は、奥山の保全・再生に有益な研究・活動等（奥山生態
系、林業、水源、鳥獣対策、奥山利用の歴史、法整備、文学、災害等）に携わる学部生・
院生など主に若い研究者に対して助成を行う事業です。個人・団体が、奥山研究分野の
向上発展に寄与する有益な研究・活動等を対象とします。

奥山*に関する研究を実践している個人または団体
*奥山：人里をはなれた奥深い山。深山。

① 応募者が計画の推進に責任を持ち、助成金の管理及び報告を行うことを条件とし
ます。
②2025 年 3 月 31 日までに完了する研究・活動等とします。

以下のいずれかのテーマに該当する研究
①ナラ枯れ等による餌量など奥山の野生動物の生息環境の変化に関すること
②森林環境譲与税による奥山の森林整備状況に関すること
③風力発電または太陽光発電（メガソーラー）などによる奥山開発とその影響
に関すること
④その他、奥山の保全に関すること

1件あたり10万円まで

広告、広報、メディア
募集終了

2023年11月1日（水）～
2024年1月10日（水）

公益財団法人
吉田秀雄記念事業財
団

2024年度（第58次）
研究助成

“広告・広報・メディアを中心とするマーケティング及びコミュニケーション等”に関する研
究助成を通じてその理論・技術及び知識・情報の普及・発展を図り、もって学術・文化・経
済の持続的発展及び一般消費者の利益の増進に資することを目的とする。

“広告・広報・メディアを中心とするマーケティング及びコミュニケーション”に関連す
る研究に携わる研究者で、助成を受ける期間中、大学に所属する者。

【(1)常勤研究者の部】
大学に在職する助教以上の常勤研究者（個人またはグループ研究）

【(2)大学院生の部】
博士後期課程に在籍する大学院生（個人またはグループ研究）

【研究助成の目的】
“広告・広報・メディアを中心とするマーケティング及びコミュニケーション等”に
関する研究助成を通じてその理論・技術及び知識・情報の普及・発展を図り、
もって学術・文化・経済の持続的発展及び一般消費者の利益の増進に資する
ことを目的とする。

（1）自由課題（“研究助成の目的”に記載した分野に関連する研究課題を自由
に設定）

（2）指定課題
1.消費者との効果的なコミュニケーションを行う方法に関する研究
2.広告・コミュニケーション研究やマーケティング研究の新たな方法論の開発
につながる他領域における関連研究
3.心と身体に関するマーケティング研究

(1)常勤研究者の部
単年研究300万円以内/件
継続研究400万円以内/件

(2)大学院生の部
単年研究50万円以内/件
継続研究60万円以内/件

海外渡航費
募集終了

2023年12月15日(金)

公益財団法人
国際文化交流事業財
団

令和6年度
人物交流派遣・招聘事業

文化交流の推進により、国家・民族間の相互理解及び友好親善の増進に寄与し、世界平
和を図る目的で、我が国と諸外国との人物交流の助成を実施しています。
学術、文化（文学、芸術、言語等）又は教育に関する活動に携わっている学者、研究者、
教育者、芸術家を対象としており、 2015年で派遣147名、招聘99名に達しています。
派遣先国・招聘国はアメリカ、フランス、ドイツ、カナダ、イギリス、インドなど40カ国近くに
及んでおります。

（１）派遣
学術、文化（文学、芸術、言語等）又は教育に関する活動に携わっている日本国籍
（現に国内で活動している者）の学者、研究者、教育者又は芸術家が、海外に渡航し
て行う活動を助成する事業。【注：大学院生等、学生は含みません。招聘についても
同様です】

（２）招聘
学術、文化（文学、芸術、言語等）又は教育に関する活動に携わっている外国の学
者、研究者、教育者又は芸術家等に、日本国内で活動して貰うための招聘を助成す
る事業。

（３）被派遣者・被招聘者が行う活動
被派遣者が派遣先で行う活動及び被招聘者が日本国内で行う活動は、次のようなも
のです。
研究、調査、研究集会、意見交換、講演、シンポジウム、フォーラム、フェスティバ
ル、演奏会、展覧会、展示会等。

学術、文化（文学、芸術、言語等）又は教育に関する活動

派遣・招聘とも1名につき
東アジア10万円、
西アジア15万円、

ヨーロッパ・アフリカ・
南米地域20万円、
北米及びその他の

地域10万円

https://academist-cf.com/companies/alphadrive?lang=ja
https://www.mitsubishi-zaidan.jp/support/social-welfare.html
https://www.mitsubishi-zaidan.jp/support/social-welfare.html
https://www.mitsubishi-zaidan.jp/support/humanities.html
https://www.mitsubishi-zaidan.jp/support/humanities.html
https://okuyamasociety.jimdofree.com/%E5%8B%9F%E9%9B%86/
https://okuyamasociety.jimdofree.com/%E5%8B%9F%E9%9B%86/
https://www.yhmf.jp/aid/
https://www.yhmf.jp/aid/
https://www.jicef.or.jp/dispatch
https://www.jicef.or.jp/dispatch
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満40歳未満の若手研
究者、都内の大学在
籍、人文科学

募集終了
2023年12月13日（水）

当日消印有効

一般財団法人
守谷育英会

2023年度
一般財団法人守谷育英会
研究助成

　当育英会の研究助成の趣旨・目的は、その研究成果が直接経済効果の対象とならない
基礎科学分野に属する研究に対し、特に助成することを考えております。
　従って、公的機関、大企業等で行っている先端技術の開発や大規模な研究を対象とす
るものではありません。
　また、「研究助成金」という名称を付けておりますが、育英奨学金が学生の修学を支援す
ることを目的としていると同様に、研究助成金は交付対象者が異なるだけで、研究者の研
究を支援することを目的としております。従いまして、本助成金の使途として、研究者の方
の所属する組織の研究支援経費、間接経費、一般管理費並びにオーバーヘッド等に使
用することは認めておりませんのでご理解下さい。

助成金候補者は、次の条件を具備する個人とします。
　（学部生、大学院生及び研究生は対象外）

①東京都内の大学もしくは研究機関に在籍、または東京都内に居住し大学もしくは
研究機関に在籍して、基礎的分野の学術研究に従事する個人であること。

②申請者の助成金交付の開始時の年齢が、原則として満４０歳未満であること。

（１）自然科学、特に動植物に関する基礎研究
　
（２）工学における基礎研究

（３）社会、環境、福祉等に関する基礎研究

（４）人文科学における基礎研究

年間120万円（標準限度額）
（交付期間は最大4年程度）

（年間助成件数：5～10件）

日本語研究（琉球語諸
方言を含む）

第2回
宮地裕日本語研究基金
学術賞

大学共同利用機関法人人間文化研究機構国立国語研究所（以下、国語研）は、故宮地裕
氏の御遺志に基づき、日本語研究の振興に供するため、宮地裕日本語研究基金（以下、
基金）を令和４年に創設いたしました。
基金の事業の一つとして、優れた日本語の研究を称揚し、もって言語研究の発展を促す
ため、「宮地裕日本語研究基金学術賞」（以下、学術賞）の対象となる研究業績を募集い
たします。

日本語研究（琉球語諸方言を含む）及びこれに関連する分野における個人又は団体
の研究活動において、過去２年間（令和２年９月１日～令和４年８月 ３１日）に公開さ
れた、電子媒体を含む書籍・同一テーマの一連の論文・コーパス・データベース・言
語地図・辞典等（採録テクスト・聞書・本文校訂等を含む）で、特に優れた研究業績一
式です。研究業績の使用言語は問いません。

授賞予定件数：1件
賞状＋賞金50万円

日本語研究（琉球語諸
方言を含む）、41歳未
満の研究者

第2回
宮地裕日本語研究基金
学術奨励賞

大学共同利用機関法人人間文化研究機構国立国語研究所（以下、国語研）は、故宮地裕
氏 の御遺志に基づき、日本語研究の振興に供するため、宮地裕日本語研究基金（以下、
基金） を令和４年に創設いたしました。
基金の事業の一つとして、若手研究者による優れた研究活動・成果を称揚し、もって研究
者養成の進展を促すため、「宮地裕日本語研究基金学術奨励賞」（以下、学術奨励賞）の
対象 となる研究業績を募集いたします。

日本語研究（琉球語諸方言を含む）及びこれに関連する分野における個人又は団体
の研究活動において、過去１年間（令和３年９月１日～令和４年８月３１日）に公開され
た、電子媒体を含む書籍・論文・コーパス・データベース・言語地図・辞典等（採録テ
クスト・聞書・本文校訂等を含む）で、特に優れた研究業績一式です。研究成果の使
用言語は問いません。

・授賞の対象となる研究者は、応募期間開始の時点で35歳未満であるか、修士号取
得後11年未満のいずれかであること。

授賞予定件数：2件
賞状＋賞金30万円

若手研究者、教科書
募集終了

2023年10月20日(金)～
12月15日(金)

公益財団法人
教科書研究センター

令和4年度
若手研究者に対する
教科書研究助成事業

本助成事業は、若手研究者による教科書及びこれに関連する教材についての研究に対
する助成を行うことにより、教科書研究者を育成し、もって教科書研究の振興を図ることを
目的とする。

若手研究者（大学院生・研究生は単独で応募することはできません。）

（１）プロジェクト研究
　令和4年度研究テーマ：
　　「デジタル教科書及びデジタル教材の活用に関するもの」
　（大学等の研究機関に所属する若手研究者が研究代表者となり、
　　大学院生と研究チームを組織して行うもので、優れた研究成果が期待
　　される研究）
（２）個人研究
　研究テーマ：「教科書及びこれに関連する教材についての研究」
　（若手研究者が個人で行うもので、優れた研究結果が期待される研究）

(1)50万円以内
(2)25万円以内

たばこなどの嗜好品
募集終了

2023年12月1日（金）
（当日消印有効）

公益財団法人
たばこ総合研究セン
ター(TASC)

2024年度
TASC助成研究

本助成は、公益財団法人たばこ総合研究センター（以下「センター」という）の事業計画に
基づき、たばこを始めとする嗜好品（嗜好品の定義については、以下を参照）に関する人
文・社会科学の分野の研究を促進し、学術の振興に寄与することを目的とします。

※本助成における嗜好品とは、たばこ・酒・茶・コーヒーなどの「栄養摂取を目的とせず、
香味や刺激などを得るための飲食物」を指します。

(1)日本国内の大学・研究機関・博物館等に所属する研究者（非常勤での在職者、大
学院生も可）とします。
(2)研究助成申請者の所属機関が、助成金の受入れ、および管理を行う必要があり
ます。※申請する前に所属機関が助成金の受入先となるかどうかを確認してくださ
い。申請者の所属機関が、採択後に助成金の受入先になれないことが分かった場
合、原則、採択を取り消します。
(3)申請者の国籍は問いませんが、報告書の作成や報告会等での発表、およびセン
ターからの日本語による問い合わせに対応できる日本語能力を持つことを条件とし
ます。

以下のいずれかの研究領域による嗜好品に関する研究の申請に対し助成を
行います。
(1)嗜好品、あるいは嗜好品に関連する産業や企業に関する歴史・文化等の研
究
(2)嗜好品の摂取・利用が、人間の心理・行動・価値観・欲求・健康観・幸福感、
あるいは社会に与える影響の研究
(3)上記(1),(2)以外の人文科学・社会科学の分野における嗜好品に関する研
究

1件につき原則として50万円、
75万円、100万円または150万
円とし、研究テーマ・研究方法

等に応じて決定します。

年間の助成総額の上限は原則
として500万円とします。

人文学、社会科学分
野、日本について書か
れたもの

募集終了
2023年11月30日（木）

（当日消印有効）

公益財団法人
サントリー文化財団

2023年度
海外出版助成

弊財団では事業の一環として、海外における日本理解を深めるため、日本人による優れ
た業績や、日本に関する優れた書籍の外国語での出版に対して「海外出版助成」を実施
しております。

海外出版助成は、海外における日本理解を促進するために、以下の通り英語をはじめと
する外国語への翻訳、編集、出版費を助成の対象とする。

A.日本語で書かれた優れた研究業績を国際的に発信するもの。

B.日本について書かれた書籍で、海外における日本理解に資するもの。

・ 日本語以外での出版であれば何語によるものでも構いません。
・ 本年度の選考対象は、2023 年 4 月から 2025 年 3 月末日までの間に出版予定
のものとします。
・ 信頼しうる出版社との取り決め・第三者の推薦等、質の高い翻訳および出版物であ
ることの保証が必要です。
・シリーズものの図書については、各々１冊ずつ申請を行って下さい。

＊ただし、次のものは助成の対象とはなりませんので、ご注意下さい。
①自然科学分野のもの
②過去に出版された翻訳書の改訳
③過去に出版された出版物の再版
④雑誌、観光案内、パンフレットの類
⑤商業的に十分採算がとれると思われるもの
⑥信頼しうる出版社との出版契約がなされていないもの
⑦有償、無償にかかわらず、確実な配布計画を持たない出版物

対象は原則として、人文学、社会科学の分野において日本語で書かれた優れ
た研究業績、あるいは日本について書かれ、助成を受けることによって翻訳・
出版の道がひらかれる作品とします。

助成は申請図書の翻訳費及び
出版費に対して行われます。
申請限度額の上限は図書制作
にかかる総費用の２分の１かつ
100万円とします。

ただし、英語への翻訳出版は
そのコストに鑑み、総費用の3
分の2かつ200万円を上限とし
ます。（英語での書き下ろしの
場合の上限は100万円です。）

医療・健康に関する研
究

募集終了
2023年11月20日（月）

必着
日本製薬工業協会

2023年度
日本製薬工業協会
研究者支援・助成に係る公募

　今後の日本における医療・健康および医薬品産業を取り巻く課題解決につながる研究
の発展に寄与することを目的として、医療・健康及び医薬品に関する経済学的調査・研
究、医薬品等の研究開発・生産・流通等に関する調査・研究、医療・健康とその関連諸領
域の学際的調査・研究等について支援・助成いたします。

医療経済、医療制度、医療政策、社会保障政策、医療関連産業政策、その他広く医
療・健康に関して、優れた萌芽的研究あるいは独創的研究を目指す個人またはグ
ループといたします。なお、指定課題研究の主たる研究者については院生・博士課
程を含む40歳以下の研究者を対象とします。

(1)指定課題研究
　　テーマ1　「健康寿命の測定、健康寿命に影響を与える要因の分析」
　　テーマ2　「健康と経済成長」
　　テーマ3　「国内医薬品産業の競争力・創薬力強化」
(2)自由課題研究
　　テーマ例：医療・健康及び医薬品に関する経済学的調査・研究
　　　　　　　　　医薬品産業を含む健康・医療関連産業に関する調査・研究
　　　　　　　　　医療・健康に係る制度・政策に関する調査・研究
　　　　　　　　　医療・健康とその関連諸領域の学際・分野横断的調査・研究 等

指定課題研究：
1件当たり150～250万円

採択件数 1-3件

自由課題研究：
1件当たり50～100万円

採択件数 5-10件

大学共同利用機関法
人
人間文化研究機構
国立国語研究所

日本語研究（琉球語諸方言を含む）
募集終了

2023年10月2日（月）～
12月8日（金）17時 必着

https://moritani-scholarship.or.jp/
https://moritani-scholarship.or.jp/
https://moritani-scholarship.or.jp/
https://www.ninjal.ac.jp/research/cfp/miyaji-fund/miyaji-award1/
https://www.ninjal.ac.jp/research/cfp/miyaji-fund/miyaji-award1/
https://www.ninjal.ac.jp/research/cfp/miyaji-fund/miyaji-award1/
https://www.ninjal.ac.jp/research/cfp/miyaji-fund/miyaji-award2/
https://www.ninjal.ac.jp/research/cfp/miyaji-fund/miyaji-award2/
https://www.ninjal.ac.jp/research/cfp/miyaji-fund/miyaji-award2/
https://textbook-rc.or.jp/wakate/
https://textbook-rc.or.jp/wakate/
https://textbook-rc.or.jp/wakate/
https://www.tasc.or.jp/assist/index.html
https://www.tasc.or.jp/assist/index.html
https://www.suntory.co.jp/sfnd/publication/application.html
https://www.suntory.co.jp/sfnd/publication/application.html
https://www.jpma.or.jp/news_room/release/news2023/230901.html
https://www.jpma.or.jp/news_room/release/news2023/230901.html
https://www.jpma.or.jp/news_room/release/news2023/230901.html
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国際研究集会、人文・
社会科学

募集終了
2023年7月1日（木）～

11月20日（土）

公益財団法人
鹿島学術振興財団

2023年度
国際研究集会援助

わが国で開催される国際研究集会の開催を支援することにより、我が国の学術の発展並
びに学術の国際交流に寄与することを目的とします。

本募集では、2024 年 4 月 1 日から 2025 年 3 月 31 日までの間に開催される国
際研究集会が対象となります。

援助対象の国際研究集会は、我が国で開催される､学術的専門家・研究者の参加す
る国際会議で、原則として比較的中小規模＊であり、当該会議のために組織され運
営全般に責任を有する組織委員会又は実行委員会等が主催するものとします。

大学･学会等常設の機関･団体が主催者である会議は原則として対象外です。
*全体の参加人数が概ね 1,000 人を超えず、予算規模が概ね 5,000 万円を超えな
い程度の規模

工学を含む自然科学及び人文・社会科学分野全般

原則として1件50万円

（採択予定総額は
1,000万円）

富山県出身者
募集終了

2023年11月15日（水）
（正午必着）

公益財団法人
富山県ひとづくり財団

第41回「とやま賞」

「とやま賞」は、富山県の置県百年を記念し、富山県ならびに日本の将来を担う有為な人
材の育成に資する目的をもって昭和59年に創設されました。
受賞対象者は、富山県出身者、または富山県内在住者とし、学術研究、科学技術、文化・
芸術、スポーツの分野において、顕著な業績を挙げ、かつ、将来の活躍が期待される人
に対して、賞状、奨励金を贈呈して、その活動を奨励することを本旨としています。

学術研究、科学技術、文化・芸術、スポーツ等の分野において、すぐれた業績を挙
げ、かつ、将来の活躍が期待される個人または団体で、以下の条件を満たすもの。
(1) 富山県出身または富山県内在住の者
(2) 45歳以下であること(令和6年4月1日現在) 。ただし学術研究部門人文社会分野
についてのみこの限りではありません。
(3)大学・研究機関等に所属する者にあっては、准教授相当クラスまでの者であるこ
と。

学術研究、科学技術、文化・芸術、スポーツ等の分野 奨励金100万円

35歳以下、人文学社会
科学分野、個人

募集終了
2023年11月7日（火）
23：59（日本時間）

公益財団法人
サントリー文化財団

2023年度
若手研究者のためのチャレンジ研
究助成

人文学、社会科学の分野において、学問的な新しい地平を切り拓こうとする、意欲ある若
手研究者の支援を目的とする助成です。斬新な発想で取り組む、大きな展望を持った研
究であると同時に、学術的、社会的に広がりのある研究を対象とします。専門領域からの
飛躍を目指す若手研究者によるチャレンジングな取り組みを応援します。

(1) 原則として、2024 年 4 月 1 日時点で博士前期（修士）課程修了以上 35 歳以下
の若手研究者による人文学、社会科学分野の個人研究を対象とします。
(2) 助成期間中に開催される中間報告会にて、異分野の研究者と積極的に交流し、
学際的視野を広げたいという意欲を持った方からの申請を求めます。
(3) 申請者の国籍、所属は問いませんが、書類作成、学際的な議論への参加が可能
な日本語能力を持つことを条件とします。申請書は、本人作成の日本語によるものだ
けを受け付けます。
(4) 申請者は過去に本プログラムの助成を受けていない者とします（当財団の他プロ
グラムは含みません）。
(5) 他機関の助成との併願・同時受給は可能です。
(6) 本年度の助成対象は 15 件程度とします。

人文学、社会科学分野
1件につき100万円を上限とし
て、原則申請額の満額を助成

経済学、社会学
募集終了

2023年8月1日（火）～
10月31日（火）必着

公益社団法人
日本経済研究セン
ター

2023年度
日本経済研究センター
研究奨励金

公益社団法人日本経済研究センターは、経済学・それに関連する学問分野（特に社会
学）の研究を対象とした「日本経済研究センター研究奨励金」の交付先を公募していま
す。本奨励金は、財団法人日本経済研究奨励財団（2010年6月解散）が1968年度から
行ってきた事業を引き継いだ伝統ある制度で、過去にも多くの著名な研究者に交付した
実績があります。また、厳正な審査に基づき決定した交付者のお名前は毎年、日本経済
新聞紙上にも掲載されます。

経済およびそれに関連する学問分野（特に社会学）の研究者で、個人研究、共同研
究を問いません。

a．経済およびそれに関連する学問分野（特に社会学）の研究。現在重要な経
済問題や政策に関する理論的・実証的研究は優先的に先行・採択します。

b．研究期間１、2年見当で一応の成果が期待できるもの。ただし、研究途上や
これから着手するものでもかまいません。

c．同一研究に対し他の奨励金をすでに受けているものでも選考の対象になり
ます。

1件当たり上限100万円

（総額1000万円程度）

国際共同研究、人文・
社会科学

募集終了
2023年7月1日（土）～

10月31日（火）

公益財団法人
鹿島学術振興財団

2023年度
国際共同研究援助

当財団の援助対象研究分野における、独創的、先駆的な国際共同研究を援助することに
より、我が国の学術の発展並びに学術の国際交流、国際的に活躍する研究者育成等に
寄与することを目的とします。

(1) 申請代表者は、日本の大学等の研究機関に所属する常勤の研究者であり、海外
の大学等の研究機関の研究者グループと共同で研究を行う研究者グループの
代表者とします。

(2) 応募に際しては、原則として国内の共同研究者グループ間、並びに海外の共同
研究者グループとの間で研究計画に関する基本的な合意がなされている必要があり
ます。

工学を含む自然科学、人文・社会科学、学際融合的な分野における下記の研
究領域が主な対象となります。

(1) 都市・居住環境の向上
(2) 国土・資源の有効利用
(3) 防災・危機管理の推進
(4) 文化・自然環境の保全

※ (1)～(4)に関連する社会システム、情報技術等先端技術に関するものを含
む

一研究課題への援助金は、継
続期間（2年目）を含めて合計

1,000 万円以内

国語・日本語教育、こと
ばの教育、教育実践の
質、小学生、中学生対
象

募集終了
2023年7月3日（月）～

10月31日（火）

公益財団法人
博報堂教育財団

第19回
「児童教育実践についての研究助
成」

「ことばの力」を育む研究と児童教育実践の質の向上を目的に、大学、研究機関および教
育実践に関わる方を対象にすぐれた研究を助成しています。
新しい視点をもつ研究成果が、実践の場で反映、継続され児童教育の基盤が充実してい
くことが期待される研究を主に助成しています。

・日本の学校・教育委員会に所属する教育実践に携わる方
（例えば教諭、指導主事、相談員、特別支援教育の支援員等。）

・日本の大学・研究機関に所属する研究者
（例えば准教授、講師、助教、博士課程の院生等。若手支援のため、教授やそれに
相当する職は除く。）

※常勤・非常勤、年齢、国籍、学位は不問（ただし、学生の場合は修士号取得以上と
する。）
※個人研究、グループ研究ともに可。グループ研究の場合は、全員が応募資格に適
すること。また、助成期間終了まで応募資格を有していること。

◎「ことばの力」を育む研究
・国語・日本語教育の諸分野における研究
・あらゆる学びの場におけることばの教育に関する研究
〔研究内容例〕
 ・考える、話す、聞く、読む力を育成する教育　　・外国人児童の日本語学習に
関する研究　　 ・教科を越えた学力向上のためのことばの教育　　・特別支援
教育でのことばの教育　等

・児童教育実践の質を向上させる研究
多様な場における教育実践の質を向上させる研究
〔研究内容例〕
 ・学びに向かう力を高める研究 ・革新的な学校・授業改革
 ・新しい教育テーマ・方法の開発 ・新しい学びの場の創造　等

・1ヵ年助成：1件につき200万
円を限度に助成します。

・2ヵ年助成：1件につき300万
円を限度に助成します。

英米文学、若手・中堅
研究者

募集終了
2023年10月31日（火）

（当日消印有効）

三菱UFJ信託銀行株
式会社

公益信託福原記念英米文学研究
助成基金

①研究助成
②出版助成

本基金は、故福原雛惠氏（故福原麟太郎氏夫人）の遺言に基づき、若手・中堅の英米文
学研究者を助成し、もって英米文学研究の振興発展に寄与することを目的として設定した
ものです。
受給者は、公益信託福原記念英米文学研究助成基金給付規定に基づき、運営委員会の
選考を経て決定されます。

日本において、英米文学の研究に従事している若手・中堅研究者 英米文学の研究
①１人当たり40万円

②１人当たり100万円

https://www.kajima-f.or.jp/grant-projects/
https://www.kajima-f.or.jp/grant-projects/
http://www.t-hito.or.jp/zaidan
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https://www.suntory.co.jp/sfnd/research/application.html#ac3
https://www.suntory.co.jp/sfnd/research/application.html#ac3
https://www.jcer.or.jp/about-jcer/incentive
https://www.jcer.or.jp/about-jcer/incentive
https://www.jcer.or.jp/about-jcer/incentive
https://www.kajima-f.or.jp/grant-projects/
https://www.kajima-f.or.jp/grant-projects/
https://www.hakuhodofoundation.or.jp/subsidy/
https://www.hakuhodofoundation.or.jp/subsidy/
https://www.hakuhodofoundation.or.jp/subsidy/
http://daieikyo.jp/aetp/modules/bulletin/index.php?PHPSESSID=4662d4978dbdb006a8b8ca668d8d733a
http://daieikyo.jp/aetp/modules/bulletin/index.php?PHPSESSID=4662d4978dbdb006a8b8ca668d8d733a
http://daieikyo.jp/aetp/modules/bulletin/index.php?PHPSESSID=4662d4978dbdb006a8b8ca668d8d733a
http://daieikyo.jp/aetp/modules/bulletin/index.php?PHPSESSID=4662d4978dbdb006a8b8ca668d8d733a
http://daieikyo.jp/aetp/modules/bulletin/index.php?PHPSESSID=4662d4978dbdb006a8b8ca668d8d733a


キーワード 応募締切 団体名 助成金等名称 趣旨等 応募資格等 研究対象分野 助成金額

大学院生、35歳以下の
若手研究者、人文・社
会科学、海に関する研
究

2024年度
笹川科学研究助成
学術研究部門

本助成は、次世代を担う若手が行う、新規性、独創性または萌芽性をもち、発想や着想に
意外性のある研究を掘り起し、科学・技術研究の振興を図ることを目的とします。特にこれ
まで活躍の機会があまり与えられなかった、大学院生、外国人留学生、女性研究者、研
究環境が十分でない研究者が行う、優れているが他からの助成が受け難い研究を支援し
ます。その中でも「海洋学および海洋関連学」ならびに「船舶および船舶関連科学」など
『海に関する研究』は重点テーマとして支援します。

2024年4月1日時点で、35歳以下で、大学院生あるいは所属機関等で非常勤または
任期付き雇用研究者として研究活動に従事する者。
但し『海に関係する研究』については重点テーマであるため、雇用形態は問わない。

人文・社会科学および自然科学（数物・工学、化学、生物、複合、ただし医学を
除く）に関する研究を対象とします。
その中でも『海に関係する研究』は、重点テーマとして支援します。

1件当たり上限150万円

学校教育現場の社会
的問題、博物館・図書
館に関する研究

2024年度
笹川科学研究助成
実践研究部門

(Ａ)教員・NPO職員等が行う問題解決型研究
学校、ＮＰＯなどに所属している方が、その活動において直面している社会的諸問題の解
決に向けて行う実践的な研究を求めます。

(Ｂ)学芸員・司書等が行う調査・研究
学芸員・司書等が博物館や図書館等の生涯学習施設の活性化に資する調査・研究を求
めます。また、所属機関とは別の機関や、大学、自治体などの異分野の機関・施設と連携
した研究も歓迎します。

教員、学芸員、司書、カウンセラー、指導員、市民活動・地域活動等の専門的立場に
ある方などで、特に年齢は問いません。

なお、非常勤や嘱託等の方は、雇用期間内に調査・研究が終了することを条件としま
す。

(Ａ) 例） ○学校教育現場における新たな学習指導方法の研究、 ○不登校・
引きこもりの自立支援のための研究、○地域のまちづくりのための研究、○よ
りよい環境や福祉の実現のための研究　など

（Ｂ） 例） ○博物館・図書館の活性化に資する研究、○博物館資料・図書館資
料に関する基礎的または応用技術的な研究、〇博物館・図書館現場における
新たな学習教材・教育プログラムの開発・研究、○博物館・図書館の利用者支
援に関する研究、○地域特性や地域資源を活用しながら住民との協働により
社会貢献が果たせる研究　など

１件あたり上限50万円

職場環境改善、労基法
など各種法令調査研
究、人材育成、評価、
健康維持など室内環境

募集終了
2023年7月24日（月）～
10月13日（金）消印有効

公益財団法人
ダイオーズ記念財団

2023年度
公益財団法人ダイオーズ記念財
団助成金

助成金の対象は、内外に対して全ての人が安全に活き活きと働くことのできる社会環境に
関する調査・研究を行う大学・研究所等における研究活動としております。
全ての人が安全に活き活きと働くことのできる社会環境とは「快適な職場環境の提供」で
あり、目指しているのは、その職場環境の中で働く方々が、より活き活きと働いたり、研究
したりできる環境の提供です。

（１）団体の場合は団体の研究、活動の場が日本国内であること
（２）個人の場合は東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県内に居住し、今後も居住する
見込みであること又は、研究・活動の場が東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県内であ
ること
（３）団体の場合は一定の規約を有し、活動歴が3年以上あること
（４）個人・団体とも助成金の対象となる事業を完遂する見込みがあること
（５）個人・団体とも事業の会計・経理が明確であること

当財団の注力する主要な研究、活動分野の例としては以下の通りです
（１）職場で働く人々の利便性と快適性を高めるため、その労働環境全般にお
ける研究および改善向上の活動
（２）労働基準法、労働安全衛生法、職業安定法、職業能力開発促進法および
労働者派遣法等に関する調査研究および改善向上の活動
（３）評価、処遇制度、人材育成等の制度、教育に関する研究および改善向上
の活動
（４）快適、健康を維持、向上するための室内環境における研究および改善向
上の活動
（５）知的創造性等に着目したオフィス空間デザインの研究および改善向上の
活動
（６）事業所における飲料サービス、衛生環境サービス、緑化サービス、福利厚
生サービス、リラックス効果、コミュニケーション効果等に関する研究、活動
（７）その他、事業所に関わること、働く場に関することの研究、活動

１件100万円以内

シミュレーション＆ゲー
ミング、学習用ソフト
ウェア

2023年度
研究助成

【研究課題A】
シミュレーション＆ゲーミングに関する調査研究

【研究課題B】
①情報技術、ネットワーク技術を応用したシミュレーション＆ゲーミングによる学習用ソフ
トウェアの試作(学習用ソフトウェアを通じて行う青少年科学技術啓発活動)

②社会に役立つシリアスゲームの調査研究
③エンターテインメントゲームに関する調査研究

大学、その他の教育機関、研究所等の非営利の研究機関に所属する研究者といたし
ます。
研究は、個人研究、国内の共同研究、国際的共同研究のいずれでも構いません。
できるだけ多くの方を支援させていただく趣旨から､当財団の研究助成期間中の主査
の方による重ねての応募､および同一主査の方からの複数の応募はできません（共
同研究者の応募は可）。

【研究課題A】
・国際関係､地域計画、都市計画、まちづくりなど社会システム領域におけるシ
ミュレーション＆ゲーミング研究
・ビジネスゲーム等の「経済・経営」に関するシミュレーション＆ゲーミング研究
・集団意思決定､問題の解決､政策評価などを支援するシミュレーション＆ゲー
ミング研究
・協働・協調作業、組織学習などを支援するシミュレーション＆ゲーミング研究
・異文化理解、自己実現、課題発見のためのシミュレーション＆ゲーミング研
究
・その他シミュレーション＆ゲーミングに関する調査研究

【研究課題B】
①情報技術、ネットワーク技術を応用したシミュレーション＆ゲーミングによる
学習用ソフトウェアの試作
(学習用ソフトウェアを通じて行う青少年科学技術啓発活動)
②社会に役立つシリアスゲームの調査研究
③エンターテインメントゲームに関する調査研究

研究課題分野
①情報科学、②社会、③医学・福祉、④教育、⑤生物、⑥物理、⑦環境、⑧図
形・デザイン、⑨経営・経済、⑩土木建築、⑪科学、⑫数学、⑬エンターテイメ
ントゲーム、⑭その他　a.心理学　b.コミュニケーション　c.防災 d.物語研究　e.
スポーツ　f.出版企画

1件につき30万円～150万円
（総額1,500万円

補助件数15～20件）

若手研究者、シミュ
レーション＆ゲーミング

2023年度
補助金

【研究課題C】
シミュレーション＆ゲーミングの先進的独創的な手法の研究（若手研究者の助成を目的と
しています）

大学、その他の教育機関、研究所等の非営利の研究機関に所属する研究者といたし
ます。
特に本事業は①先進的独創的な手法の研究②若手研究者（大学院生・助手等）を支
援の対象とします。
課題の主旨から､調査研究助成事業との併願および過去に当財団の助成実績があ
る方の応募はできません。

【研究課題C】
シミュレーション＆ゲーミングの先進的独創的な手法の研究

1件につき15万円～30万円
（総額400万円

補助件数15～20件）

環境問題、建築・都市、
人文・社会科学、環境
フィールド

募集終了

【提案研究コース】
2023年8月1日(火)～

9月15日(金)

【発展研究コース】
2023年8月1日(火)～

10月13日(金)

公益財団法人
旭硝子財団

2023年度採択（2022年度募集）
サステイナブルな未来への研究
助成

【提案研究コース 】
【発展研究コース】

旭硝子財団は、次世代社会の基盤を構築するような独創的な研究への助成事業を通じ
て、人類が真の豊かさを享受できる社会および文明の創造に寄与します。当財団には 4
つの国内研究助成プログラムがありますが、 「サステイナブルな未来への研究助成」プロ
グラムは、1992 年に始まった地球環境国際賞「ブループラネット賞」を始めとしてサステ
イナブルな未来の創造を目指す旭硝子財団の研究助成として、従来のプログラムを再編
し、課題を明確にした、研究者のニーズに細かく対応する助成プログラムです。

1. 所属機関：主たる勤務先が国内の大学とその附置研究所、大学共同利用機関、
高等専門学校 （但し大学附属病院専従の方は対象外です）
2. 職位：上記の機関に所属し、主体的に研究を進めている原則常勤の研究者 ・任期
付研究者の場合には、応募時点において、申請する研究期間のうち、少なくとも初年
度の雇用が見込まれること ・職務専念義務上、外部研究費の受給にかかわる制約
がないこと
3.  機関承認：当財団からの寄附金を所属機関が研究費として管理する前提のもと
に、所属長が応募を承認していること
4. 年齢：提案研究コースは、1978年1月1日以降生まれであること。発展研究コース
は、年齢制限を設けません。
5. 助成および応募の重複：応募時点で当財団からの研究助成を受けていないこと、
ならびに当財団に対して同一年度に複数の応募申請をしていないこと

【建築・都市分野】人間生活の歴史と現状、将来を視野に置いた建築･都市空
間に関わる研究

【人文・社会科学分野】持続可能な社会の実現に向けた人文・社会科学的な研
究

【環境フィールド研究】自然と人との良好な関係の維持・構築に資するフィール
ド調査を中心とする研究

各分野・コースごとの
募集要項参照

公益財団法人
科学技術融合振興財
団

募集終了
2023年10月15日（日）

（当日消印有効）

募集終了
2023年9月15日（金）～
10月16日（月）23：59

公益財団法人
日本科学協会
笹川科学研究助成係

https://www.jss.or.jp/ikusei/sasakawa/
https://www.jss.or.jp/ikusei/sasakawa/
https://www.jss.or.jp/ikusei/sasakawa/
https://www.jss.or.jp/ikusei/sasakawa/
https://www.jss.or.jp/ikusei/sasakawa/
https://www.jss.or.jp/ikusei/sasakawa/
http://www.daiohs-zaidan.or.jp/
http://www.daiohs-zaidan.or.jp/
http://www.daiohs-zaidan.or.jp/
http://www.fost.or.jp/subsidies.html
https://www.af-info.or.jp/research/
https://www.af-info.or.jp/research/
https://www.af-info.or.jp/research/
https://www.af-info.or.jp/research/
https://www.af-info.or.jp/research/
https://www.af-info.or.jp/research/
http://www.fost.or.jp/subsidies.html
http://www.fost.or.jp/subsidies.html
http://www.fost.or.jp/subsidies.html


キーワード 応募締切 団体名 助成金等名称 趣旨等 応募資格等 研究対象分野 助成金額

放送に関する研究
募集終了

2023年9月1日（金）～
9月30日（土）

公益財団法人
放送文化基金

2023年度助成
公益財団法人放送文化基金では、2024年4月～2025年3月に実施される放送にかかわり
のある①技術の研究・開発②放送に関する人文・社会科学的な調査・研究、および文化
的な事業（国際的な協力を含む）を対象に研究助成申請を募集いたします。

所属など関係なくどなたでもご応募いただけます。

放送に関する人文・社会科学的な調査・研究、および文化的な事業への助成
・放送の社会的、文化的、教育的な役割、影響、効果に関する調査・研究
・放送の法制度、倫理に関する調査・研究
・番組の開発、向上、評価に関する調査・研究
・新しい放送サービスを取り入れた番組に関する調査・研究
・放送とかかわりの深い文化の振興、保存のための事業
・放送を通じた地域の活性化や放送に関する人材育成、国際協力事業

1件当たり申請限度額
500万円

港湾に関する社会科
学、観光・文化施策

募集終了
2023年8月1日（火）～
9月30日（土）（必着）

公益社団法人
日本港湾協会

令和6年度
港湾関係助成研究

  公益社団法人日本港湾協会では、経済学、法律学等の社会科学による港湾に関する
研究を奨励し、 その成果を今後の港湾行政に適切に反映させることを目指して、これらの
研究に対する助成を下記の要領で行います。

港湾に関する専門的知識を有すると認められる大学教員その他の有識者及びこれら
の有識者からなる団体。

港湾経営、港湾財政、港湾管理、港湾計画、港湾物流、港湾運送、港湾都市
計画、公物管理、保安対策、港湾防災、港湾環境・景観等港湾に関する社会
科学による研究であって、効果的・効率的な港湾投資や港湾運営、産業政策
との連携について、経済学に立脚した政策や新しい法制度の整備などソフト面
での政策の形成に役立つと認められるもの。

観光･文化施策と連携した研究についても助成を行っておりますので、この方
面の分野の応募も歓迎します。

　1件につき100万円以内

※研究期間は決定通知
受領後、翌年度まで

沖縄を対象とする研
究、50歳以下

募集終了
2023年7月15日(土)～

9月30日(土)
(当日消印有効）

公益財団法人
沖縄協会

第45回
沖縄研究奨励賞

沖縄研究奨励賞（奨励賞）は、当協会の設立目的にある「沖縄の振興施策への積極的な
協力」に関連し、これを推進する事業として、沖縄の地域振興に貢献する人材を発掘し育
成することを目指して、昭和54年7月に設置されました。

①沖縄を対象とした優れた研究を行っている。
②令和5年7月15日現在、50歳以下。
③学協会、大学、研究機関または実績のある研究者から推薦を受けたもの。
④出身地及び国籍は問わない。

沖縄を対象とした将来性豊かな優れた研究（自然科学、人文科学、社会科学）
本賞並びに副賞として
研究助成金50万円

国際文化交流、国際親
善、教育・学術に関す
る国際的な活動

募集終了
2023年9月1日(金)～

9月30日(土)
（当日消印有効）

公益財団法人
関西・大阪21世紀協
会

2024年度日本万国博覧会記念基
金（EXPO'70 FUND）助成事業

日本万国博覧会記念基金事業（以下「基金事業」という。）は、1970年に開催された日本
万国博覧会（以下「1970年万博」という。）の収益金の一部を基金として管理し、その運用
益を1970 年万博の理念を継承し、国際相互理解の促進に資する活動を対象に、1971年
から累計で国内外114 ヵ国の約4,700件の事業に対して約194億円の助成金を交付して
きました。
2024年度は、複数年度助成事業及び単年度助成事業総額1億5000万円の助成を予定し
ております。

次の条件に適合する国及び地方公共団体を除く公益的な事業を実施する団体としま
す。
（１）事業を遂行するに足る能力を有する団体であること
※複数年度助成事業については、申請事業に関連する活動実績を 1 年以上有する
団体であること
（２）次の各号に適合しない団体であること
① 反社会的勢力又は反社会的勢力と密接な関係にある団体
② 法令違反または社会的、道義的信用が失墜するような行為を行った団体
③ その他諸般の事情から助成金の交付決定が適切でないと協会が判断した団体
※個人及び営利法人の申請は対象外です。
※営利法人自体からの申請は受付けしませんので、ご注意ください。なお、営利法人
であっても、事業のため実行委員会などを組織されて申請される場合は対象となりま
す。
※国及び地方公共団体が実質的に実施しているとみなされる事業は、原則として助
成対象外となります。ただし、国や地方公共団体から主催や共催の名義使用が条件
の助成金を受けるのみの事業等は、実質的に実施しているとみなしません。

1970年万博の理念を継承し「日本万国博開催の意図」の趣旨にかなった次の
活動を対象とします。

国際相互理解の促進に資する活動
①国際文化交流、国際親善に寄与する活動
・国際交流に寄与する活動
・国際協力に寄与する活動

②教育・学術に関する国際的な活動
・教育に関する国際的な活動
・学術に関する国際的な活動（注）

以下の項目に該当する事業を優先的に採択します。
・2025年大阪・関西万博の成功に貢献すべく、2025年万博に向け、1970年万
博の理念を継承・発展させ、新たな時代の価値創造へとつなぐ活動

(注) 学術関連の国際会議については、重要でありながら運営資金が不十分と
されている次の分野を対象とします。
・自然科学の基礎的な研究に係る国際会議（主に理学分野を対象とし工学や
医学分野は対象外）
・学術関連の国際会議は、複数年度助成事業の申請はできません。

(A)複数年度助成事業
複数年度（最長2年間）総額

1500万円
（1年間の上限額：1000万円）

（数件の採択を予定）

(B)単年度助成事業
300万円

（数十件程度の採択を予定）

アジア地域、人文社会
科学分野

募集終了
2023年8月1日（火）～

9月30日（土）
（消印有効）

公益財団法人
三島海雲記念財団

第13回（2024年度）
三島海雲学術賞

【人文科学部門】

本賞は、財団法人三島海雲記念財団設立50周年（2012年）を機に、設立者三島海雲の
「自然科学と人文科学の学術振興こそが日本の発展の原動力となり、人類の福祉の向上
に寄与する。」との思いを継承すべく創設しました。

１．候補者の資格
国内外の学術誌に公表された論文、著書、その他の研究実績により独創的で発展性
のある顕著な業績を挙げているもののうち、下記の条件を満たす若手研究者
　１）45歳未満の者（2024年4月1日現在）
　２）2021年8月から2023年9月に刊行された著書（単著）を有するもの
　３）日本在住の研究者（国籍は問いません）及び海外在住の日本人研究者（日本国
籍を有するもの）

２．推薦者
　１）本財団より推薦依頼を受けた学会及び大学研究機関（部局）の代表者
　２）本財団より推薦依頼を受けた出版社の部門代表者
　３）本財団の理事及び評議員
なお、1推薦者につき2件以内の推薦を可とします。

【人文科学部門】

アジア地域を対象とし、史学・哲学・文学を中心とする人文社会科学分野にお
ける学術研究
（但し、日本を中心とする研究は除く）

賞状並びに副賞
（1件当たり300万円）

初等中等教育・幼児教
育

募集終了
2023年5月15日（月）～

9月15日（金）

公益財団法人
日本教育公務員
弘済会

令和6年度
日教弘本部奨励金

日教弘本部奨励金は、日教弘本部及び各都道府県支部において、教育の向上発展に重
要であり、特色ある研究や継続的な活動に対して奨励し助成を行う事業です。

次年度（令和6年度）に行う、初等中等教育及び幼児教育の向上発展に寄与する全国規
模の有益な研究・活動等に助成します。

国公私立大学院、大学、短期大学、高等専門学校等の教育機関に所属している教
職員、大学院生とします。
① 幼児・児童・生徒の教育の向上発展に寄与する研究・活動であれば、学部等は問
いません。
② 応募者が計画の推進に責任を持ち、助成金の管理及び報告を行うことを条件とし
ます。ただし、所属組織が助成金の管理を行うことが出来る方に限ります。
③ 一定期間日教弘本部奨励金の助成を受けていない方に限ります。（一度助成を
受けている場合は、研究完了年度の翌々年度以降から応募することが可能です）
④ 日教弘本部奨励金と日教弘支部奨励金に重複申請はできません。
⑤ 原則として、令和5年度（2023年4月1日から2024年3月31日）1年間で完了する研
究・活動等に限ります。

幼児・児童・生徒の教育の向上発展に寄与する研究・活動 1件あたり100万円以内

http://www.hbf.or.jp/grants/article/guideline_grants
https://www.phaj.or.jp/
https://www.phaj.or.jp/
http://www.okinawakyoukai.jp/publics/index/49/
http://www.okinawakyoukai.jp/publics/index/49/
https://www.osaka21.or.jp/jecfund/information/
https://www.osaka21.or.jp/jecfund/information/
https://www.mishima-kaiun.or.jp/virtue/
https://www.mishima-kaiun.or.jp/virtue/
https://www.mishima-kaiun.or.jp/virtue/
https://www.mishima-kaiun.or.jp/virtue/
https://www.nikkyoko.or.jp/business/education.html#menu-title08
https://www.nikkyoko.or.jp/business/education.html#menu-title08


キーワード 応募締切 団体名 助成金等名称 趣旨等 応募資格等 研究対象分野 助成金額

環境問題、建築・都市、
人文・社会科学、環境
フィールド

募集終了
2023年8月1日(火)～

9月1日(金)

公益財団法人
旭硝子財団

2024年度（2023年度募集）
ブループラネット地球環境特別研
究助成

旭硝子財団は、次世代社会の基盤を構築するような独創的研究への助成事業を通じて、
人類が真の豊かさを享受できる社会及び文明の創造に寄与すべくことを目指し、4つの国
内研究助成プログラムを進めてまいりました。昨年、地球環境問題解決に貢献した人や
団体を顕彰する当財団のブループラネット賞も30周年を迎えました。その初回受賞者で
ある真鍋淑郎先生がノーベル物理学賞を受賞されたことから、研究助成でも「持続可能な
社会の実現」「地球環境問題の解決」を目指したテーマを拡充することとしました。新た
に、ブループラネット地球環境特別研究助成と名付け、SDGｓの目標に沿った地球環境に
関わる基礎研究から、これまでの研究成果を発展させて社会実装に向けた検証を試みる
研究まで、専門の異なる研究者との連携を推奨するプログラムとして創設いたします。

以下の諸項目は、チーム代表者に適用されます。
1. 所属機関：主たる勤務先が国内の大学とその附置研究所、大学共同利用機関、
高等専門学校 （但し大学附属病院専従の方は対象外です）
2. 職位：上記の機関に所属し、主体的に研究を進めている原則常勤の研究者 ・任期
付研究者の場合には、応募時点において、申請する研究期間のうち、少なくとも初年
度の雇用が見込まれること ・職務専念義務上、外部研究費の受給にかかわる制約
がないこと
3.  機関承認：当財団からの寄附金を所属機関が研究費として管理する前提のもと
に、所属長が応募を承認していること
4. 年齢：制限はありません。
5. 助成および応募の重複：応募時点で当財団からの研究助成を受けていないこと、
ならびに当財団に対して同一年度に複数の応募申請をしていないこと

化学・生命、物理・情報、建築・都市、人文・社会科学、環境フィールドの5分野
で、SDGｓの目標に沿った地球環境に関わる基礎研究から、社会実装に向けた
検証を試みる研究までとする。テーマの遂行にあたっては、専門の異なる研究
者との連携を推奨する。

1件当たり
1000～3000万円

人工知能
募集終了

2023年7月3日(金)～
9月29日(金)

公益財団法人
中部科学技術セン
ター

第34回
令和5年度
人工知能研究助成

公益財団法人中部科学技術センターは、民間が担う公益財団法人として、科学技術振興
に関する諸事業を総合的かつ効果的に推進し、主に中部地域の産業発展に寄与し、もっ
てわが国の科学技術水準の向上を図ることを目的に、「科学技術に関する普及啓発事
業」と「地域産業振興事業」を車の両輪として積極的な事業発展を図っております。

この度、当センターは、昨年度から、人工知能に関する研究の振興を図り、産業技術の高
度化及びわが国経済の健全な発展に寄与することを目的に、人工知能の研究に対する
助成、人工知能に関する講演会等を行うこととなりました。

その事業の一つとして、今年度も、企業、教育・研究機関、その他団体の研究者及び研究
グループ等において行われる「人工知能の調査・研究・開発に対する助成」を行います。
なお、企業以外の研究者の応募につきましては、「産業界との共同研究」を重点的に支援
することといたしますので、積極的にご提案をいただきますようお待ちしております。

人工知能の高度化に関する研究を行う、企業、教育・研究機関、その他の研究組織
の研究グループ、個人が対象となります。

人工知能及び関連技術分野（人工知能を活用した情報処理技術、情報通信技
術等）の高度化に関する調査、研究及び開発であって、次の各号に掲げるもの
とします。
①産業・環境分野における技術高度化並びに生産性改善のための人工知能
及びその利用技術に関する研究
②医療・介護・教育・経済・法律等の知的支援に関する研究
③画像・音声理解、ヒューマンインターフェイス、エンターテイメント、感性情報
処理の高度化に関する研究
④ロボットの感覚・運動・思考・知能・感情・インタラクション等に関する研究
⑤インターネット・IoT・モバイルシステムの知的で安全な利用法に関する研究
⑥その他、人工知能の基礎及びその利用技術等に関する研究

1件あたり50万円

アジア諸国からの留学
生

募集終了
2023年8月1日（火～

9月19日（火）
（必着）

公益財団法人
ヒロセ財団

第10回（2023年度）
研究助成

当財団は、1995年よりアジア諸国から日本で学ぶ留学生に対して奨学金を支給していま
す。2014年から新しい事業として、留学終了後又は渡日後、我が国の大学、研究機関等
の研究職に従事し、研究を継続している者に対し助成を開始することとし、これにより、些
かなりとも我が国との諸外国間の学術交流と振興に寄与することを目的としています。

①アジア諸国から我が国の大学または大学院に留学、または研究者として来日し、
申請時において日本に居住し、日本の大学・研究機関等に勤務する常勤又は非常勤
の若手研究者（ポスドク、研究員、助教。または講師）で、将来、我が国のトップクラ
スの研究者として成長することが期待されている者。
　※准教授以上は対象になりません。
　※助成期間内に外国に転出（転勤）する予定がある場合は、対象となりません。
②過去に当財団の研究助成を受給していない者（ただし、受給後原則5年経過してい
る申請は可とする。）

自然科学、社会科学、人文科学等各分野
1件当たり500万円（限度額）

採用件数：30件程度

子育て環境づくり、実
践、表彰

第17回
「未来を強くする子育てプロジェク
ト」

○子育て支援活動の表彰
（スミセイ未来大賞、スミセイ未来
賞）

より良い子育て環境づくりに取り組む個人・団体を募集します。各地域の参考になる特徴
的な子育て支援活動を社会に広く紹介し、他地域への普及を促すことで、子育て環境を
整備し、子育て不安を払拭することを目的としています。

より良い子育て環境づくりに資する活動を行い、成果を上げている個人・団体（規模
は問いませんが、次の要件を満たすことが必要）を対象とします。

①子育て支援に資する諸活動を継続的に行っていること。
②活動内容が社会に認められ、ロールモデルとなりうるものであること。
③活動の公表を了承していただける個人・団体であること。
④日本国内で活動している個人・団体であること。
⑤受賞時に、団体名・連絡先、代表者等の氏名（本名）、活動の写真、活動内容等
を、新聞・雑誌、インターネット等での公表にご協力いただける方。マスコミなどから
の取材にご協力いただける方。

地域において子育て環境づくりに取り組む団体や個人

◎文部科学大臣賞／表彰状
※スミセイ未来大賞の1組に授

与
◎厚生労働大臣賞／表彰状

※スミセイ未来大賞の1組に授
与

◎スミセイ未来大賞／表彰盾、
副賞100万円
※2組程度

◎スミセイ未来賞／表彰盾、副
賞50万円

※10組程度

育児をする女性研究
者、人文・社会科学分
野

第17回
「未来を強くする子育てプロジェク
ト」

〇女性研究者への支援
（スミセイ女性研究者奨励賞）

育児のため研究の継続が困難となっている女性研究者および、育児を行いながら研究を
続けている女性研究者が、研究環境や生活環境を維持・継続するための助成金を支給し
ます。人文・社会科学分野における萌芽的な研究の発展に期待する助成です。

現在、育児のため研究の継続が困難な女性研究者および、子育てをしながら研究を
続けている女性研究者を対象とし、次の要件を満たす方の中から決定します。
①人文・社会科学分野の領域で、有意義な研究テーマを持っていること。
②原則として、応募時点で未就学児（小学校就学前の幼児）の育児を行っているこ
と。
③原則として、修士課程資格取得者または、博士課程在籍・資格取得者であること。
④2名以上の推薦者がいること（うち1名は、従事した、または従事する大学・研究所
等の指導教官または所属長であることが必須）。
⑤現在、大学・研究所等に在籍しているか、その意向があること。
⑥支援を受ける年度に、他の顕彰制度、助成制度で個人を対象とした研究助成を受
けていないこと（科研費・育児休業給付などは受給していても応募いただけます）。
⑦受賞時に、氏名（本名）やご家族との写真、研究内容等を、新聞・雑誌、インター
ネット等での公表にご協力いただける方。また、マスコミなどからの取材にご協力い
ただける方。
※この事業では、過去の実績ではなく、子育てをしながら研究者として成長していく
方を支援したいと考えています。そのため、研究内容のみで判断することはありませ
ん。
※国籍は問いませんが、応募資料等への記載は日本語に限ります。

子育てと人文・社会科学分野の研究活動の両立に努力されている女性研究者
助成金として1年間に100万円

（上限）を2年間まで支給
※10名程度

情報科学、生命科学

募集終了
2023年8月1日（火）～

8月18日（金）
17時必着

公益財団法人
中島記念国際交流財
団

令和6年度（2024年度）
公益財団法人
中島記念国際交流財団
日本人独立研究者始動助成金

新たに研究室主宰者となった優れた可能性を持つ日本人研究者に対して研究助成を行
い、その始動を支援して学術の振興に寄与することを目的とします。

我が国の大学・研究機関等に所属する研究者のうち、自らが主宰する研究室を立ち
上げて間もない（3-4年以内）、令和6年4月1日現在48歳以下の日本人研究者としま
す。

対象分野は、次に掲げる研究分野とし、将来の発展が期待出来る研究を対象
とします。

(1)情報科学
(2)生命科学

1件当たり1,000万円以内

「未来を強くする子育
てプロジェクト」事務局

募集終了
2023年7月10日（月）～

9月8日（金）必着
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http://www.sumitomolife.co.jp/about/csr/community/mirai_child/
http://www.sumitomolife.co.jp/about/csr/community/mirai_child/
http://www.sumitomolife.co.jp/about/csr/community/mirai_child/
http://www.sumitomolife.co.jp/about/csr/community/mirai_child/
http://www.sumitomolife.co.jp/about/csr/community/mirai_child/
https://www.sumitomolife.co.jp/about/csr/community/mirai_child/women/bosyu.html
https://www.sumitomolife.co.jp/about/csr/community/mirai_child/women/bosyu.html
https://www.sumitomolife.co.jp/about/csr/community/mirai_child/women/bosyu.html
https://www.sumitomolife.co.jp/about/csr/community/mirai_child/women/bosyu.html
https://www.sumitomolife.co.jp/about/csr/community/mirai_child/women/bosyu.html
https://www.sumitomolife.co.jp/about/csr/community/mirai_child/women/bosyu.html
http://www.nakajimafound.or.jp/koubo.html
http://www.nakajimafound.or.jp/koubo.html
http://www.nakajimafound.or.jp/koubo.html
http://www.nakajimafound.or.jp/koubo.html
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アジア・オセアニア地
域、現地活動者と協
働、環境問題解決、実
践

募集終了
2023年5月15日(月)～
2023年8月31日(木)

（必着）

公益財団法人
りそなアジア・オセア
ニア財団

2024年度
りそな環境助成
～自然と人とのつながりを求めて
～

アジア・オセアニア地域において、現地活動者と協働して現地の環境問題解決へ取組む
草の根的な実践活動。実践活動とは、自然再生活動、自然環境保全活動、自然との共生
活動、それらに付随する教育活動等で、自立的・持続的な活動への展開が見込めるも
の。

注意事項
※事業内容が調査研究主体のものや、支出計画が海外出張費のみの事業は、助成対象
としません。

1.日本において環境保全活動や国際協力活動を行う団体・会社・大学等に所属する
者、もしくは海外で環境保全活動や国際協力活動を行う日本人。
2.活動地域において事業遂行が可能な相応の活動経験と実績がある者、もしくは年
齢が35歳以下で相応の活動経験等がある者の指導を受けることが出来る者。
3.活動地域である現地において、当該事業活動の共同事業者（協力者）がいる者。

<助成期間>
1年～3年（事業開始2024年4月、年度単位）
※複数年で採択された場合は、毎年申請書の提出を求めて選考を受けていただき
ます。

アジア・オセアニア地域において、現地活動者と協働して現地の環境問題解決
へ取組む草の根的な実践活動

助成期間1年につき
100万円迄（万円単位）

※採択数4～6件

60歳未満、経済・金融・
これらに関する法制に
係る研究助成、刊行助
成

募集終了
2023年7月1日（土）～

8月31日（木）必着

公益財団法人
全国銀行学術研究振
興財団

2023年度
学術研究助成事業

【研究助成】

【刊行助成】

当財団は、経済・金融及びこれらに関する法制に係る研究の助成等を行い、もって学術研
究の発展に寄与することを目的としており、この目的のために、本要項のとおり、経済・金
融及びこれらに関する法制に係る「研究」および「研究成果の刊行」に対する助成を行い
ます。

(ア) 日本の大学の教授、准教授、専任講師、助教、および外国の大学に在籍してい
るこれらに相当する職位の日本人研究者が単独で助成金を用いた研究を行い単著
の成果物を公表する単独研究。
(イ) (ア)に記載の研究者が共同して助成金を用いた研究を行い共著の成果物を公
表する共同研究。
(注) 共同研究者には大学院生、外国の大学に在籍している外国人研究者を含みま
す。
(ウ) 上記(ア)、(イ)の単独研究者および共同研究者は、すべて 60歳未満(2022 年4
月1日時点)であること。

ただし、次の場合は優先的に助成します。
　（ア）本年4月1日現在で40歳未満の研究者
　（イ）当財団の助成を受けたことがない研究者
　（ウ）過去の研究実績か少ない研究、近時の環境変化を踏まえた重要課題に係る
研究

経済・金融およびこれらに関する法制に係る研究。

具体的には、経済分野では、経済理論、経済統計学、経済政策、経済史、財政
学、金融論およびこれらに準ずるもの。

法律分野では、民法、商法、経済法、その他の金融・経済に関する法律。

【研究助成】
1件100万円

共同研究は1件150万円以内

【刊行助成】
1件150万円以内

かつ刊行費用の半分以下

食の文化、40歳前後、
若手研究者

募集終了
2023年7月1日（金）～

8月31日（木）

公益財団法人
味の素食の文化セン
ター

2023年度
食の文化研究助成

食の文化に関する研究分野において、新たな知見の発掘・確立や新領域の開拓など、食
文化研究の発展をリードとしようとする意欲ある若手の研究者の支援を目的とします。
特に、従来にない斬新な発想や枠組みで取り組み、食の文化に関する研究や認識に新た
な広がりや深みをもたらすことが期待される研究を対象とします。
このことを通じて、人類の健康で豊かな生活や食文化の形成に貢献することとします。

①原則として2023年4月1日時点で40歳前後までの若手研究者であって、しかるべき
研究者からの推薦がある方とします。
（国籍は問いませんが、日本国内に居住する研究者であって、日本語での申請及び
報告書の作成や成果の発表が可能であることが必要です。）
②個人研究を対象とするが、共同研究者のあることを妨げません。

①食の文化に関わる研究を対象とします。人文・社会科学の研究に限らず、自
然科学分野で食の文化に関する研究（但し、食品や医薬品などの開発を目的
とするものは除く。）も含めます。
②特に、食の文化に関する認識や研究活動に新たな広がりや深みをもたらす
ことが期待される研究を優先的に対象とします。

1件当たり100万円程度

40歳未満、留学研究助
成

募集終了
2023年6月1日（木）～

7月25日（火）必着

公益財団法人
松下幸之助記念志財
団

2023年度
松下幸之助国際スカラシップ
大学院生・研究機関在籍者の留
学研究助成

「諸外国との相互理解による国際社会への貢献」に寄与する研究（人文科学・社会科学の
領域）を志す海外留学を以下の２カテゴリーで助成します。

カテゴリー１：学部生の留学助成
カテゴリー２：大学院生・研究機関在籍者の留学研究助成
　　　　　　　　　　・世界的な視野に立った研究
　　　　　　　　　　・諸施策の提案、調査研究活動

・応募時と助成（留学）期間中は日本の大学・大学院ないしは研究機関に学生・教員・
研究員として在籍する者
※学部生時に当留学助成を受けた者は大学院等に進学した場合も応募可能
・日本国籍を有する者（海外在住者は除きます）
・日本国に永住を許可されている者
・認定式（2024年2月中旬を予定）出席後から2025年3月までに留学・研究を開始す
る者
※但し、同期間中に留学・研究が開始できるよう、留学・研究先の選定・入学手続き
に関しては申請者本人が行うものとします。
※所属大学の「交換留学制度」の活用も可（但し、授業料免除など別助成がある場合
は不可）
・留学・研究する大学等において研究を進めるに十分な語学力を有する者
・2021年4月1日時点に年令40才未満である者
・他の奨学金を受給していない者(併願の場合、結果判明次第、当財団と相談してく
ださい)

アジア、アフリカ、ラテンアメリカ諸国の大学・大学院及び政府研究機関に所属
しての調査研究
この場合のアジアとは西は西アジア※1、中央アジア※2、北はモンゴル、南は
インドネシアまでとします。
アフリカはアフリカ大陸と周辺の島嶼部。ラテンアメリカはメキシコ以南（カリブ
海地域を含みます。）
※1：アラビア半島６カ国、アフガニスタン、イラン、イラク、イエメン、レバノン、
シリア、ヨルダン、イスラエル、トルコ、キプロス
※2：カザフスタン、キルギス、タジキスタン、ウズベキスタン、トルクメニスタン
●アジア、アフリカ、ラテンアメリカ研究のための 米、欧、豪州などへの留学・
研究は対象外とします。
●調査研究を計画するにあたり、外務省の海外安全ホームページにある渡航
情報に十分留意してください。

奨学金月額20万円
渡航費（1往復相当分）

若手研究者
研究スタート支援

募集終了
2023年7月31日(月)

公益財団法人
国際科学技術財団

2024年
平成記念研究助成

公益財団法人国際科学技術財団では、2006年から、毎年の日本国際賞の授賞対象2分
野において、若手研究者の研究スタートを支援する助成制度を行ってきましたが、上記の
認識のもと、2020年度よりこの制度を一新し、若い研究者の従来枠にとらわれない挑戦、
新しい展開・発展での研究を大いに奨励し、その助成を行っています。
「平成記念研究助成」は、永年、若手科学者の研究活動にご関心を寄せられ、激励されて
こられた上皇上皇后両陛下にちなんで命名されたものです。

（1）年齢制限はありませんが、45歳程度までの人材の発掘を考えています。
（2）個人あるいは少人数のグループの提案を奨励します。
（3）国内の大学、公的機関、企業、市民組織等に所属し、助成期間を通じ当該研究
を継続できること。
（4）研究担当者は所属組織の長（学科長、学部長、研究所長等）の承認を受けるこ
と。同一組織から複数課題の応募可。

「社会的課題の解決に資するための知識統合・連携型研究」を広く募集しま
す。
・理系、文系を問わず応募が可能です。
・応募者自らが考える「目指したい世界とその実現に向けた課題」を提示してく
ださい。
・科学技術や人文・社会科学等の専門分野を超える人達の国際的な連携をエ
ンカレッジします。
・文化・芸術分野の融合や、医学、農学分野の提案も期待します。

1件500万～1000万円程度
4～8件程度

医学、医療

募集終了
2023年5月22日（月）9:00

～
2023年7月27日（木）17:00

公益財団法人
稲盛財団

稲盛科学研究機構（InaRIS）
フェローシップ

国内の基礎科学の分野で、知的好奇心と大きなビジョンに基づいて挑戦的な研究に取り
組む研究者に対する長期的な助成。

稲盛財団は、2019年の設立35周年を機に、従来の稲盛研究助成とは大きくコンセプトの
異なる新しい研究助成プログラム「稲盛科学研究機構（InaRIS: Inamori Research
Institute for Science）フェローシップ」をスタートしました。
人類の知の拡大に欠かせない基礎科学の研究において、短期的に成果を求めるのでは
なく、好奇心の赴くまま存分に、壮大なビジョンと大きな可能性を秘めた研究に取り組ん
で欲しい——研究者が「科学を愉しむ」ことへの期待と願いを込めたプログラムです。

a.日本に居住し、当案内を送付した大学・機関に所属し、常勤で雇用されていること。
（任期付きでも可。ただし申請時および2024年度（2024年4月～2025年3月に在籍し
ていること。）
b.独立研究者で、大学所属の場合は准教授以上とする。大学所属以外の場合は上
記に相当するものとする。
c.助成開始年度に50歳以下であること。（2024年4月1日時点）
d.稲盛研究助成を受けている方は、その研究期間が2024年4月1日時点で残ってい
ないこと。
※本プログラムは、研究者の多様性を重視し、性別、国籍問わず様々な研究者を支
援するものです。特に女性研究者からの積極的な応募を歓迎します。

2024年度　『異分野コンバージェンスによる⾰新的医療の創出』

〇 ⼈類、社会にとって、「医学・医療」の究極のゴール（ビジョン）は何か、また
現在の医療におけるアンメットメディカルニーズを明確にする。
〇 アンメットメディカルニーズを満たすために、既存技術の単なるアップデート
ではなく、どのような分野・技術のコンバージェンスが必要となるかを明確にす
る。
〇 コンバージェンスによる⾰新的イノベーションを医療として社会実装するた
めの真の課題とその解決法を明確にする。社会実装のために新たなコンバー
ジェンスの必要性も考慮する。

1,000万円×10年間×2名

https://www.resona-ao.or.jp/
https://www.resona-ao.or.jp/
https://www.resona-ao.or.jp/
https://www.resona-ao.or.jp/
http://www.jade.dti.ne.jp/~bankfund
http://www.jade.dti.ne.jp/~bankfund
http://www.jade.dti.ne.jp/~bankfund
http://www.jade.dti.ne.jp/~bankfund
http://www.jade.dti.ne.jp/~bankfund
http://www.jade.dti.ne.jp/~bankfund
https://www.syokubunka.or.jp/research/
https://www.syokubunka.or.jp/research/
http://matsushita-konosuke-zaidan.or.jp/works/jpn/promotion_jpn_01.html
http://matsushita-konosuke-zaidan.or.jp/works/jpn/promotion_jpn_01.html
http://matsushita-konosuke-zaidan.or.jp/works/jpn/promotion_jpn_01.html
http://matsushita-konosuke-zaidan.or.jp/works/jpn/promotion_jpn_01.html
https://www.japanprize.jp/subsidy_yoko.html
https://www.japanprize.jp/subsidy_yoko.html
https://www.inamori-f.or.jp/inaris
https://www.inamori-f.or.jp/inaris
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40歳未満、女性研究
者、科学技術

募集終了
2022年4月3日(月)～

6月30日(金)
日本時間正午まで

国立研究開発法人
科学技術振興機構

第5回
輝く女性研究者賞
（ジュン アシダ賞）

国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）は、世界トップレベルの研究開発を行うネッ
トワーク型研究所として未来共創イノベーションを先導することをそのミッションとしていま
す。その目的を達成するための経営戦略のひとつとしてダイバーシティを推進し、その一
環として女性研究者の活躍を推進しています。
　そこでJSTは2019年度に、女性研究者の活躍推進の一環として、持続的な社会と未来
に貢献する優れた研究等を行っている女性研究者及びその活躍を推進している機関を表
彰する制度を創設しました。

女性研究者
原則40歳未満、ライフイベントによる研究活動休止期間を勘案

科学技術に関連していれば研究分野は不問。

幅広い女性研究者の活躍促進に向け、大学や研究所の基礎研究部門だけで
なく、企業における開発プロジェクトをはじめとするエンジニアリング、製品開
発、及び多人数が関わった研究開発に携わる研究者や、女性研究者の活躍
推進に取り組む機関など、広い分野からの応募を歓迎いたします。

賞金100万円
賞状、賞牌

（1名）

40歳未満、女性研究
者、科学技術

募集終了
2023年4月3日(月)～

6月30日(金)
日本時間正午まで

国立研究開発法人
科学技術振興機構

第5回
輝く女性研究者賞
（ジュン アシダ賞）

国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）は、世界トップレベルの研究開発を行うネッ
トワーク型研究所として未来共創イノベーションを先導することをそのミッションとしていま
す。その目的を達成するための経営戦略のひとつとしてダイバーシティを推進し、その一
環として女性研究者の活躍を推進しています。
　そこでJSTは2019年度に、女性研究者の活躍推進の一環として、持続的な社会と未来
に貢献する優れた研究等を行っている女性研究者及びその活躍を推進している機関を表
彰する制度を創設しました。

女性研究者
原則40歳未満、ライフイベントによる研究活動休止期間を勘案

科学技術に関連していれば研究分野は不問。

幅広い女性研究者の活躍促進に向け、大学や研究所の基礎研究部門だけで
なく、企業における開発プロジェクトをはじめとするエンジニアリング、製品開
発、及び多人数が関わった研究開発に携わる研究者や、女性研究者の活躍
推進に取り組む機関など、広い分野からの応募を歓迎いたします。

賞金100万円
賞状、賞牌

（1名）

学際的な研究
募集終了

2023年6月9日(金)
公益財団法人
国際高等研究所

2023年度
研究公募

公益財団法人国際高等研究所では、「人類の未来と幸福のために何を研究するかを研究
する」という基本理念のもとに、既存の学問分野にこだわらない学際的なテーマを重視し
研究を推進しています。

研究代表者は数名のメンバーからなる研究プロジェクトを主宰する。
研究会は本研究所で開催することを基本とする。
研究代表者の職業や職位は限定しない。若手研究者からの応募も期待する。

将来新しい学術を切り拓く可能性を秘めた、学際的な研究を対象とする。文理
の境界を越えて、根源的な問いなどに取り組む研究を対象とする。
例えば、「人とは何か」を問う研究などを対象とする。

1件上限300万円/2年間
2件程度

日本研究、海外拠点
募集終了

2021年6月13日（火）

大学共同利用機関法
人
人間文化研究機構

第3回
人間文化研究機構
日本研究国際賞

人間文化研究機構は、日本研究の国際的発展と日本文化の理解を深め広めることをめ
ざし、一般財団法人クラレ財団の協力を得て、「人間文化研究機構日本研究国際賞」
（NIHU International Prize in Japanese Studies）を、2019年１月に新たに創設しました。
本賞は、海外を拠点とし、日本に関する文学、言語、歴史、民俗、民族、環境等の人間文
化研究において学術上とくに優れた成果を上げ、日本研究の国際的発展に多大な貢献を
した研究者を表彰し、その功績を顕彰します。

受賞対象者は、海外を拠点とし、対象分野において学術上特に優れた成果を上げ、
日本研究の国際的発展に多大な貢献をした研究者とします。
　※ 海外に在住する研究者のほか、海外を拠点に活動実績を持つ研究者も含みま
す。
　※ 国籍は問いません。

日本に関する文学、言語、歴史、民俗、民族及び環境等の人間文化研究に関
する分野

賞状、記念品及び
賞金2万ドルを贈呈

助成論文募集
募集終了

2023年5月31日（水）
必着

一般財団法人
法政大学出版局

第10回
法政大学出版局学術図書刊行
助成論文の募集

法政大学出版局では、財団設立の趣旨に則り、優れた学術的価値をもちながら未だ公刊
されていない専門的研究成果に対する刊行助成を行ないます。

人文・社会科学分野における優れた学術的研究成果、もしくは海外の古典
的作品の翻訳を対象とします。※個人による未発表の書下ろし、翻訳、またはそれに
準ずる論文とします。※翻訳については文芸作品

人文・社会科学分野 1件につき100万円前後

香辛料に関する社会科
学分野の研究領域

募集終了
2023年5月12日（金）

公益財団法人山崎香
辛料振興財団

令和5年度
研究助成

本財団は、数々の有用性をもつ香辛料の基礎的研究並びに関連分野に関する研究の推
進を図り、我が国香辛料産業の発展ひいては国民食生活の向上に寄与することを目的と
して、昭和58年7月に設立されました。
令和5年度においては、これらの研究を行っている大学等の研究機関に対して助成を行
い、研究の促進を図るとともに、新しい食文化の創造に貢献したいと考えています。

助成者の対象者は、原則として、研究対象分野に掲げる研究を行う日本国内の国公
私立大学、公的研究機関に所属するグループ又は単独（個人）とします。

助成金交付要件
（１）助成金の交付により研究の促進が期待できるものであること。
（２）助成金を必要とする研究の計画と費用に合理性があること。
（３）財団に報告された研究の経過及びその結果については、公表できるものとする
こと。
（４）本財団所定の交付申請書（別紙１）に基づく申請であること。この場合、申請書に
は、助成を希望する研究課題、研究組織、研究計画及び研究経費等必要事項が明
示されていること。
（５）同一もしくは類似申請課題において他の機関から重複して助成を受けていない
こと。（科学研究費を除く）

香辛料の基礎的研究並びに香辛料の原材料や応用などの関連分野に関する
研究で、具体的には、次に掲げる①～⑧テーマに関する研究とします。

①香辛料の成分研究
②香辛料摂取による生活習慣病予防もしくは老化抑制に関する研究領域
③香辛料摂取による運動機能の維持・向上（ロコモティブシンドローム予防等）
に関する研究領域
④複数の香辛料による生理機能の相乗効果に関する研究領域
⑤香辛料の香りによる癒し効果に関する研究領域
⑥香辛料に関する栽培・育種部門、加工・応用部門の研究領域
⑦香辛料に関する社会科学分野の研究領域
⑧その他、助成の趣旨に照らして必要と認められる事項に係る研究領域

1件あたり最大100万円/年

地理、地図、地名
募集終了

2023年4月3日(月)～
4月17日(月)（必着）

公益財団法人
国土地理協会

2023年度
学術研究助成

本助成は、地理・地図・地名等を通じて、不特定多数の方の利益となるような、調査・研究
に対する支援を行うものです。

大学院博士課程を修了し、もしくは同等以上の能力と研究経験を有し、大学その他
の教育機関や研究機関・博物館・図書館等に在職（または在学）して調査・研究に従
事している、個人または研究グループ。なお、これらの機関で常勤の職に就いている
者に限って、助成を申請する代表者となることができます。（大学院在学の場合は、
指導教官等）ただし、過去5年間に本助成に採択され、助成金を受領した方の応募は
対象外とします。

①地理学および関連する分野の学術的調査・研究
②地図・地名に関する学術的調査・研究
③地理・地図・環境等に関する教育・普及を目的とした研究および活動

①および②：100万円/件
③：50万円/件

（いずれも上限額）

若手重視、国際化に伴
う法律・社会・文化等の
諸問題

研究助成

有意義な研究、特に若手研究者で萌芽的な段階にある先駆的・独創的研究に関す
る研究者、又は研究グループ。日本国内に在住する外国人、海外在住の日本人も応
募可能です。

※研究助成と海外派遣援助の重複応募はできません。重複応募が判明した段階で
不採択とします。

1件あたり1,000千円から
3,000千円程度

国際化に伴う法律・社
会・文化等の諸問題、
研究会・学会

研究会（学会）助成 2021年6月～2022年6月の間に新たに日本国内で開催される研究会・学会。
人文・社会科学については1件

あたり1,000千円程度

募集終了

電子申請：
2023年3月6日(月)～

4月7日(金)

書類提出：
2023年3月6日(月)～

4月12日(水)必着

国際化にともなう法律、社会、文化等の諸問題に関する研究

エレクトロニクスを中心とする自然科学の研究、及び国際化にともなう法律、経済、社会、
文化等の諸問題に関する人文・社会科学の研究に対する助成等を通じて、わが国の学術
及び文化の向上発展に寄与することを目的とする。（定款第3条）

公益財団法人
村田学術振興財団

https://www.jst.go.jp/diversity/about/award/index.html
https://www.jst.go.jp/diversity/about/award/index.html
https://www.jst.go.jp/diversity/about/award/index.html
https://www.jst.go.jp/diversity/about/award/index.html
https://www.jst.go.jp/diversity/about/award/index.html
https://www.jst.go.jp/diversity/about/award/index.html
https://www.iias.or.jp/news/researchproject-koubo2023
https://www.iias.or.jp/news/researchproject-koubo2023
https://www.nihu.jp/ja/international/international_prize
https://www.nihu.jp/ja/international/international_prize
https://www.nihu.jp/ja/international/international_prize
https://www.h-up.com/news/202303300800.html
https://www.h-up.com/news/202303300800.html
https://www.h-up.com/news/202303300800.html
http://yamazakispice-promotionfdn.jp/bosyu.shtml
http://yamazakispice-promotionfdn.jp/bosyu.shtml
https://www.kokudo.or.jp/grant/
https://www.kokudo.or.jp/grant/
https://corporate.murata.com/ja-jp/group/zaidan/requirement
https://corporate.murata.com/ja-jp/group/zaidan/requirement
https://corporate.murata.com/ja-jp/group/zaidan/requirement
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国際化に伴う法律・社
会・文化等の諸問題、
海外学会参加など

海外派遣援助

①日本国内に在住する方（国籍不問）で、海外での研究活動を行うにあたり、受入機
関の承諾を得ている方、又は申請中であるが受入承諾が得られる見込のある方。

②日本国内に在住する方（国籍不問）で、海外で開催される国際会議、シンポジウム
等で研究発表するにあたり、受入承諾を得ている方、又は申請中であるが受入承諾
が得られる見込のある方。

①海外での研究活動について
は1件あたり200千円から1,000

千円程度
②国際会議参加費用について
は1件あたり50千円から300千

円程度
※②については渡航先別に上

限を設けています

北極域

募集終了
2022年12月20日(火)～

2023年2月13日(月)
12:00（時間厳守）

北海道大学
北極域研究センター

2023年度
ArCSⅡ
若手人材海外派遣プログラム
派遣支援 第1回募集

本プログラムは、ArCS II（Arctic Challenge for Sustainability II）プロジェクトの趣旨に鑑
み、若手人材の育成を目的として行うものです。この派遣支援では、我が国の大学等学術
研究機関に所属する大学院生や若手研究者、産官セクターに所属する若手実務者が、
国際会議に参加し発表や情報収集を行うこと、海外の産学官等の機関に滞在し研究や交
流を行うこと、またはフィールドにおいて調査を行うことなどを支援します。この派遣が、若
手人材による今後の研究あるいは業務の発展、国際的な人的ネットワークの構築などに
つながることを期待しています。
2022度は、新型コロナウィルスの感染拡大とロシアによるウクライナ侵攻の影響で、多く
の国際イベントが延期・中止になりましたが、2回の募集の結果、採択者10数名の短期派
遣を実施しました。2023年度も短期、中・長期派遣（1カ月～6カ月以内）を募集することと
します。また、オンライン国際会議や日本開催の国際会議への参加も支援します。

①大学院生※1
②2023年4月1日現在、修士または博士の学位取得後10年未満の研究者※2
③申請時に40歳未満の企業・官公庁等の実務者（個人事業主含む）
※1 学部生や研究生でも、派遣時に大学院生となる見込みであれば応募可能
※2 学位取得後に取得した産前産後休業、育児休業の期間を除くと当該学位取得
後10年未満となる者

北極圏に関する全分野

【対象となる取り組み】
・短期派遣
　北極域研究に関する海外の産学官等の機関を訪問して、議論、情報交換を
行うなどの交流、フィールド調査等の取組み。
　北極域研究に関する国際会議やコース等へ参加し、情報収集や人的ネット
ワークの構築、知識や技術を習得する取組み。
・長期派遣
　北極域研究に関する海外の産学官等の機関を訪問しての研究活動、フィー
ルド調査等の取組み。
　北極域研究に関する国際会議やコース等へ参加し、情報収集や人的ネット
ワークの構築、知識や技術を習得する取組み。

採用予定数：
実務者と研究者 数名程度

健康科学、牛乳乳製
品、新型コロナウイル
ス

募集終了
2022年10月1日（土）～

12月31日（土）

2023年度
「乳の学術連合」学術研究

「牛乳乳製品健康科学」

【募集研究テーマ】
(1)牛乳乳製品が免疫機能や腸内環境に及ぼす影響に関する研究
(2)牛乳乳製品の栄養学医的価値に関する研究
(3)牛乳乳製品に関わる新規探索研究
(4)新型コロナウイルスがもたらした生活への影響と牛乳乳製品との関連に関
する調査・研究

年間1件当たり150万円以内

（採用予定：10件程度）

乳の社会文化、SDGs、
酪農

募集終了
2022年10月1日（土）～

12月31日（土）

2023年度
「乳の学術連合」学術研究

「乳の社会文化」

【募集研究テーマ】
(1)特定研究
1.牛乳乳製品の価値創造
2.牛乳乳製品の食生活への受容
3.SDGs（持続可能な開発目標）への日本の酪農乳業
4.学校給食の社会的意義と可能性

(2)一般研究
5.乳及び酪農乳業に関する社会的・文化的視点からの研究

年間1件当たり70万円以内

海外渡航費など多額な費用が
含まれる場合100万円以内

（採用予定：8件程度）

乳の教育的価値、
SDGs

募集終了
2022年10月1日（土）～

12月31日（土）

2023年度
「乳の学術連合」学術研究

「食と教育」

【募集研究テーマ】
(1)特定研究
1.教科等の教育における「乳」の教育的価値を活用した教育的プログラムの開
発と検証
2.学校給食におけるSDGｓ視点での「乳」を活用した食育プログラム開発（もしく
は教育的価値の考察）
3.災害も含めた非常時に対応するための教育プログラムの検討
4.「家庭」「地域」における食と栄養の社会的な課題に対応した、「乳」を活用し
た継続的な支援と食育プログラムの開発と検証

(2)一般研究
5.「乳」に関する教育的視点からの研究

年間1件当たり70万円以内

海外渡航費など多額な費用が
含まれる場合100万円以内

（採用予定：6件程度）

満40歳未満の若手研
究者、都内の大学在
籍、人文科学

募集終了
2022年12月23日（金）

当日消印有効

一般財団法人
守谷育英会

2022年度
一般財団法人守谷育英会
研究助成

　当育英会の研究助成の趣旨・目的は、その研究成果が直接経済効果の対象とならない
基礎科学分野に属する研究に対し、特に助成することを考えております。
　従って、公的機関、大企業等で行っている先端技術の開発や大規模な研究を対象とす
るものではありません。
　また、「研究助成金」という名称を付けておりますが、育英奨学金が学生の修学を支援す
ることを目的としていると同様に、研究助成金は交付対象者が異なるだけで、研究者の研
究を支援することを目的としております。従いまして、本助成金の使途として、研究者の方
の所属する組織の研究支援経費、間接経費、一般管理費並びにオーバーヘッド等に使
用することは認めておりませんのでご理解下さい。

助成金候補者は、次の条件を具備する個人とします。
　（学部生、大学院生及び研究生は対象外）

①東京都内の大学もしくは研究機関に在籍、または東京都内に居住し大学もしくは
研究機関に在籍して、基礎的分野の学術研究に従事する個人であること。

②申請者の助成金交付の開始時の年齢が、原則として満４０歳未満であること。

（１）自然科学、特に動植物に関する基礎研究
　
（２）工学における基礎研究

（３）社会、環境、福祉等に関する基礎研究

（４）人文科学における基礎研究

年間120万円（標準限度額）
（交付期間は最大4年程度）

（年間助成件数：5～10件）

ストレス科学、生命医
科学

募集終了
2022年11月30日（水）

24：00

公益財団法人
パブリックヘルス
リサーチセンター

2023年度
パブリックヘルス科学
研究助成金

ストレス科学、生命医科学分野の学術の振興と同分野の次世代を担う若手研究者への支
援を目的とし、両分野において若手研究者が主導して行う研究を助成します。基礎研究
から応用研究まで学術的に洗練された研究だけではなく、研究成果が今後の我が国の国
民の疾病予防や健康増進に寄与することが期待される萌芽的研究が助成対象となりま
す。本研究助成金による支援が、研究を主導する代表申請者の皆様が脚光を浴びるきっ
かけとなることを期待しています。

①ストレス科学、生命医科学分野の研究者
②国内の非営利研究機関に所属している研究者または博士後期課程の学生
③生年月日が1983年4月2日以降の者
④所属する部署の長等の推薦を受けている者
⑤２０２０年度本助成金の助成対象者でない者

・ストレス科学
　　募集テーマ：ウィズ/ポストコロナのストレスマネジメント
　　キーワード：エッセンシャルワーカー、ライフスタイル、社会格差、対処
・生命医科学
　　募集テーマ：環境と健康
　　キーワード：母子の健康、感染、疾病予防、エイジング、遺伝子調節

ストレス科学：50万円
生命医科学：100万

食の科学、アジア地域
募集終了

2022年10月31日（月）
公益財団法人
三島海雲記念財団

2022年度第Ⅱ期
三島海雲記念財団
学術活動支援

本財団では、自然科学、人文科学に関する研究を援助奨励する活動の一環として、比較
的小規模な学術集会等への支援を行う、学術活動支援事業を行っております。

学術活動の責任者又は主催者

(1)自然科学部門
　　　食の科学に関する学術研究

(2)人文科学部門
　　　アジア地域を対象とし、哲学、史学、文学を中心とする人文社会科学分野
における学術研究（ただし、日本を中心とする研究は除く）

・国内で開催される海外からの参加者を含む国際的な上記学術活動で、ク
ローズドな活動でなく外部／新たな参加者を認めるもの

1件当たり上限50万円程度
（総額200万円程度）

国内の大学および短期大学、専修学校、国・地方公共団体の設置する研究所、独立
行政法人の研究機関等で学術研究を行っている研究者等(大学院生含む)、またはこ
れに付随する研究を行っている個人の研究者等とする。

一般社団法人
Jミルク内
「牛乳乳製品健康科
学会議」事務局

この度『乳の学術連合』では、牛乳乳製品の価値向上に繋がるとともに乳を通じて社会に
貢献するための多種多様な情報を広く収集・発信することを目的に、「2022年度『乳の学
術連合』学術研究」として、一般社団法人Ｊミルクと共同で、構成組織である「牛乳乳製品
健康科学会議」「乳の社会文化ネットワーク」「牛乳食育研究会」の各分野に係る学術研究
を公募いたします。

募集終了

電子申請：
2023年3月6日(月)～

4月7日(金)

書類提出：
2023年3月6日(月)～

4月12日(水)必着

国際化にともなう法律、社会、文化等の諸問題に関する研究

エレクトロニクスを中心とする自然科学の研究、及び国際化にともなう法律、経済、社会、
文化等の諸問題に関する人文・社会科学の研究に対する助成等を通じて、わが国の学術
及び文化の向上発展に寄与することを目的とする。（定款第3条）

公益財団法人
村田学術振興財団

https://corporate.murata.com/ja-jp/group/zaidan/requirement
https://www.nipr.ac.jp/arcs2/info/essential1-2023/
https://www.nipr.ac.jp/arcs2/info/essential1-2023/
https://www.nipr.ac.jp/arcs2/info/essential1-2023/
https://www.nipr.ac.jp/arcs2/info/essential1-2023/
https://m-alliance.j-milk.jp/koubo/2023/2023_kenko.html
https://m-alliance.j-milk.jp/koubo/2023/2023_kenko.html
https://m-alliance.j-milk.jp/koubo/2023/2023_kenko.html
https://m-alliance.j-milk.jp/koubo/2023/2023_kenko.html
https://m-alliance.j-milk.jp/koubo/2023/2023_shakai.html
https://m-alliance.j-milk.jp/koubo/2023/2023_shakai.html
https://m-alliance.j-milk.jp/koubo/2023/2023_shakai.html
https://m-alliance.j-milk.jp/koubo/2023/2023_shakai.html
https://m-alliance.j-milk.jp/koubo/2023/2023_shokuiku.html
https://m-alliance.j-milk.jp/koubo/2023/2023_shokuiku.html
https://m-alliance.j-milk.jp/koubo/2023/2023_shokuiku.html
https://m-alliance.j-milk.jp/koubo/2023/2023_shokuiku.html
https://moritani-scholarship.or.jp/
https://moritani-scholarship.or.jp/
https://moritani-scholarship.or.jp/
https://www.phrf.jp/aboutus/gaiyou_jyosei_oubo
https://www.phrf.jp/aboutus/gaiyou_jyosei_oubo
https://www.phrf.jp/aboutus/gaiyou_jyosei_oubo
https://www.mishima-kaiun.or.jp/support/
https://www.mishima-kaiun.or.jp/support/
https://www.mishima-kaiun.or.jp/support/


キーワード 応募締切 団体名 助成金等名称 趣旨等 応募資格等 研究対象分野 助成金額

学際的、国際共同研
究、グループ

2023（令和5）年度
国際学術共同研究助成

国際的に優れた研究を、国際共同研究として推進するもの（国際研究集会、シンポジウ
ム、セミナー、学会、講演会等の会議の開催及び参加を除く。）に対して助成を行う。

我が国の大学（含、大学院大学）・大学共同利用機関の研究者及び海外の大学・研
究機関等の研究者からなる共同研究グループとする。申し込みは研究代表者（我が
国の常勤研究者）が行う。（注）共同研究者に海外の大学・研究機関等の研究者が含
まれていないものは対象とならない。

対象分野は、特に限定しないが、学際的な組織で行われる研究が望ましい。
1件につき500万円以内

（採用予定件数：3件）

アジア地域（中近東、シ
ベリア等含む）、グルー
プ

2023（令和5）年度
アジア地域重点学術研究助成

我が国及びアジア地域の大学・研究機関等の研究者からなる、アジア地域に関する学術
の共同研究（国際研究集会、シンポジウム、セミナー、学会、講演会等の会議の開催及び
参加を除く。）に対して助成を行う。

我が国の大学（含、大学院大学）・大学共同利用機関の研究者及びアジア地域の大
学・研究機関等の研究者からなる共同研究グループとする。申し込みは研究代表者
（我が国の常勤研究者）が行う。（注）共同研究者にアジア地域の大学・研究機関等
の研究者が含まれていないものは対象とならない。

対象分野は、アジア地域（中近東、シベリア等を含む。）に関するものであれば
特に限定しない。（注）研究の対象がアジア地域に関するものではないものは、
助成の対象とならない。

1件につき150万円以内

（採用予定件数：21件）

自殺対策

募集終了
2022年9月5日（月）～
2022年10月11日（火）

17：30まで

厚生労働大臣指定法
人・一般社団法人
いのち支える自殺対
策推進センター

令和4年度
革新的自殺研究推進プログラム

革新的自殺研究推進プログラム（以下、「本プログラム」という。）は、自殺が多様かつ複
合的な原因及び背景を有することに鑑み、保健医療のみならず他部門との連携の在り方
を含めた科学的根拠に基づく自殺総合対策を強力に推進するための研究プログラムで
す。
　本プログラムの目的は、自殺対策の実践的な研究（政策研究）を行い、自殺総合対策の
推進に資するデータ及び科学的根拠を収集することです。換言すれば、自殺対策の現場
（最前線）の取組が研究の対象となり、研究で得られたエビデンス等が政策の根拠となっ
て、実現された政策が自殺対策の現場の取組を更に後押しするような、自殺対策の「現
場」と「研究」と「政策」の連動性を高めるための、革新的な自殺対策研究の推進を目的と
しています。

詳細はHP参照

1.子ども・若者に対する自殺対策
2.自殺ハイリスク群の実態分析とアプローチ
3.自殺報道・インターネット情報の影響と対策のあり方
4.自殺対策のDX化の可能性
5.ポストコロナに向けた自殺対策など
特別枠：若手研究枠（自殺対策に関するテーマ）

1課題年度当たり
200万～800万円

沖縄を対象とする研
究、50歳以下

募集終了
2022年7月15日(金)～

9月30日(金)
(当日消印有効）

公益財団法人
沖縄協会

第44回
沖縄研究奨励賞

沖縄研究奨励賞（奨励賞）は、当協会の設立目的にある「沖縄の振興施策への積極的な
協力」に関連し、これを推進する事業として、沖縄の地域振興に貢献する人材を発掘し育
成することを目指して、昭和54年7月に設置されました。

学協会・研究機関若しくは実績のある研究者から推薦を受けた50歳以下の者で、
2022年7月15日現在で50歳以下の者

沖縄を対象とした将来性豊かな優れた研究（自然科学、人文科学、社会科学）
本賞並びに副賞として
研究助成金50万円

子育て環境づくり、実
践、表彰

第16回
「未来を強くする子育てプロジェク
ト」

○子育て支援活動の表彰
（スミセイ未来大賞、スミセイ未来
賞）

より良い子育て環境づくりに取り組む個人・団体を募集します。各地域の参考になる特徴
的な子育て支援活動を社会に広く紹介し、他地域への普及を促すことで、子育て環境を
整備し、子育て不安を払拭することを目的としています。

より良い子育て環境づくりに資する活動を行い、成果を上げている個人・団体（規模
は問いませんが、次の要件を満たすことが必要）を対象とします。

①子育て支援に資する諸活動を継続的に行っていること。
②活動内容が社会に認められ、ロールモデルとなりうるものであること。
③活動の公表を了承していただける個人・団体であること。
④日本国内で活動している個人・団体であること。
⑤受賞時に、団体名・連絡先、代表者等の氏名（本名）、活動の写真、活動内容等
を、新聞・雑誌、インターネット等での公表にご協力いただける方。マスコミなどから
の取材にご協力いただける方。

地域において子育て環境づくりに取り組む団体や個人を表彰します。

◎文部科学大臣賞／表彰状
※スミセイ未来大賞の1組に授

与
◎厚生労働大臣賞／表彰状

※スミセイ未来大賞の1組に授
与

◎スミセイ未来大賞／表彰盾、
副賞100万円
※2組程度

◎スミセイ未来賞／表彰盾、副
賞50万円

※10組程度

育児をする女性研究
者、人文・社会科学分
野

第16回
「未来を強くする子育てプロジェク
ト」

〇女性研究者への支援
（スミセイ女性研究者奨励賞）

育児のため研究の継続が困難となっている女性研究者および、育児を行いながら研究を
続けている女性研究者が、研究環境や生活環境を維持・継続するための助成金を支給し
ます。人文・社会科学分野における萌芽的な研究の発展に期待する助成です。

現在、育児のため研究の継続が困難な女性研究者および、子育てをしながら研究を
続けている女性研究者を対象とし、次の要件を満たす方の中から決定します。
①人文・社会科学分野の領域で、有意義な研究テーマを持っていること。
②原則として、応募時点で未就学児（小学校就学前の幼児）の育児を行っているこ
と。
③原則として、修士課程資格取得者または、博士課程在籍・資格取得者であること。
④2名以上の推薦者がいること（うち1名は、従事した、または従事する大学・研究所
等の指導教官または所属長であることが必須）。
⑤現在、大学・研究所等に在籍しているか、その意向があること。
⑥支援を受ける年度に、他の顕彰制度、助成制度で個人を対象とした研究助成を受
けていないこと（科研費・育児休業給付などは受給していても応募いただけます）。
⑦受賞時に、氏名（本名）やご家族との写真、研究内容等を、新聞・雑誌、インター
ネット等での公表にご協力いただける方。また、マスコミなどからの取材にご協力い
ただける方。
※この事業では、過去の実績ではなく、子育てをしながら研究者として成長していく
方を支援したいと考えています。そのため、研究内容のみで判断することはありませ
ん。
※国籍は問いませんが、応募資料等への記載は日本語に限ります。

子育てと人文・社会科学分野の研究活動の両立に努力されている女性研究者
を支援します。

助成金として1年間に100万円
（上限）を2年間まで支給

※10名程度

自然と人間の共生

募集終了
2022年8月1日（月）～

9月9日（金）
（当日消印有効）

公益財団法人
国際花と緑の博覧会
記念協会

令和5年度（2023年度）
花博記念協会助成金

公益財団法人国際花と緑の博覧会記念協会は、1990年（平成2年）に開催された国際花
と緑の博覧会の「自然と人間の共生」という理念の継承、発展につながる調査研究や活
動・行催事を支援し、潤いのある豊かな社会の創造に寄与することを目的として、助成事
業の公募を行っています。

事業区分
　（１）調査研究
　（２）活動・行催事
応募資格者
　（１）公益法人（財団法人、社団法人）
　（２）特定非営利活動法人（NPO）
　（３）人格なき社団のうち非収益団体で代用者の定めがあるもの
　　　　（研究グループ、実行委員会、活動クラブ、友の会、ボランティア団体など）

国際花と緑の博覧会の「自然と人間の共生」という理念の継承、発展または普
及啓発に資する事業であって、生命の象徴としての「花と緑」に関連する広範
な分野において、科学技術、文化の発展、交流及び災害復興に寄与するもの
を対象としています。

調査研究：
1件あたり100万円以内

活動・行催事：
1件当たり50万円以内

募集終了
2022年9月1日（木）～

10月31日（月）

公益財団法人
平和中島財団

募集終了
2022年7月12日（月）～

9月10日（金）必着

「未来を強くする子育
てプロジェクト」事務局
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倫理、おおむね45歳ま
での若手、女性研究者

募集終了
2021年7月1日（金）～

9月15日（木）必着

公益財団法人
上廣倫理財団

令和4年度
上廣倫理財団研究助成

本助成では、人間の「生命」や「生き方」、社会における「共生」に関して哲学、倫理学、教
育学、心理学等、様々な分野 で学術的な研究に取組まれている若手研究者の育成を目
指しています。 博士課程に在籍もしくは修了しながらも、大学・研究所等の正規の職位を
得られず、学術振興会の公的助成を受けていな い研究費取得の必要性が高い若手の研
究者、また、女性研究者の積極的なご応募を期待しています。

(1) 日本国内外の大学・学校及びその附置研究所等の教育機関に在籍し、在籍する
機関より応募の承認を得ていること
 ※ ただし博士課程に在籍もしくは満期退学及び修了し、指導教官の推薦状を提出
可能な方は、所属に関係なく応募可能といたします。
 （推薦状は当財団ホームページhttp://www.rinri.or.jpより書式をダウンロードして下
さい）
（2） 概ね45歳までの研究者
（3） 学術振興会の助成等の公的助成を助成期間中・同じ研究で受けていないこと
（4） 国籍は問いませんが、応募は日本語に限ります

（１） 人間の「生命」や「生き方」、社会における「共生」に関する哲学、倫理学、
教育学、心理学等、人文社会科学分野からの研究
（２） 現代の倫理的課題に関する実態研究及び調査
（３） 学校における倫理教育・道徳教育に関する研究

60万円（上限）

※次年度の継続助成も可能
（要再審査）

ヨーロッパでの研究
募集終了

2022年9月15日(木)
キャノンヨーロッパ財
団

欧州・日本研究奨学金
The objective of the Canon Foundation in Europe is the promotion of science, culture,
know-how and mutual understanding between Europe and Japan.

Canon Foundation Fellowships are for a minimum period of three months up to
maximum of one year.

We support all fields of research. There are nolimitations or restrictions.
Applicants do not have to be currently enrolled or employed at the time of
applying.

全分野 年間22,500～27,500ユーロ

情報科学、経営科学、
留学奨学金

募集終了
2022年8月1日（月）～

8月19日（金） 17時必着

公益財団法人
中島記念国際交流財
団

令和5年度（2023年度）
(公財)中島記念国際交流財団

日本人海外留学奨学生

海外の大学院に留学する日本人(学生)に対する奨学援助を通じて、今後の世界にとり必
要性の高い分野において人材の育成を図ることを目的とします。

日本に在住する令和5年4月1日現在30歳以下の者で、令和5年度中（2023年
4月1日から2024年3月31日までに入学）に留学開始し、かつ、次のいずれにも
該当する者であることとします。

(1)海外の大学（又はこれに準ずる機関）の修士号又は博士号を取得するために留学
する者
(2)学業、人物ともに優秀であって、健康である者
(3)外国語能力について、留学先での教育研究に支障のない者
(4)国際理解及び我が国と諸外国との友好、親善に寄与できる者

注1日本に永住を許可されている外国人は、応募できます。
（「在留カード」又は「特別永住者証明書」のコピーを1部提出してください。）
注2応募時に留学等で海外に在住している者（国内在住であっても、海外の大学等に
学籍を有する者を含む）及び応募時以降留学開始以前に海外に在住することが予定
されている者は、応募できません。

(1) 情報科学 (2) 生命科学 (3) 経営科学

(1) 奨学金 月額 20 万円
(2) 支度金 50 万円（往路渡航

費分含む）
(3) 復路航空賃 留学終了後の

帰国時 1 回分
(4) 授業料 留学当初の 2 年間
に限り、年間 300 万円以内を

支給します。
(ただし、実際に負担する場合

のみ。)

若手研究者、医療経
済、医療・介護政策

募集終了
2022年6月24日（金）

（必着）

一般財団法人 医療経
済研究・社会保険福
祉協会
医療経済研究機構
研究助成事務局

2022年度（第26回）
医療経済研究機構

研究助成　若手研究者育成研究
助成

医療経済及び医療・介護政策分野において医療経済研究の発展を目指すとともに、若手
研究者層の裾野を広げるために研究助成を行い、もってわが国における医療・介護政策
の発展に寄与することを目的とします。

当該研究助成の応募対象者は、上記の分野に関する科学的実証的研究を志向する
個人又はグループとし、 かつ、主たる研究者が 2022年 4 月 1 日現在で、下記の
(1)、(2)のいずれかに該当する方のみとします。

（１） 大学院生(修士課程又は博士課程在籍者、及び専門職学位課程在籍者)
（２） 40 歳以下で、国内研究機関に常勤で勤務する研究者

※過去に当機構の助成を受けた方は、主たる研究者として当該助成に応募が出来
ません。
※選考に際して、身分を確認させていただく場合があります。
※研究計画書の内容によっては、利益相反（COI）に関する申告書の提出をお願いす
る場合があります。

研究対象となる課題を以下の 5 つの中から 1 つお選びください。
① 医療保険及び介護保険に関する政策的研究
② 診療報酬及び介護報酬に関する政策的研究（①を除く）
③ 費用便益分析・費用効用分析・費用効果分析等を用いた政策的研究
④ 医療・介護産業に関する政策的研究
⑤ 医療・介護の提供体制に関する政策的研究
 ※大規模データベース（NDB 等）のみならず、自ら一次データを収集して行う
研究や公的統計
データを用いた研究も推奨します。

１件当たり概ね 50 万円
～100 万円を予定

ヘルスリサーチ、QLO、
社会科学

募集終了
2022年4月1日（金）～

6月30日（木）

公益財団法人
ファイザーヘルスリ
サーチ振興財団

2022年度 第31回
ヘルスリサーチ研究に関する研究
助成

ヘルスリサーチとは、一人ひとりのクオリティー・オブ・ライフ(QOL)の向上を目的として、自
然科学（医学、薬学、健康科学等）や社会科学（法学、経済学、社会学等）の成果を基に、
保健・医療の受け手の観点から、変化する社会のなかですべての人が最適なケアを享受
できるための仕組みを研究し、社会に提言する問題解決型の学問です。

各カテゴリーごとの募集要項参照

A.国際共同研究
B.国内共同研究（年齢制限なし）
C.国内共同研究（満39歳以下）

国内におけるヘルスリサーチ領域の問題解決型の共同研究であること。
＊各「募集要項」の「ヘルスリサーチ研究領域と例示」を参照のこと。

各カテゴリーごとの募集要項参
照

長寿社会
募集終了

2022年7月1日（金）
～7月29日（金）

公益財団法人
長寿科学振興財団

令和5年度
長寿科学研究者支援事業
長生きを喜べる長寿社会実現研
究支援

当財団は「長生きを喜べる長寿社会の実現～生きがいのある高齢者を増やす～」を主課
題として掲げ、その実現のために課題解決となる研究開発・社会実装を行い、政策提言に
向けた助成事業「長生きを喜べる長寿社会実現研究支援」（本事業）をすすめています。
本事業は主課題（研究対象分野参照）を実現するため、課題解決となる実用的な方法の
研究開発から本格的な社会実装を含めた一気通貫の課題解決型のプロジェクトを採択
し、支援します。

提案者であるプロジェクトリーダーは、国内の団体（大学、民間企業、地方自治体、
社団・財団法人、シンクタンク、NPO、団体等）に所属し、当該団体においてプロジェ
クトを実施するプロジェクトチームを組成し、責任者として全体の責務を負うことがで
きる者

・主課題
「長生きを喜べる長寿社会の実現～生きがいのある高齢者を増やす～」

キーワード
　①高齢者のQOL・生きがい・活力のエンパワメント
　②弱っても安心して活き活き過ごせるまちづくり
　③認知機能が低下しても個人の尊厳を尊重した普段の生活における様々な
意思決定支援
　④高齢者にやさしいテクノロジー・デジタル技術の開発・実装

プロジェクトの段階により
変動

（詳しくはHP参照）

情報通信に関する出版
助成

募集終了
2022年4月～
5月31日（火）

 公益財団法人
電気通信普及財団

2022年度
学術研究出版助成

電気通信普及財団では、情報通信の利用を促進し情報社会の進展に寄与するために行
われる学術研究成果の出版にかかる費用の助成を行います。

日本の大学等及び研究機関に所属する研究者の方、もしくは大学院生（博
士課程[後期]）とします。助成の申込者は単著の場合は著者本人、共著の場合は代
表者とします。
・助成対象とする出版形態
書籍の出版（単行本を想定）
① 紙媒体のみ
② 紙媒体と電子書籍版
③ 電子書籍のみ

学術研究出版助成の対象分野は以下のとおりとします。
① 情報通信に関する法律、経済、社会、文化等の人文学･社会科学分野
② 情報通信に関する技術分野
③ 情報通信に関する人文学･社会科学分野及び技術分野の両分野にわたる
研究

1件あたり最大 200 万円

（2022年度の総額は
600万円を予定）

http://www.rinri.or.jp/
http://www.rinri.or.jp/
http://www.canonfoundation.org/
http://www.nakajimafound.or.jp/koubo.html
http://www.nakajimafound.or.jp/koubo.html
http://www.nakajimafound.or.jp/koubo.html
http://www.nakajimafound.or.jp/koubo.html
https://www.health-research.or.jp/content/index.html
https://www.health-research.or.jp/content/index.html
https://www.health-research.or.jp/content/index.html
https://www.health-research.or.jp/content/index.html
https://www.health-research.or.jp/content/index.html
https://www.health-research.or.jp/content/index.html
https://www.health-research.or.jp/content/index.html
https://www.health-research.or.jp/content/index.html
https://www.tyojyu.or.jp/zaidan/about-jigyo/koueki1/new-shien-2.html
https://www.tyojyu.or.jp/zaidan/about-jigyo/koueki1/new-shien-2.html
https://www.tyojyu.or.jp/zaidan/about-jigyo/koueki1/new-shien-2.html
https://www.tyojyu.or.jp/zaidan/about-jigyo/koueki1/new-shien-2.html


キーワード 応募締切 団体名 助成金等名称 趣旨等 応募資格等 研究対象分野 助成金額

情報通信に関するシン
ポジウムの開催

募集終了
2022年4月～
5月31日（火）

 公益財団法人
電気通信普及財団

2022年度5月期
シンポジウム・セミナー等開催援
助

電気通信普及財団では、情報通信分野に関するシンポジウム・セミナー等の開催など情
報通信の普及・振興に貢献するイベントの実施について、援助を行っています。

(1)援助の対象
シンポジウム・セミナー等の開催援助については、下記の①、②に関するもので、新
たな活動に取り組まれるなど開催経費の一部の援助を必要とするものを対象としま
す。また、営利を目的として開催するものは対象としません。
①情報通信の研究、普及・振興に関して学術的に寄与する会議等（学術分野）

ん。複数回の援助申込については、間隔が空いていれば開催趣旨、企画内容により
対象とします。

②情報通信の普及、利活用の振興に社会的に寄与するシンポジウム・セミナー等
（社会貢献分野）

(2) 援助の対象期間
原則、2022年10月から2023年9月までに開催するもの

① 情報通信の研究、普及・振興に関して学術的に寄与する会議等（学術分
野）
・開催趣旨、企画内容が新しい取組を優先します。
・定期的に開催される会議に対して継続して援助することは、原則として行いま
せん。複数回の援助申込については、間隔が空いていれば開催趣旨、企画内
容により対象とします。
②情報通信の普及、利活用の振興に社会的に寄与するシンポジウム・セミ
ナー等（社会貢献分野）
・開催趣旨、企画内容が新しい取組を優先します。
・情報通信月間参加行事として行われるような講演会は除きます。

①②ともに
1 件当たり 100 万円以下
（採択件数：数件程度）

40歳以下、情報通信に
関する研究

募集終了
2022年4月～
5月31日（火）

公益財団法人
電気通信普及財団

2021年度
長期海外研究援助

援助対象：情報通信の普及、振興、発展に資するため、情報通信に関する研究（人文・社
会科学分野及び技術分野）を行う研究者が、海外で長期間、優れた研究活動を実施する
ための経費の一部を援助する。

原則、6ヶ月～1年以内（原則、2021年10月から2022年9月末までに派遣開始）

日本の大学等又は研究機関に所属する研究者の方（博士の学位を取得（又はこれに
相当する課程を修了）し、研究実績を有する、大学等の常勤の研究者）で、原則、40
歳以下の方。

若手研究者の方の研究活動に対して援助を行うようにしています。

情報通信に関する研究（人文・社会科学分野及び技術分野）

①滞在費の一部（原則、1日80
米ドルを限度）

②往復海外渡航費（エコノミー
クラス運賃）

情報通信に関する研究
募集終了

2021年4月～
5月31日（火）

公益財団法人
電気通信普及財団

2022年度
特別講義開設援助

情報通信の普及、振興、発展に資するため、大学又は大学院において、情報
通信に関する特別講義（人文・社会科学分野及び技術分野）を新たに開設する
ための経費を援助する。
原則、2023年度を初年度とする連続する3年間又は隔年での3年間を限度

日本の大学又は大学院の学部、研究科等の組織を代表する職位の方これまでに本
特別講義開催援助を受けている学部、研究科からの援助申込について、ご遠慮いた
だくことがあります

情報通信に関する特別講義（人文・社会科学分野及び技術分野）
各年度の特別講義開催の経費

（原則、100万円以下）

情報通信分野における
人材育成

募集終了
2022年4月～
5月31日（火）

公益財団法人
電気通信普及財団

2022年度
国際交流人材育成援助

情報社会の進展に伴い、インターネット、スマートフォン等情報通信の利活用が拡
大し、我が国と開発途上国との様々な交流が促進されている。これらを背景として
行われる、開発途上国における情報通信サービスの利活用、情報通信分野の人
材育成に貢献する我が国の大学や高等専門学校の活動プロジェクトを支援する。
 非営利活動を継続的、自立的な事業につなげるための初期事業支援を行う。

①情報通信分野における我が国と開発途上国との国際交流を促進する活動プ
ロジェクト
特に、情報通信分野における開発途上国の人材育成を促進する活動プロジ
ェクト
②情報通信分野における国際交流を通じて、我が国の情報通信分野における
人材育成を促進する活動プロジェクト
・1 件年間当たり 200 万円程度
・新しい活動プロジェクトの取組を優先します。
・援助期間は 1～3 年

情報通信分野
1 件年間当たり
200 万円程度

情報通信分野における
ネット社会課題対応

募集終了
2022年4月～
5月31日（火）

公益財団法人
電気通信普及財団

2022年度
ネット社会課題対応援助

 情報社会の進展に伴い、情報通信サービスやネットワークが広く利用される中
で、これらの情報通信の利用や情報通信の進展を背景として対応が求められる
社会的な課題に継続的に取り組む活動が増加している。
また、地域や社会の課題への対応に取り組むため、例えば、オープンデータを
活用するなど社会的な課題への対応に情報通信の利活用を適切に組み合わせ
ることにより、その取り組みを拡大し、効果を高めようとする活動も大切となってい
る。
これらの活動を支える基盤のひとつとして、社会的な課題への対応に情報通
信を活かすスキルを持つ人材の育成、活躍が大切となっている。
このような観点から、大学や高等専門学校がこのような非営利活動を継続
的、自立的な事業につなげるための初期事業支援を行う。

① 利用者の情報リテラシー、スキルの向上をはじめとする情報社会の進展に伴 い
生じている社会的な課題に取り組む大学や高等専門学校が実施する活動
プロジェクトに対する援助 ② 地域や社会の課題の解決に貢献するため、オープン
データを活用するなど情 報通信の利用を適切に組み合わせつつ、社会的な課題に
取り組む大学や高等専門学校の活動プロジェクトに対する援助
・1 件年間当たり 200 万円程度（①及び②合わせて 5 件程度）
・新しい活動プロジェクトの取組を優先します。
・援助期間は 1～3 年。
なお、援助対象活動プロジェクトの遂行を期するため、申込機関については３年
以上にわたる財務の健全性及び運営の安定性にかかる実績を有し、財務状況や
安定した運営体制を明示することを要件とします。

情報通信分野におけるネット社会課題対応
1 件年間当たり
200 万円程度

青少年の健全育成、国
際交流・協力

募集終了
2021年4月15日(金)～

6月15日(水)必着

公益財団法人
マツダ財団

第38回（2022年度）
マツダ財団研究助成

青少年健全育成関係

工業化社会、情報化社会の著しい進展による社会環境の変化は、国民の社会生活に多
様な影響を及ぼしています。中でも青少年の健全な心身の発達を阻む面のあることを認
めざるを得ません。マツダ財団では、青少年の健全な育成への支援を通して、心豊かに
生きることの出来る社会の実現を願い、そのためのすぐれた研究に対し、一助として費用
の一部もしくは全額を助成します。

日本国内の大学、NPO等に所属して、青少年健全育成に関する研究に従事し、その
研究の成果が、次代を担う青少年の健全育成に貢献するところが大きいと思われる
研究者または研究グループとします。研究代表者（申請者）は、助成申請にあたり、
所属機関の代表者（大学の場合は学科長・学部長等、NPOの場合は理事長等）の承
諾を得てください。特に若手研究者（概ね３５歳以下）の応募を歓迎します。ただし、
学部生・大学院生は研究代表者にはなれません（共同研究者は可能です）。 研究代
表者からの申請のみ受け付けます。

本財団の設立趣旨である「青少年の健全育成」に係る市民活動の活性化に役
立つ実践的な研究を対象とします。

(1)　助成対象研究分野：
　　①ボランティア育成
　　②若者の居場所づくり
　　③地域連帯、コミュニティづくり
　　④自然とのふれあい
　　⑤国際交流・協力
　　⑥科学体験･ものづくり

１件の上限：100万円
（総額400万円）

助成件数：5～6件

情報・通信分野　　
募集終了

2022年5月31日(火)必着
公益財団法人
大川情報通信基金

2022年度
大川賞

当財団では、情報・通信分野において貢献のあった方や優れた図書の表彰および研究に
対する助成など、国際的な公益活動を推進しています。
〈大川賞とは〉
情報通信分野における研究、技術開発および事業において顕著な社会的貢献をされた
方の労に報い、その功績を表彰すると共に、情報・通信分野のさらなる発展と啓蒙に寄与
することを目的とした国際賞です。

〈表彰対象〉
原則として日本人の研究者1名、海外の研究者1名の計2名を表彰します。
※受賞者は原則として個人とし、故人を含めません。

情報・通信分野
賞状ならびに副賞として金メダ

ル、賞金1000万円

https://www.taf.or.jp/grant-c/01/
https://www.taf.or.jp/grant-c/01/
https://www.taf.or.jp/grant-c/01/
https://www.taf.or.jp/grant-b/01/
https://www.taf.or.jp/grant-b/01/
https://www.taf.or.jp/grant-b/03/
https://www.taf.or.jp/grant-b/03/
https://www.taf.or.jp/grant-c/02/
https://www.taf.or.jp/grant-c/02/
https://www.taf.or.jp/grant-c/03/
https://www.taf.or.jp/grant-c/03/
https://mzaidan.mazda.co.jp/bosyu/human_serach/index.html
https://mzaidan.mazda.co.jp/bosyu/human_serach/index.html
https://mzaidan.mazda.co.jp/bosyu/human_serach/index.html
https://mzaidan.mazda.co.jp/bosyu/human_serach/index.html
http://okawa-foundation.or.jp/activities/prize/index.html
http://okawa-foundation.or.jp/activities/prize/index.html
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情報・通信分野　
募集終了

2022年5月31日(火)必着
公益財団法人
大川情報通信基金

2022年度
大川出版賞

当財団では、情報・通信分野において貢献のあった方や優れた図書の表彰および研究に
対する助成など、国際的な公益活動を推進しています。
〈大川出版賞とは〉
情報・通信分野に関する優れた図書について、これを表彰すると共に、情報・通信分野の
さらなる発展と啓蒙に寄与していこうとするものです。

〈表彰対象〉
2019年1月1日以降に発刊されたものから、2,3件程度の図書を表彰します。
※著者は原則として個人としますが、数名に限り共著も認めます。
※編著は原則として審査の対象外とさせていただきます。
※図書は原則として日本国内で発刊されたものとしますが、著者の国籍は問いませ
ん。

情報・通信分野
賞状ならびに副賞として銀メダ

ル、賞金100万円（対著者）
賞状及び賞牌（対出版社）

生態系・水環境
募集終了

2022年2月4日(金)～
4月5日(火)

一般社団法人
水源地環境センター

令和4年度
WEC応用生態研究助成

ダムに係わる応用生態工学分野の調査・研究の促進を図り、その研究成果を発表し、社
会へ還元するために研究助成を行います。

大学、高等専門学校等の学校、独立行政法人等の法人、地方公共団体、公益法人、
民間企業、ＮＰＯ法人及びこれらに付属する機関に所属する研究者(学生を含む)で、
本助成に基づく研究の遂行能力を有する研究者を対象とします。同等の成果が期待
される複数の応募がある場合には、本制度に基づく助成を過去に受けていない研究
者からの応募を優先して採択します。また、採択履歴の面で差異が無い場合には、
より若い研究者からの応募を優先して採択します。
所属する法人組織において本研究助成に基づく研究費の受入・執行が可能であるこ
とについては、応募前に各自ご確認下さい。受入・執行が可能でない研究者は、助成
の対象にはなりません。

ダムに係わる応用生態工学の課題に適応した研究に対して助成します。助成
の対象は、具体的な達成目標をもち、今後の発展が期待できるテーマのうち研
究の実施が確実に見込まれ、成果の活用イメージが明確な研究とします。令
和４年度募集課題は、「ダム貯水池に係わる生態系・水環境（上下流・周辺を
含む。）に関する研究」、研究分野としては「生態学、工学、及びそれらの境界
領域である応用生態工学」とします。なお、審査に当たっては、単なるダム貯
水池を場とした生態学や工学の研究ではなく、ダム貯水池及びそれに関連す
る河川の管理に有効な科学的知見をもたらす新しい視点の研究、ダムの環境
問題の解決に直結する研究を重要視しますので、ご留意願います。

研究1件につき
年度100万円以内

ドイツでの研究、50歳
未満

募集終了
2022年1月17日（月）

（必着）

ドイツ学術交流会
（DAAD）

2022年度
フィリップ・フランツ・フォン・シーボ
ルト賞

アレクサンダー・フォン・フンボルト財団および駐日ドイツ連邦共和国大使館は次のとおり
2022年度のフィリップ・フランツ・フォン・シーボルト賞候補者を募集しています。

本賞は2022年度もこれまで同様、日本とドイツ連邦共和国における文化および社会のよ
りよい相互理解に特別に貢献し、学問上すぐれた業績をあげている日本の研究者に授与
されます。なお、本賞は例年アレクサンダー・フォン・フンボルト財団年次大会の際にドイ
ツ連邦共和国大統領より授与されますが、2021年はコロナウイルスの影響により、2020
年に引き続き東京のドイツ大使館で式典が行われました。

学問上すぐれた業績をあげている日本人研究者。年齢は50歳未満であることが望ま
しく、できるだけ十分なドイツ語知識のある者とする。推薦の時点において5年以上前
から生活と仕事の主な拠点を日本においていること、かつ、受賞時にドイツにおいて
無期雇用契約を結んでいないことが条件となる。

全分野 賞金5万ユーロ

生涯学習
募集終了

2021年9月1日（水）～
2022年1月13日（木）

一般財団法人
生涯学習開発財団

2021（令和3）年度
助成金・奨学金

生涯学習開発財団では平成18年度（2006)から、より一層の生涯学習の推進を図るため、
その研究活動に対して資金援助を実施しています。大学や企業の活動には一括支給の
助成金を設置し、個人の方の活動には奨学金制度を設けています。

①当財団が該当研究・調査と認めた大学、研究機関、企業、団体および個人

②社会人、学生（留学生含む）等個人

【調査、研究に対する助成】
・生涯学習の開発または推進等に関する調査、研究であり、その具体的成果
が期待されるもの。
・独自の発想をもとに研究したもの。

①一件につき30万円以上

②原則として、30万円以上
50万円以内

懸賞論文、法律、35歳
以下

募集終了
2021年1月11日（火）

（必着）

第63回
懸賞論文（法律の部）

応募は個人に限るものとし、共同執筆は受け付けない。
(1)学生…大学の学部学生
(2)社会人
(3)研究者等…法律、政治、経済系の大学院生（法科大学院生を含む）、助手、助
教、司法研修所の研修生、法曹など法律を研究する方（大学講師以上は除く）

年齢制限…35歳以下（2021年9月末現在、即ち1985年10月1日以降生まれの方）

論題（下記のうち1題を選定のこと）
・「親子とは何か」（民法）
・「感染症と私法」（民商共通）
・「株主総会」（商法）
・「自由論題」（民法・商法、応募資格：学生限定）

1等50万円（1名）
2等30万円（1名）
3等15万円（1名）

佳作7万円（2名以内）

懸賞論文、経済、35歳
以下

募集終了
2021年1月11日（火）

（必着）

第63回
懸賞論文（経済の部）

2名以内の共同執筆も可とする。
(1)学生…大学の学部学生
(2)社会人および大学院生

年齢制限…35歳以下（2021年9月末現在、即ち1985年10月1日以降生まれの方）

論題（下記のうち1題を選定のこと）
・「日本経済のデジタル化と生産性」
・「超低金利の長期化と試算価格」
・「グローバルなサプライチェーン再構築と世界経済」

1等50万円（1名）
2等30万円（1名）
3等15万円（1名）

佳作7万円（2名以内）

満40歳未満の若手研
究者、都内の大学在
籍、人文科学

募集終了
2021年12月24日（金）

当日消印有効

一般財団法人
守谷育英会

2021年度
一般財団法人守谷育英会
研究助成

　当育英会の研究助成の趣旨・目的は、その研究成果が直接経済効果の対象とならない
基礎科学分野に属する研究に対し、特に助成することを考えております。
　　従って、公的機関、大企業等で行っている先端技術の開発や大規模な研究を対象と
するものではありません。
　　また、「研究助成金」という名称を付けておりますが、育英奨学金が学生の修学を支援
することを目的としていると同様に、研究助成金は交付対象者が異なるだけで、研究者の
研究を支援することを目的としております。従いまして、本助成金の使途として、研究者の
方の所属する組織の研究支援経費、間接経費、一般管理費並びにオーバーヘッド等に
使用することは認めておりませんのでご理解下さい。

助成金候補者は、次の条件を具備する個人とします。
　（学部生、大学院生及び研究生は対象外）

①東京都内の大学もしくは研究機関に在籍、または東京都内に居住し大学もしくは
研究機関に在籍して、基礎的分野の学術研究に従事する個人であること。

②申請者の助成金交付の開始時の年齢が、原則として満４０歳未満であること。

（１）自然科学、特に動植物に関する基礎研究
　
（２）工学における基礎研究

（３）社会、環境、福祉等に関する基礎研究

（４）人文科学における基礎研究

年間120万円（標準限度額）
（交付期間は最大4年程度）

（年間助成件数：5～10件）

当財団は、元日本興業銀行総裁　故河上弘一氏を記念して、1957年に「河上記念財団」
として設立され、2013年4月に公益財団法人に移行いたしました。当財団は、青年層に対
する学術研究の奨励を目的とし、研究助成金の交付、懸賞論文の募集などの事業を行っ
ています。

公益財団法人
みずほ学術振興財団

http://okawa-foundation.or.jp/activities/publications_prize/index.html
http://okawa-foundation.or.jp/activities/publications_prize/index.html
http://www.wec.or.jp/support/season/index.html
http://www.wec.or.jp/support/season/index.html
https://www.daad.jp/ja/2021/09/28/sieboldpreis2022/
https://www.daad.jp/ja/2021/09/28/sieboldpreis2022/
https://www.daad.jp/ja/2021/09/28/sieboldpreis2022/
https://www.gllc.or.jp/project/grant/index.html
https://www.gllc.or.jp/project/grant/index.html
https://www.mizuho-fg.co.jp/csr/local/foundation/promotion.html
https://www.mizuho-fg.co.jp/csr/local/foundation/promotion.html
https://www.mizuho-fg.co.jp/csr/local/foundation/promotion.html
https://www.mizuho-fg.co.jp/csr/local/foundation/promotion.html
https://moritani-scholarship.or.jp/
https://moritani-scholarship.or.jp/
https://moritani-scholarship.or.jp/
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50歳以上、博士号取得
募集終了

2021年12月10日（金）
（必着）

一般財団法人
生涯学習開発財団

2021（令和3）年度
博士号取得支援事業

生涯学習開発財団は、「人間は感動する心を失わず、何ごとかを学び続ける限り、年齢に
とらわれない生き方をすることができる」という理念のもと1983年に設立されました。
平均寿命が延びる今、定年後も学習を継続し、社会へ貢献し続ける中高年の存在は、日
本社会にとって大きな支えとなります。
財団では、現在博士号の取得を目指す50歳以上の方々を対象に、2011年度から支援事
業を行っております。この取り組みを通して、来るべき高齢化社会の生涯学習を促進し、
よりよい社会作りに貢献することを目指しています。

本事業は、国籍や性別を問わず、また、研究領域は文系・理系を問いません。独創的で
社会的な意義のある研究を行い、博士論文を執筆中あるいは提出が予定されているすべ
ての方に門戸は開かれています。皆様からの積極的なご応募をお待ちしております。

以下の条件を満たす者

1.50歳以上（性別、国籍、所属を問わない）
2.日本国内に在住している者
3.博士課程（博士後期課程を含む）に在籍するか、論文博士号の取得をめざし、かつ
実行性の高い研究計画書を作成した者、もしくは博士論文の一部分をすでに作成し
た者
4.日本国内の大学で博士号を取得予定の者
5.当財団のホームページ及び情報誌にて、氏名・年齢・研究タイトル・写真の公開を
了承する者

全分野 一人あたり50万円

社会科学分野、グロー
バルな課題、日米共同

募集終了
2021年12月1日（水）

18時（必着）

国際交流基金日米セ
ンター

2022年度
国際交流基金日米センター　日米
グローバル・パートナーシップ強化
助成

日米センターでは設立30周年を機に、これまでの実績と経験を活かしながら、コロナ禍・
コロナ後の国際社会への貢献を目指し、令和４年（2022）度からの新たな事業方針とし
て、以下の3つのテーマ領域を設定しました。
日米センターでは、これらのうちの1つもしくは複数に該当するプロジェクトへの公募助成
事業として、「日米グローバル・パートナーシップ強化助成」を令和4年（2022年）度より開
始します。

日米いずれかの国にある、営利を目的としない団体

※日本からの申請の場合は、助成対象とならない団体（国立大学や政府機関等）が
ありますので、詳細を申請要領（3ページ）でご確認ください。
※米国からの申請の場合は、米国内国歳入法（IRS）の501(c)(3)に定められた資格を
有する必要があります。

（1）レジリエントな社会の構築
自然災害、パンデミック、環境汚染などグローバルな脅威を克服する試み
例：防災、災害復興、パンデミック・感染症対策、公衆衛生、経済復興、環境問
題、コミュニティづくりなど

（2）社会的包摂の実現
豊かで活力のある社会の発展に向けた取り組み、分断を解消する取り組み
例：地方活性化、都市問題、少子高齢化、女性の活躍、子供・家族、メンタルヘ
ルス、アートと社会など

（3）科学技術で豊かな社会の実現
科学技術の進展による文化的・社会的な需要をより深く理解し、活かしていく
取り組み
例：AI（人工知能）、ロボット、生命倫理、ニューメディア、新しいコミュニケーショ
ン、生き方・働き方、教育など

プロジェクトにより変わる

食文化、生活文化

2022年度
学術研究助成

① 食・生活部門

① 食・生活部門

・生活科学分野の中でも主として、食品や食料素材中に含まれる各種成分に
関する基礎的・応用的研究
・食の機能性・安全性・おいしさに関する解析・評価技術など、健康増進や生活
の改善に役立つことが期待される新規性の高い食に関する研究や調査
・様々な自然環境の中で積み重ねられた、その国その地域ならではの「食文化
分野」に関わる、科学的・実証的研究とその背景にある生活文化を世界的視野
に立ち本質に着目した学術的研究

環境問題、サステナビ
リティ

2022年度
学術研究助成

② 環境・サステナビリティ部門

② 環境・サステナビリティ部門

・持続可能な社会の実現を目指し、自然の恵みを次世代につなぐことを目的と
した独自技術の研究、特に温室効果ガス削減に向けた新技術の開発などの取
組み、環境負荷を低減させるだけでなくプラスとなるような好循環を生み出す
ことを目指した取組み等の研究
・大気圏、水圏、地圏、生物圏および人間圏を包含する地球環境における変化
のメカニズムを解明することにより、その予測精度を高めるとともに、持続可能
な人間活動のあり方に関する斬新な研究
・複合的な環境問題に対して、持続可能社会のビジョンを拓くための理論的・
実証的研究、または、その実現のための実践・実証研究。および経済学、法
学、社会学等の他分野から着目した環境関連研究

人工知能

募集終了
2021年11月1日(月)～

11月30日(火)
（必着）

公益財団法人
中部科学技術セン
ター

第32回 令和3年度
人工知能研究助成

公益財団法人中部科学技術センターは、民間が担う公益財団法人として、科学技術振興
に関する諸事業を総合的かつ効果的に推進し、主に中部地域の産業発展に寄与し、もっ
てわが国の科学技術水準の向上を図ることを目的に、「科学技術に関する普及啓発事
業」と「地域産業振興事業」を車の両輪として積極的なあ事業発展を図っております。

この度、当センターは、公益財団法人人工知能研究振興財団の解散に伴い、同財団の事
業を引き継ぐこととなり、人口知のに関する研究の振興を図り、産業技術の高度化及びわ
が国経済の健全な発展に寄与することを目的に、人工知能の研究に対する助成、人工知
能に関する講演会等を行うこととなりました。

その事業の一つとして、今年度も、企業、教育・研究機関、その他団体の研究者及び研究
グループ等において行われる「人工知能の調査・研究・開発に対する助成」を行います。
なお、企業以外の研究者の応募につきましては、「産業界との共同研究」を重点的に支援
することといたしますので、積極的にご提案をいただきますようお待ちしております。

人工知能の高度化に関する研究を行う、企業、教育・研究機関、その他の研究組織
の研究グループ、個人が対象となります。

人工知能及び関連技術分野（人工知能を活用した情報処理技術、情報通信技
術等）の高度化に関する調査、研究及び開発であって、次の各号に掲げるもの
とします。

①産業・環境分野における技術高度化並びに生産性改善のための人工知能
及びその利用技術に関する研究
②医療・介護・教育・経済・法律等の知的支援に関する研究
③画像・音声理解、ヒューマンインターフェイス、エンターテイメント、感性情報
処理の高度化に関する研究
④ロボットの感覚・運動・思考・知能・感情・インタラクション等に関する研究
⑤インターネット・IoT・モバイルシステムの知的で安全な利用法に関する研究
⑥その他、人工知能の基礎及びその利用技術等に関する研究

1テーマにつき100万円
（限度額）

1件あたり上限100万円

●　応募する研究者（グループの場合は代表者）が研究計画の推進に責任を持ち、
助成金の管理及び助成期間満了後の報告を確実に行なっていただけることを条件と
します。このため、申請書では推薦者（指導を仰いでいる先生、所属組織の長など）
を記載いただきます。

●　次の点についてお約束いただけることを条件とします。
・反社会的勢力とは一切関わりがない
・研究内容に反社会的な内容を含まない

●　研究内容に動物実験を実施しないことを条件とします。
＊アサヒグループはPETA（動物の倫理的扱いを求める人々の会：People for the
Ethical Treatment of Animals）およびJAVA（NPO法人動物実験の廃止を求める会）
からの要請に基づき、動物実験を実施しないことを宣言いたしました。
対象として研究委託や資金拠出も範囲に含まれているため、当財団の助成先も対象
となります。

●　研究者の所属が営利企業の場合は応募不可とします。

●　同一研究テーマによる複数部門への応募はできません。

●　直近３回（2021年度、2020年度、2019年度）連続して助成を受けられた方は申請
できません。

日本の大学・研究所等に所属する研究者、または学識があると認められる個人・グループ
で、主として食・生活・環境に関わる優れた成果が期待できる研究を助成対象とします。

公益財団法人
アサヒグループ学術
振興財団

募集終了
2020年11月1日（月）

10：00～
11月30日（火）17：00

https://www.gllc.or.jp/project/doctorate/index.html
https://www.gllc.or.jp/project/doctorate/index.html
http://www.jpf.go.jp/cgp/grant/index.html
http://www.jpf.go.jp/cgp/grant/index.html
http://www.jpf.go.jp/cgp/grant/index.html
http://www.jpf.go.jp/cgp/grant/index.html
http://www.asahigroup-foundation.com/academic/support/guides.html
http://www.asahigroup-foundation.com/academic/support/guides.html
http://www.asahigroup-foundation.com/academic/support/guides.html
http://www.asahigroup-foundation.com/academic/support/guides.html
http://www.cstc.or.jp/business/ai_research.php
http://www.cstc.or.jp/business/ai_research.php


キーワード 応募締切 団体名 助成金等名称 趣旨等 応募資格等 研究対象分野 助成金額

法学・政治学・経済学を
中心とする社会科学分
野

募集終了
2021年11月1日(月)～
11月30日(火)17:00

公益財団法人
野村財団

2022年度
研究助成

野村財団は、法学、政治学、経済学を中心とする社会科学に関する研究・教育活動・国際
交流および講演会などの開催に対する助成を行っています。

わが国の大学等において常勤の職に就き、法学・政治学・経済学を中心とする社会
科学分野の研究に従事する個人、または当該資格を有する者を研究代表者とする
グループとします。共同研究者の資格は特に制限しません。海外旅費・交通費が支
出の50％を超えないこととします。

法学・政治学・経済学を中心とする社会科学分野 1件当たり100万円（限度額）

日本の文化財維持・修
復

募集終了
2021年10月1日(金)～

11月30日(火)
（必着）

2021年度
文化財維持・修復事業助成

「心の豊かさ」を考えるとき、文化財は心豊かな生活の源となるとともに新たな文化の創造
の基礎となるものです。

また相互理解の基盤として自国及び他国の文化に対する認識を深め、相互の文化交流
の歴史を知るには、文化財に接することが きわめて有効な方法となります。

これらの点から、文化財を保存して、次の世代に継承していくことは、今の世代の責務と考
えます。しかしながら、現在わが国において文化財の維持･修復に充てられる費用は、必
ずしも十分とは言い難い状況にあります。

この助成は、文化財保護の一助として、日本国内にある文化財（美術工芸品＜絵画・彫
刻・工芸品・書跡・典籍・古文書・考古資料・歴史資料＞）の維持･修復事業を対象に、助
成を行うものです。

維持･修復を必要とする上記文化財の所有者（事情により管理者による申請も認める
ことがあります）。

なお、
① 営利を目的とする法人
② 営利目的あるいは私的鑑賞を目的に文化財を所有または管理する個人は、原則
対象外とします。

日本国内に所在する、芸術的、学術的に価値のある、後世に継承すべき美術
工芸品(絵画、彫刻、工芸品、書跡、典籍、古文書、歴史資料、考古資料)の維
持･修復事業。

ただし、祭礼等で使用される山車等の車体や車輪の修理は対象外。

総額7,000万円

助成件数の目処：40件程度

海外の文化財維持・修
復

募集終了
2021年10月1日(金)～

11月30日(火)
（必着）

2021年度
海外の文化財維持・修復事業助
成

文化は国の拠であり、心の豊かさを養う源です。文化財は、人類とその歴史が織りなす財
産であり、それぞれの国の国民の希望であり誇りであります。世界の人々がお互いの文化
財に接することで相互理解を深め、信頼関係の構築につながります。文化財を守り、それ
を次の世代に継承することは、今を生きる私たちの責務です。

しかし、諸外国においても、文化財の維持・修復には必ずしも十分に手が尽くされていると
いう状況にはありません。

この助成は、諸外国における文化財（美術工芸品及び遺跡）の維持・修復事業と維持・修
復に直接つながる事前調査を対象に助成を行い、人類共通の財産である文化財を後世
に伝える一助にしようとするものです。

維持･修復を必要とする上記文化財の所有者・管理者(注)またはそれら文化財の維
持･修復のための事前調査を実行する研究者

 （注）
 ①営利を目的とする法人
 ②営利目的あるいは私的鑑賞を目的に文化財を所有または管理する個人は、原則
対象外とします。

（１）海外に所在する、芸術的、学術的に価値のある、後世に継承すべき①美
術工芸品及び②遺跡の維持･修復事業

（２）上記の維持･修復のための事前調査（維持・修復に直接つながるもの）

総額3,500万円

助成件数の目処：15件程度

外国人材受入
募集終了

2021年9月6日（月）～
11月20日（土）23:59まで

 公益財団法人
トヨタ財団

2021年度 特定課題
外国人材の受け入れと日本社会

急速に促進されている外国人材の受け入れは、日本の社会・経済にとって長期・超長期
にわたる大きな変革であり、影響は極めて大きいといえます。そこで、トヨタ財団は、(1)外
国人材が能力を最大限発揮できる環境作り、(2)外国人材の情報へのアクセスにおける
格差の是正、(3)ケア・サポート体制を担う人材と既存資源の見直し、(4)高度人材の流入
促進、(5)日本企業の海外事業活動における知見・経験からの学びと教訓という5つの助
成分野を設定し、外国人受け入れの総合的な仕組み構築への寄与が期待できる調査・研
究・実践に対して助成する本プログラムを2019年度より開始しました。本年度も、引き続
き以下のとおり公募します。

(1) 設定した課題に対して、必要かつ適切な広がりをもつ分野・領域横断的なチーム
を形成すること。個人のみの応募は対象となりません。

(2) 応募者の年齢・所属・国籍は問いませんが、代表者の主たる居住地が日本であ
ること、及び代表者と連絡責任者については日本語で日常的なコミュニケーションが
とれること。応募書類の受付は日本語のみとなります。

(3) 適切な対象に向けた政策提言や公開シンポジウムの実施等による成果発信を
計画に組み込み、助成期間内に達成すること。

(4) 助成期間中は財団と連絡を密に取り、当財団が主/共催するシンポジウム等に
参加すること。

１．基本テーマ ｢外国人材の受け入れと日本社会｣

２．助成課題
(1) 外国人材が能力を最大限発揮できる環境作り
(2) 外国人材の情報へのアクセスにおける格差の是正
(3) ケア・サポート体制を担う人材と既存資源の見直し
(4) 高度人材の流入促進
(5) 日本企業の海外事業活動における知見・経験からの学びと教訓

*これらは相互に関連が深いため、複数の分野にまたがったプロジェクトも積極
的に助成を検討します。
*本プログラムは、調査・研究・実践のすべてを実施するプロジェクトへの助成
を主眼としていますが、分野(4)(5)に限り、調査・研究に主軸を置いたプロジェ
クトの応募も受け付け、選考対象とします。ただし、両分野においても、実践活
動が含まれるものを優先します。

1件あたり500万円〜
1,000万円程度

（総額：5,000万円）

国際共同研究、人文・
社会科学

募集終了
2021年7月1日（木）～

11月20日（土）

2022年度
国際共同研究援助

当財団の援助対象研究分野における、独創的、先駆的な国際共同研究を援助することに
より、我が国の学術の発展並びに学術の国際交流、国際的に活躍する研究者育成等に
寄与することを目的とします。

(1) 申請代表者は、日本の大学等の研究機関に所属する常勤の研究者であり、海外
の大学等の研究機関の研究者グループと共同で研究を行う研究者グループの
代表者とします。

(2) 応募に際しては、原則として国内の共同研究者グループ間、並びに海外の共同
研究者グループとの間で研究計画に関する基本的な合意がなされている必要があり
ます。

工学を含む自然科学、人文・社会科学、学際融合的な分野における下記の研
究領域が主な対象となります。

(1) 都市・居住環境の向上
(2) 国土・資源の有効利用
(3) 防災・危機管理の推進
(4) 文化・自然環境の保全

※ (1)～(4)に関連する社会システム、情報技術等先端技術に関するものを含
む

一研究課題への援助金は、継
続期間（2年目）を含めて合計

1,000 万円以内

国際研究集会、人文・
社会科学

募集終了
2021年7月1日（木）～

11月20日（土）

2022年度
国際研究集会援助

我が国で開催される中小規模の国際研究集会（シンポジウム、セミナー等を含む）に対し
て、外国人参加研究者の経費、滞在費、あるいは会議の報告書（プロシーディング等）等
の一部経費の援助を行います。

本募集では、2022 年 4 月 1 日から 2023 年 3 月 31 日までの間に開催される国
際研究集会が対象となります。

援助対象の国際研究集会は、我が国で開催される､学術的専門家・研究者の参加す
る国際会議で、原則として比較的中小規模＊であり、当該会議のために組織され運
営全般に責任を有する組織委員会又は実行委員会等が主催するものとします。

大学･学会等常設の機関･団体が主催者である会議は原則として対象外です。
*全体の参加人数が概ね 1,000 人を超えず、予算規模が概ね 5,000 万円を超えな
い程度の規模

工学を含む自然科学及び人文・社会科学分野全般

原則として1件50万円

（採択予定総額は
1,400万円）

公益財団法人
住友財団

公益財団法人
鹿島学術振興財団

https://www.nomurafoundation.or.jp/social/so_koubo/research.html
https://www.nomurafoundation.or.jp/social/so_koubo/research.html
http://www.sumitomo.or.jp/
http://www.sumitomo.or.jp/
http://www.sumitomo.or.jp/
http://www.sumitomo.or.jp/
http://www.sumitomo.or.jp/
https://www.kajima-f.or.jp/grant-projects/
https://www.kajima-f.or.jp/grant-projects/
https://www.kajima-f.or.jp/grant-projects/
https://www.kajima-f.or.jp/grant-projects/


キーワード 応募締切 団体名 助成金等名称 趣旨等 応募資格等 研究対象分野 助成金額

美術に関する国際的活
動、交流活動

募集終了
2021年10月1日(金)～

11月12日(金)必着

公益財団法人
ポーラ美術振興財団

令和4年度 国際交流助成
美術に関する国際的な活動を援助、助成し、文化交流の活性化に寄与しようとするもので
す。

助成期間：令和4年4月1日から令和5年3月31日までの期間に開催されるもの

A.海外美術展
(１)　日本の美術家が、海外において開催する個展、共同展
(２)　日本の美術家の作品を海外に紹介するため、海外の美術館等と共同して
開催する展覧会

B．国内開催の国際会議・交流活動
多くの外国人美術家ないし美術研究者の参加を得て行われる美術に関する国
際会議ならびに交流活動（日本国内開催に限る）

例1.外国人美術家や研究者、学芸員等を招聘した研究集会、シンポジウム、
セミナーの開催
例2.内外学芸員の交流活動

1件あたり200万円以内
（助成予定件数：12件程度）

アジア諸国の研究者、
日本関連研究

募集終了
2021年9月1日(水)～

10月31日(日)
日本時間　17：00

公益財団法人
住友財団

2021年度
アジア諸国における日本関連研
究助成

主として東アジア・東南アジア諸国を対象とし、各国の研究者による日本に関連する研究
（日本研究、対象に日本を含む比較研究・国際関係研究・交流史研究等）を助成すること
により、これら各々の国において日本理解を深めて頂く素地を形成し、ひいてはアジア諸
国と日本の間の相互理解増進の一助としようとするものです。

・研究の形態
 個人研究または共同研究

・応募資格（共同研究の場合はその代表者）
(1)日本以外のアジア諸国（２０２１年度は主として東アジア諸国および東南アジア諸
国を対象と します。）に国籍を有すること
(2)助成期間内に日本に居住しないこと（留学・派遣・招聘等で助成期間内６ヶ月以上
滞日する予定がある場合は応募をご遠慮下さい。）
(3)自ら研究を実施すること

主に、人文・社会科学分野の研究で、日本に何らかの点で関連する事柄を対
象とするもの

なお、次の研究は助成対象となりません。
 ①営利を目的とする、または営利につながる可能性が大きい研究
 ②第三者からの委託研究
 ③実質的に完了している研究
（注）本助成は奨学金（スカラーシップもしくはフェローシップ）ではありません。
また研究成果公 表（例：論文発表、出版）のみを対象とする助成でもありませ
ん。

1件当たり：最大200万円

総額5,000万円

助成件数の目処：80件程度

大学院生、35歳以下の
若手研究者、人文・社
会科学、海に関する研
究

2022年度
笹川科学研究助成
学術研究部門

本助成は、次世代を担う若手が行う、新規性、独創性または萌芽性をもち、発想や着想に
意外性のある研究を掘り起し、科学・技術研究の振興を図ることを目的とします。特にこれ
まで活躍の機会があまり与えられなかった、大学院生、外国人留学生、女性研究者、研
究環境が十分でない研究者が行う、優れているが他からの助成が受け難い研究を支援し
ます。その中でも「海洋学および海洋関連学」ならびに「船舶および船舶関連科学」など
『海に関する研究』は重点テーマとして支援します。

2022年4月1日時点で、35歳以下で、大学院生あるいは所属機関等で非常勤または
任期付き雇用研究者として研究活動に従事する者。
但し『海に関係する研究』については重点テーマであるため、雇用形態は問わない。

人文・社会科学および自然科学（数物・工学、化学、生物、複合、ただし医学を
除く）に関する研究を対象とします。
その中でも『海に関係する研究』は、重点テーマとして支援します。

1件当たり上限100万円

学校教育現場の社会
的問題、博物館・図書
館に関する研究

2022年度
笹川科学研究助成
実践研究部門

(Ａ)教員・NPO職員等が行う問題解決型研究
学校、ＮＰＯなどに所属している方が、その活動において直面している社会的諸問題の解
決に向けて行う実践的な研究を求めます。

(Ｂ)学芸員・司書等が行う調査・研究
学芸員・司書等が博物館や図書館等の生涯学習施設の活性化に資する調査・研究を求
めます。また、所属機関とは別の機関や、大学、自治体などの異分野の機関・施設と連携
した研究も歓迎します。

教員、学芸員、司書、カウンセラー、指導員、市民活動・地域活動等の専門的立場に
ある方などで、特に年齢は問いません。

なお、非常勤や嘱託等の方は、雇用期間内に調査・研究が終了することを条件としま
す。

(Ａ) 例） ○学校教育現場における新たな学習指導方法の研究、 ○不登校・
引きこもりの自立支援のための研究、○地域のまちづくりのための研究、○よ
りよい環境や福祉の実現のための研究　など

（Ｂ） 例） ○博物館・図書館の活性化に資する研究、○博物館資料・図書館資
料に関する基礎的または応用技術的な研究、〇博物館・図書館現場における
新たな学習教材・教育プログラムの開発・研究、○博物館・図書館の利用者支
援に関する研究、○地域特性や地域資源を活用しながら住民との協働により
社会貢献が果たせる研究　など

１件あたり上限50万円

中小企業、受賞

募集終了
2021年8月2日（月）～

9月30日（木）
（必着）

一般財団法人
商工総合研究所

中小企業研究奨励賞
当財団は、商工中金の創立50周年記念事業として昭和61年に設立され、中小企業に関
する調査研究事業・助成事業などを行なっており、毎年「中小企業研究奨励賞」、「中小企
業懸賞論文」の募集・表彰を実施しています。

著者または出版社右記2部門で、2019年8月1日～2020年7月31日までに刊行され
た、中小企業に関する日本語で書かれた図書または定期刊行物に発表された論文
（学術的研究及び実務に有用な研究）

経済部門：経済理論、経済政策、国際経済、地域経済、産業論、産業集積、金
融、経済史、その他
経営部門：経営戦略、マネジメント、会計、財務、マーケティング、経営史、その
他

本賞：賞金40万円と記念品、出
版社へ表彰楯

25歳まで、インスピ
レーション企画

募集終了
毎年9月末日

(2021年9月30日(木))
当日消印有効

公益財団法人
司馬遼太郎記念財団

司馬遼太郎フェローシップ

作家・司馬遼太郎は、文学以外にも社会の広い分野に生き生きとした好奇心を持ちつづ
けた開かれた心の持ち主でした。それだけに、この国の行く末を案じ、同時に21世紀をに
なう若者たちの知性に、大きな期待と希望を抱いていました。この司馬遼太郎の想いを継
承し、記念財団は若者たちの知の世界への探求を応援します。奮って応募してください。

満16歳から25歳の若者。

司馬遼太郎の作品群にインスピレーションを得た、知的世界への探求企画。国
内外、分野を問わず、自由な発想に基づく調査・研究、旅行計画などの企画
を、パソコン等で日本語2000字以内にまとめてください。未発表企画に限りま
す。

1件につき30万円
（3名まで）

感染症等の疾病や公
衆衛生への取組

　
募集終了

2021年9月25日（土）
必着

※推薦受付期間延長

独立行政法人日本学
術振興会野口英世ア
フリカ賞　医学研究分
野推薦委員会

第4回
野口英世アフリカ賞　内閣府

感染症の蔓延が人類共通の危険であるとの認識に立ちつつ、特に問題の解決が求めら
れている地域であるアフリカでの感染症等の疾病対策及び公衆衛生推進のため、医学研
究又は医療活動分野において顕著な功績を挙げた者を顕彰し、もってアフリカに住む
人々、ひいては人類全体の保健と福祉の向上を図ることを目的とします。

国籍、年齢及び性別は問いませんが、生存者に限ります。
団体の場合は、現在、活動している団体に限ります。

(1)医学研究分野：基礎医学に関する研究/臨床医学に関する研究/医学に密
接に関連した生命科学の諸領域の研究
(2)医療活動分野：現場において展開される疾病対策及び公衆衛生の改善に
係る医療/公衆衛生活動

各分野それぞれ1億円

募集終了
2021年9月15日（水）～
10月15日（金）23：59

公益財団法人
日本科学協会
笹川科学研究助成係

http://www.pola-art-foundation.jp/grants/kokusai.html
http://www.sumitomo.or.jp/
http://www.sumitomo.or.jp/
http://www.sumitomo.or.jp/
https://www.jss.or.jp/ikusei/sasakawa/
https://www.jss.or.jp/ikusei/sasakawa/
https://www.jss.or.jp/ikusei/sasakawa/
https://www.jss.or.jp/ikusei/sasakawa/
https://www.jss.or.jp/ikusei/sasakawa/
https://www.jss.or.jp/ikusei/sasakawa/
http://www.shokosoken.or.jp/
http://www.shokosoken.or.jp/
http://www.shibazaidan.or.jp/
https://www.cao.go.jp/noguchisho/
https://www.cao.go.jp/noguchisho/


キーワード 応募締切 団体名 助成金等名称 趣旨等 応募資格等 研究対象分野 助成金額

文学一般、哲学、倫理
学、宗教、思想、比較
文化、受賞

募集終了
2021年9月3日（金）

当日消印有効

姫路文学館（和辻哲
郎文化賞事務局）

第34回和辻哲郎文化賞

一般部門
学術部門

姫路市制百周年と姫路出身の哲学者和辻哲郎（明治22～昭和35）の生誕百年を記念し
て、昭和63年度に姫路市が創設。和辻哲郎の幅広い学的業績を顕彰し、和辻哲学の今
日的意義を国の内外にわたって探るとともに、研究者の育成かつ市民の文化水準の向上
に資するために設けられました。
一般部門は、和辻哲郎が文学、歴史、芸術などさまざまな領域において横断的かつユ
ニークな著作を世に問い、広範な読者に訴えかけたスケールの大きな学者であったこと
を鑑み、文化一般におけるすぐれた著作に与えられます。
学術部門は、和辻哲郎が専門とした哲学、倫理学、宗教、思想、比較文化といった領域で
の学術的水準を備えた、すぐれた研究に与えられます。

どなたでもご応募できます。自薦、他薦は問いません。また全国の大学等研究機
関、新聞社、出版社、研究者等に推薦を依頼しています。

・一般部門　　令和2年（2020年）９月１日から令和3年（2021年）８月31日までに発刊
された（復刊は除く）著作物（単行本）の中で、日本文化、伝統文化、風土と人間生活
との関連等に関するもので国際的普遍性、斬新な視点及び深い思索性のある評論。

・学術部門　　令和2年（2020年）９月１日から令和3年（2021年）８月31日までに発刊
された（復刊を除く）著作物（単行本）の中で、哲学、倫理学、宗教、思想、比較文化
等に関するもので高い水準に達した研究。

一般部門
日本文化、伝統文化、風土と人間生活との関連等

学術部門
哲学、倫理学、宗教、思想、比較文化等

正賞：蒔絵源氏絵千姫羽子板
副賞：100万円

日韓関係
募集終了

2021年7月1日（木）～
8月31日（火）

公益財団法人
韓昌祐・哲文化財団

2021年度
助成金

韓昌祐・哲文化財団の活動は、広く社会あるいは生活に根ざした文化全般から、アニメや
マンガなども含めた芸術全般、あるいは歴史や社会についての体系的な研究、そしてア
マチュア・プロを問わず、スポーツ全般に、民間のボランティア活動や学生や市民の交流
などの国際交流まで、日韓を結ぶ多彩なテーマが対象となります。それらテーマに関する
学術・創作・啓蒙・実践の研究や活動に対して、助成をしています。

原則として「日韓を生活・活動の拠点とする者」で、国籍は問いません。 日韓に関わる文化・芸術・歴史・社会・スポーツ・国際交流が対象になります。 1件につき20万円～150万円

アジア地域の個人・団
体

募集終了
2021年8月2日(月)

日本経済新聞社 NIKKEI ASIA AWARD

日経アジアアワードは日本経済新聞社が主催し、アジアの多様な価値観を踏まえた「アジ
アの視点」で、アジアや世界の変革を促して自由で豊かな経済社会の実現を後押しする
「アジア発のイノベーション」を表彰する事業です。

アジアの出身者・在住者が主導しアジアでスタートした活動で、新規性・革新性があり、地
域の活性化や生活の向上など自由で豊かな社会づくりにつながるものを対象とします。
1996年から実施していた「日経アジア賞」は第25回の受賞者発表をもって終了し、代わる
事業として「日経アジアアワード」を2021年に創設しました。

候補者は次の条件を満たしている必要があります。
アジア地域でスタートした、アジアを拠点とする活動をされている、アジア出身者また
は居住者
※日本人の個人と日本人のみで構成される団体は除きます。

日経アジアアワードでは、以下の地域を「アジア」とします。
東アジア（朝鮮半島、中国など）
東南アジア（インドシナ、ASEAN加盟国など）
南西アジア（インド亜大陸の国々）
太平洋地域の独立国

受賞者選考は、次の審査基準を満たす活動の総合評価となります。
新規性かつ革新性があること
地域の活性化や生活の向上など自由で豊かな経済社会づくりにつながること
活動や事業に継続性があり、今後の成長や拡大が見込まれること
社会的な影響力があり、グローバルな展開が期待できること

「日経アジアアワード」は、多様な価値観を踏まえた「アジアの視点」で、アジア
や世界の変革を促し、自由で豊かな経済社会の実現を後押しする「アジア発
のイノベーション」を表彰する事業です。日本経済新聞社が毎年1回、ビジネ
ス、調査・研究、技術開発、社会・芸術活動などの分野を対象に、個人または
団体を表彰します。

本公式ウェブサイトから毎年1回の募集期間中、推薦を公募します。所定の推
薦フォームよりご応募ください。なお、推薦は他薦のみで、自薦は受け付けま
せん。推薦者の氏名は公表いたしません。

副賞500万円

生協、くらしの実態、消
費社会、地域社会、社
会生活、地球環境、大
規模災害後の被災地
域

募集終了
2021年7月31日(土)

必着

公益財団法人
生協総合研究所

2021年度
生協総研賞
第19回助成事業

事業は、生活協同組合をめぐる諸研究、およびくらしの実態に関する研究、消費者や社会
運動をめぐる研究、地域社会や社会政策、福祉政策、地球環境に関する研究の発展を主
眼としています。「大規模災害後の被災地域が直面している課題に関する研究」も対象と
しています。みなさまの積極的なご応募をお待ちしております。

(1)個人研究
大学・各種研究所等の研究者・大学院生、及び生協・NPO・市民組織等の役職員・関
係者等による個人の研究・調査を主な対象とします。
(2)共同研究
「個人研究」の対象者と同様です。但し、申請者（研究代表者）を中心として、若干名
の参加メンバーによって構成し、研究するものを対象とします。
(3)研究期間
2022年11月末日までに終了する研究とします。

・生活協同組合の今日的な課題及び事業・組合員活動に関する実践的な研究
・くらしの実態に関する経済的、社会的、歴史的視点等からの研究
・消費社会及び消費者組織、社会運動に関する研究
・地域社会、社会政策、福祉政策・事業、地球環境等に関する研究
・大規模災害後の被災地域が直面している課題に関する研究

個人研究：1件30万円以内

共同研究：1件50万円以内

障害や病気の子供たち
とその家族が抱える問
題

募集終了
2021年6月4日（金）～

7月30日（金）必着

公益財団法人
小林製薬青い鳥財団

2021年度助成

【調査研究】

小林製薬株式会社は、人と社会に素晴らしい「快」を提供する、という経営理念に基づき、
“あったらいいな”をカタチにする、をスローガンに事業活動を行っております。
設立後第3期を迎えた公益財団法人小林製薬青い鳥財団では、引き続き、障がいや病気
を抱える子どもたちとそのご家族にとって“あったらいいな”をカタチにしている個人又は
団体に対して助成支援を行ってまいります。

【調査研究】
日本国内の大学・研究所等に所属し、研究職に従事している個人
日本国内において活動する次の法人等
公益法人（公益社団法人又は公益財団法人）
一般法人（一般社団法人又は一般財団法人）
NPO法人（特定非営利活動法人）
その他ボランティア団体、町内会など非営利かつ公益に資する活動を行う団体

障がい・病気に悩む子どもたちとその家族が抱えている様々な医療・福祉上の
問題への支援活動及び調査研究

調査研究／1件100万円程度
（2件～3件程度）

コスメトロジーに関する
社会学、比較文化学な
ど

募集終了
2021年5月10日(月)～

7月9日(金)
（消印有効）

公益財団法人
コーセーコスメトロ
ジー研究財団

2021年度
コスメトロジー研究助成

公益財団法人 コーセーコスメトロジー研究財団は、コスメトロジー（化粧品学）の進歩・発
展に寄与する独創的研究への支援を行いながら、この研究領域の体系化を目指して活動
を進めてまいりました。
　コスメトロジーは、自然・人文・社会三科学にまたがる学際的な研究領域にあり、幅広い
学問分野の研究者が集い融合することで発展していくものといえます。
　本助成事業では、様々な専門分野の研究者にコスメトロジー研究への参画を呼びか
け、人々の健康や美容の増進に役立ち、美しく豊かな生活の実現への貢献が期待される
研究課題に対して助成を行います。

（1）日本国内の教育研究機関に所属する研究者で、下記の推薦を受けた者としま
す。
① 教育機関の場合は所属長（学長又は研究科長、学部長、研究所長に相当する職
位）
② ①以外の公的な研究機関・学会・団体の場合は代表者
（2）同じ推薦者による応募数に制約はありませんが、原則として同一機関に対し１課
題の助成となります。
（3）申請者がすでに本助成を受けている場合は、その最終の研究報告書が提出され
るまで、本助成への新たな応募はできません。

コスメトロジー又は関連する諸分野の基礎研究や応用研究（萌芽的研究を含
む）で、以下の３分野のいず
れかに該当する個人若しくはグループによる研究課題を対象とします。
第１分野　素材、物性に関する分野
第２分野　生体作用、安全性に関する分野
第３分野　精神、文化に関する分野
　第３分野は幅広い分野からの応募に期待しています。
感性工学、生理心理学、医療・看護・福祉関連分野、社会学、比較文化学、芸
術論、マーケティング論
など

1件あたり200万、100万、50万
（総額5,500万円）

http://www.himejibungakukan.jp/watuji/bosyu/
http://www.himejibungakukan.jp/watuji/bosyu/
http://www.himejibungakukan.jp/watuji/bosyu/
http://www.himejibungakukan.jp/watuji/bosyu/
http://www.hanchangwoo-tetsu.or.jp/
http://www.hanchangwoo-tetsu.or.jp/
https://nikkeiasiaaward.org/jp/
https://ccij.jp/jyosei/index.html
https://ccij.jp/jyosei/index.html
https://ccij.jp/jyosei/index.html
https://www.kobayashi-foundation.or.jp/assist/index.html#label-target
https://www.kobayashi-foundation.or.jp/assist/index.html#label-target
https://www.kobayashi-foundation.or.jp/assist/index.html#label-target
https://www.kose-cosmetology.or.jp/research_support/researchSupport3.html
https://www.kose-cosmetology.or.jp/research_support/researchSupport3.html
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言語学・日本語学
募集終了

2021年6月30日(水)
（消印有効）

一般財団法人
新村出記念財団

令和3年度
新村出賞

新村出研究奨励賞

刊行助成金

当財団では、京都大学において言語研究を進めて言語学の発展に貢献され、また『広辞
苑』を編纂され、それらの功績によって文化勲章を受けられた新村出博士を讃え、言語
学・日本語学及びこれに関連する研究を奨励・促進するため、新村出賞、新村出研究奨
励賞ならびに刊行助成金を設け、言語学・日本語学及びこれに関連する研究業績の著し
い個人または研究団体に対して贈呈いたしております。

【新村出賞】
応募対象となる業績は、平成31年（令和元年）4月1日から令和3年3月31日までに刊
行されたものであること。

【新村出研究奨励賞】
対象となる業績は令和3年3月31日以前に公表されたもの。

【刊行助成金】
言語学・日本語学の範囲で資料的な価値のあるもの、例えば、語彙論的調査結果、
語彙目録、方言集、用語用字索引、方言地図、資料、資料目録、資料複製翻刻、研
究者伝記資料などで、その刊行が商業的に困難と認められるもの。

言語学・日本語学及びこれに関連する研究

新村出賞：本賞（賞状）及び副
賞（賞金100万円）

新村出研究奨励賞：賞状及び
研究助成金60万円

刊行助成金：総額100万円、受
賞者で按分

語彙研究
2021年度
学術賞（田島毓堂賞）

大学・大学院の教員、又は大学院博士課程（前期･後期）に在籍する学生若しくは運
営委員会が認める者（国籍は問わない）で、これまでに本学術賞を受賞した実績のな
い方。
2019年1月1日より2021年5月7日までに語彙研究分野で刊行した、個人（共同も可）
としての業績（論文）を有すること。

語彙研究 顕彰金額：50万円

語彙研究
2021年度
研究助成

大学・大学院の教員、又は大学院博士課程（前期・後期）に在籍する学生若しくは運
営委員会が認める者（国籍は問わない）で、これまでに本研究助成を受給した実績
のない方。

語彙研究 最大3件程度・総額50万円以内

環境問題、ポストコロ
ナ、人文社会科学

募集終了
データ送信の締切：
2021年6月9日（水）

必着

郵送書類の締切：
2021年6月30日（水）

必着

公益財団法人
住友財団

2021年度
環境研究助成

【一般研究】

【課題研究】

現在、人類が直面している大きな問題の一つに環境問題があります。
地球温暖化、オゾン層破壊、酸性雨、生物種の減少、食料と人口、砂漠化、公害等様々
な問題があり、その原因の探究と解決策の模索が続けられています。

この助成は、環境問題の解決のためには、多面的アプローチによる分析と様々な対応策
の構築が必要と考え、そのためのいろいろな観点（人文科学･社会科学･自然科学）からの
研究に対する支援を行うものです。

研究者個人または研究グループ

①国籍に関係なく、日本の大学等の研究機関に所属し、申請に関する所属機関の長
（大学の場合は学科長・学部長・病院長等）の承諾がとれるのであれば応募可能で
す。
②上記①以外であっても、日本国籍を持つ者または日本に永住を許可されている外
国人は、応募可能です。尚、海外の大学等の研究機関に所属している者は申請に関
する所属機関の長の承諾を得ることが必要です。

①、②とも申請書は、日本語または英語の記入を可としますが、英語の場合は申請
書の１ページ目だけは日本語で記入し、研究機関に所属している場合は、所属先の
日本語で連絡または照会できる連絡担当者を、研究機関に所属していない場合は、
日本語で連絡または照会できる連絡担当者（本件に対応可能な方であること）を指
定して記入してください。

尚、研究者の所属が営利企業等（兼務を含む）の場合には応募不可です。

【一般研究】
環境に関する研究（分野は問いません。）
なお、引続き東日本大震災等震災関連の研究や放射能汚染などの原発事故
に関わる研究も歓迎します。

【課題研究】
2021年度募集課題
「球規模で深刻化する環境問題とポストコロナの時代での社会変化に関する
環境問題の理解と解決のための学際研究または国際共同研究」」

【一般研究】
1件当たり最大500万円

（総額7,000万円）
助成件数：50件程度

【課題研究】
1件当たり最大1,000万円

（総額3,000万円）
助成件数：3件程度

グラフィックデザイン、
グラフィックアート全
般、グラフィック文化に
関するアーカイブ

募集終了
2021年4月1日(木)～

6月19日(土)
（必着）

公益財団法人
DNP文化振興財団

2021年度
グラフィック文化に関する学術研
究助成

DNP文化振興財団では、わが国および世界のグラフィックデザイン、グラフィックアート文
化の発展と、学術研究の振興に貢献することを目的に、人文社会科学、自然科学を問わ
ず幅広い学問領域からグラフィックデザイン、グラフィックアートに関する研究テーマに対
して助成を行います。

グラフィックデザイン、グラフィックアートに関する研究を行う研究者の個人またはグ
ループ。
（1）大学に在籍する研究者（教員または大学院生）
（2）美術館学芸員
（3）大学院修了以上の研究者で、大学教授または美術館館長の推薦のある者
（4）その他、特定の機関等に属さない個人の研究者で、大学教授または館長の推薦
のある者

【A部門：グラフィックデザイン、グラフィックアート全般をテーマとする学術研
究】
グラフィックデザイン、タイポグラフィ、印刷、版画、写真等のグラフィック文化
に関係する幅広い学問領域の研究。例えば、美術史、デザイン史、美学、芸術
学、博物館学、美術教育学、比較文化論、画像工学、技法材料・保存科学、心
理学、法学、経済学等。

【B部門：グラフィック文化に関するアーカイブをテーマとする研究】
グラフィックデザイン、タイポグラフィ、印刷、版画、写真等のグラフィック文化
に関係するアーカイブ構築に関わる研究、または既存のアーカイブが所蔵する
史資料の調査・分析、あるいは整理分類手法やデータモデルの提案といった
アーカイブ自体の基礎研究等。

1件につき上限50万円／年

社会と次世代を担う若
者支援

　
募集終了

2021年4月15日（木）～
6月14日（月）

一般財団法人
中辻創智社

2021年度
研究費助成公募

近年、科学研究費の配分状況の変化に伴い、公的資金によるサポートを得難い研究分
野・学問領域が増えており、同分野の研究者は研究の継続が困難な厳しい状況に直面し
ています。社会的意義あるいは学問的意義は大きいものの公的資金を得難い分野内容、
一度失われてしまうと取り戻す事が難しい分野を対象の中心として研究費の助成公募を
行います。

1) 原則として、e-Radに「科研費の応募資格あり」として研究者情報が登録されている
事。
2) 科研費を含む競争的資金で、不正行為により「交付対象外」となっていない事。
3) 特定の競争的資金等による雇用で、雇用元の研究費の業務について専従契約を
結んでいる研究者の場合、応募資格の有無は契約状況によって異なります。
4) 2021年度に研究代表者として外部資金を受給していない・受給内定していない
事。
5) 当財団の研究費助成を受けた研究者は、採択年度の翌年度は応募できません。
6) 申請者の国籍は問いませんが、日本で研究している事が必要です。
7) 年齢、職位による制限はありません。

分類学や生態学、自然保護など生物多様性や環境保全に関連する分野を対
象の中心とします。人文系の学問領域は対象外とします。科研費の基盤C・若
手研究を補完する位置付けです。選考時に評価が同等の場合には、若手研究
者からの申請を優先します。

100万円×6件
50万円×4件

募集終了
2021年5月10日（金）～

6月30日（水）
（当日消印有効）

公益信託田島毓堂語
彙研究基金

この公益信託は、設立者である田島毓堂氏の語彙研究における思いから、言語学の中
で、語彙研究（日本語・外国語）の発展を図り、もって学術の発展に寄与することを目的に
設定されたものです。

http://s-chozan.main.jp/?p=2054
http://s-chozan.main.jp/?p=2054
http://s-chozan.main.jp/?p=2054
http://s-chozan.main.jp/?p=2054
http://s-chozan.main.jp/?p=2054
http://s-chozan.main.jp/?p=2054
http://goikenkyu.html.xdomain.jp/about_kikin.html
http://goikenkyu.html.xdomain.jp/about_kikin.html
http://goikenkyu.html.xdomain.jp/about_kikin.html
http://goikenkyu.html.xdomain.jp/about_kikin.html
http://goikenkyu.html.xdomain.jp/about_kikin.html
http://www.sumitomo.or.jp/
http://www.sumitomo.or.jp/
http://www.sumitomo.or.jp/
http://www.sumitomo.or.jp/
http://www.sumitomo.or.jp/
http://www.sumitomo.or.jp/
http://www.dnp.co.jp/foundation/grants/
http://www.dnp.co.jp/foundation/grants/
http://www.dnp.co.jp/foundation/grants/
https://nakatsuji-ff.org/programs/research-grant/
https://nakatsuji-ff.org/programs/research-grant/
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日本社会、地域社会
募集終了

2021年4月21日（水）～
6月11日（金）15時

公益財団法人
トヨタ財団

2021年度
国内助成プログラム

「新常態における新たな着想に基
づく自治型社会の推進」

国内助成プログラムでは、2021年度助成よりプログラムの見直しを行い「日本社会」およ
び「地域社会」の持続可能性や 発展可能性にこれまで以上に焦点をあて、「新常態にお
ける新たな着想に基づく自治型社会の推進」をテーマとして助成を実施します。
昨年より地球規模で重大な影響を及ぼしている新型コロナウイルス感染症（COVID-19）も
含め、歴史的な転機に直面していると考えられる日本の現況を踏まえて、既存のシステ
ムや手法、従来の発想に縛られない取り組みを通じた新たな価値観や仕組みが創出さ
れ、持続可能性や発展可能性のある日本社会／地域社会の実現に向けたプロジェクトが
各地で展開されることを期待します。

１）日本社会における社会サービスの創出や人材の育成
新型コロナウイルス感染症（COVID-19）により顕在化した諸課題の解決をめざした社
会サービスの創出や人材の育成への取り組みで、以下3 点を踏まえたプロジェクト

①分野／領域横断的である俯瞰的な視点に基づく、または現場の活動／団体を横
断したネットワーク体制による取り組みであること
②具体の手法に「ビッグデータ」などの新しい情報技術や社会資源の活用が重視さ
れていること
③日本社会の持続可能性や発展可能性につながることをめざし、取り組みの成果と
して一人ひとりの生活基盤の充実や地域社会の活性化が図られること

２）地域社会を支える共創によるプラットフォームの創出や整備
既存の手法や仕組み、これまでに蓄積された実践知や暗黙知のみに依拠しない、地
域社会を支える協働や参加の新たなデザインを生み出す取り組みで、以下3 点の実
現につながるプロジェクト

①地域の自発性や内発性に基づく、互助や共助の機能が重視された仕組みがつくら
れること
②多様な背景や立場にある人々が主体的な選択を行え、安心して生きられる環境が
整うこと
③地域社会での実践を通じて、他地域への普及や応用が可能な人々の価値観の変
容を促す「知」が発見されること

１）日本社会における社会サービスの創出や人材の育成：
以下Ａ～Ｃの何れかに該当すること

Ａ．行政・企業・大学・NPO 等が連携した包括的な支援体制によるアウトリーチ
や適切なサービスへのマッチング
Ｂ．普遍性ある支援プログラムや人材の育成手法の開発や実装
Ｃ．一定の事業実績を有する複数団体による情報基盤を始めとしたプラット
フォームの整備と、制度や恒常的な事業体制づくりへの展開
実施対象地域：全国～都道府県域（複数の市町村や地域ブロックでの取り組
みも含む）

２）地域社会を支える共創によるプラットフォームの創出や整備：
多様な地域インフラ（自治体、企業、学校、地縁組織やNPO、住民や市民等）に
よるプラットフォームの創出や整備
実施対象地域：市区町村域（一般市（人口20万人以下）程度まで）

１）1,000～2,000 万円／件
助成総額：約6,000 万円（助成
件数は3～5件程度を予定）

２）上限600 万円／件
助成総額：約4,000 万円（助成
件数は7～10件程度を予定）

日本を含む東アジア・
東南アジア、アジアの
共通課題解決、協働・
共創

募集終了
2021年4月1日（木）～

6月5日（土）
（日本時間23時59分まで）

公益財団法人
トヨタ財団

2021年度
国際助成プログラム

アジアの共通課題と相互交流－学びあいから共感へ－
本プログラムは、日本を含む東アジア・東南アジアの各国・地域を対象に、新型コロナウイ
ルスによって顕在化した諸課題への対応を始めとするアジアの共通課題の解決に取り組
む人々同士が、互いに交流し学びあうことを通じて新たな視点を獲得し、次世代が担う未
来の可能性を広げていくことを目的としています。

国をまたいだ多様なバックグラウンドをもつ参加者たちが、同じ課題に取り組む仲間とし
て「共に考え、行動し、創りあげる」という協働・共創の関係を構築し、その関係が国籍、年
齢、所属組織等の枠を超えた双方向の学びのプロセスのなかで、社会変革につながる
パートナーシップに発展することを期待します。

複数の対象国・地域に拠点を置き、当該課題解決に対する実績・知見を持つ実践
者、研究者、クリエイター、政策担当者、メディア関係者等、適切かつ多様なメンバー
によって構成されるチーム

対象国日本を含む東アジア・東南アジアの国・地域*1
東アジア：日本、中国、香港、マカオ、台湾、韓国、モンゴル
東南アジア：ブルネイ、カンボジア、インドネシア、ラオス、マレーシア、ミャン
マー、フィリピン、シン
ガポール、タイ、東ティモール、ベトナム

求められる成果以下の全て
1）課題の設定とそれに対する現状のレビュー（調査・分析）
2）課題解決につながる実践的な学びあいの活動
3）提言・作品などの成果物（TangibleOutput）の作成と社会への発信

a）1年間プロジェクト：上限300
万円／件

b）2年間プロジェクト：上限1000
万円／件

科研費資料の整理

募集終了
2021年6月4日（金）

必着
メールの場合は6月4日

(金)16時30分まで

大学共同利用機関法
人人間文化研究機構
国立民族学博物館

令和3年度「地域研究画像デジタ
ルライブラリ」公募プロジェクト

進行中の科研費採択者を対象に、写真・映像資料の整理、デジタル化とデータベース化
を進め、さらには画像 内容に関わるテキスト情報の入力の支援もおこなうことで、研究に
活用できるデジタルデータのプラットフォームを作成して提供します。また、関係法令や現
地の慣例に照らして公開可能な画像については、国際的な共有化をはかり、分野の別を
超えたオープンサイエンスの基盤を構築していきます。

※応募資格者の範囲を広げました。
公募年度において進行中の、地域研究に関わる科研費プロジェクト（研究成果公開
促進費のプロジェクトを除く）の研究代表者あるいは研究分担者。
ここで言う地域研究とは、科研費に応募する際の審査区分ではなく、地域研究や関
連する分野の手法によって国内外の各地域を対象とする研究プロジェクトを指しま
す。

支援を受ける科研費プロジェクトの研究代表者あるいは研究分担者が自身で
撮影したものならびに所有・保管または活用の依頼を受けている写真資料（ガ
ラス乾板、ネガ、ポジ、デジタル画像。プリントは除く）。撮影者が特定できるも
のに限ります。

支援件数は15件程度

フェミニズム/ジェン
ダー研究、女性のエン
パワメント、女性へのサ
ポートの視点

【2021年度募集で本助成は
終了予定】

募集終了
2021年5月14日（金）

当日消印有効

※メール便による発送も郵
便局から発送された書類と
同じ要領で受理します。

一般財団法人
竹村和子フェミニズム
基金

2021年度
竹村和子フェミニズム基金

一般財団法人竹村和子フェミニズム基金は、2011年12月に逝去された故竹村和子教授
の遺志により、フェミニズム/ジェンダー研究、または女性のエンパワメントや女性へのサ
ポートの視点で実施される研究・活動に対して、助成金を提供することを目的として発足し
ました。

・自らの研究を通してジェンダー平等・正義の達成を志したいと思う個人、または団
体。
・年齢、性別、国籍は問いませんが、応募用紙の記入および事務連絡等を日本語で
対応できることが要件になります。
・海外在住者からの申請も受け付けますが、以下の①〜③の条件をすべて満たして
いる場合に限ります。
①応募用紙の記入および事務連絡等に日本語で対応できること。
②応募書類が、締切日までに必着すること（消印有効は国内から発送する場合の
み）。
③採択された場合の助成金の振込先が日本国内の金融機関であること。
・すでに本基金に採択されたテーマで2年目の研究助成を希望する方。ただし、採択
されたテーマと同一のテーマを同一の個人（またはグループ）が実施する場合に限り
ます。

フェミニズム／ジェンダー研究、または女性のエンパワメントや女性へのサ
ポートの視点で実施される活動に資する研究・調査に対して、助成金を提供し
ます（※１）。
例えば、調査研究、資料・図書の購入および収集、海外発表（※２）、出版（※
３）、国際シンポジウム・研究会・研修会等の開催（※４）にかかる費用などで
す。
※５　なお、今回が最終募集のために、新型コロナウイルス感染拡大の影響下
でも実施可能な事業計画に限ります。

1件当たり申請上限額
500,000円

生涯発達、生涯学習、
生涯現役

募集終了
2021年4月1日（木）～
4月23日（金）17時まで

公益財団法人
前川ヒトづくり財団

第4回（2021年度）
公財）前川ヒトづくり財団
研究助成

生涯発達・生涯学習・生涯現役につながる能力開発と能力活用の場の研究への助成事
業を行っております。
※応募制限：研究代表者は40歳以下（2021年4月1日現在）。大学院生可。

大学・短大・研究機関、又は実体のある任意団体や企業に所属する研究者、代表
者、実務責任者
※特に実践者の応募を積極的に求めます。

生涯発達・生涯学習・生涯現役につながる能力開発と能力活用の場の研究
1件あたりの上限金額は

50万円

博士号取得者、アジア
太平洋地域における多
文化共生社会

募集終了
2021年4月16日（金）

（送付必着）
【持参不可】

アジア太平洋フォーラ
ム・淡路会議

アジア太平洋研究賞
（井植記念賞）

アジア太平洋地域の多様な文化が共生する“新たなアジア太平洋のビジョン”の構築と発
信をめざす「アジア太平洋フォーラム・淡路会議」（代表理事：井植　敏）は、「アジア太平
洋研究賞」（井植記念賞）を設け、アジア太平洋地域に関する優れた人文・社会科学領域
の博士論文を顕彰しています。

日本の大学院で学んだ日本人および留学生等で、平成28年3月以降に当該大学院
博士課程を修了し応募時点において学位取得済（平成28年3月以降に単位取得退
学し、その後博士の学位を取得している場合も可）、かつ大学院の指導教員から推
薦を受けた者。

1.アジア太平洋地域における「多文化共生社会」の実現に資する人文・社会科学領
域の研究をテーマとする論文であること。
2.当賞に初めて応募する論文であること。

アジア太平洋地域における「多文化共生社会」の実現に資する人文・社会科学
領域の研究

正賞（表彰状）及び
副賞（100万円）

http://www.toyotafound.or.jp/community/2018/
http://www.toyotafound.or.jp/community/2018/
http://www.toyotafound.or.jp/community/2018/
http://www.toyotafound.or.jp/community/2018/
http://www.toyotafound.or.jp/community/2018/
https://www.toyotafound.or.jp/international/2021/
https://www.toyotafound.or.jp/international/2021/
http://diplas.jp/requirements.html
http://diplas.jp/requirements.html
https://www.takemura-fund.org/
https://www.takemura-fund.org/
http://www.hemri21.jp/awaji-conf/
http://www.hemri21.jp/awaji-conf/
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地域文化活動、地域文
化の継続と発展、実践
的

【2021年度をもって本プログ
ラムの募集は終了】

募集終了
2021年2月24日(水)

16:00～
4月8日(木)23:59

公益財団法人
サントリー文化財団

2021年度
研究助成「地域文化活動の継承と
発展を考える」

日本の地域文化活動の継承と発展に寄与する研究の振興を目的としています。
＜研究対象となる「地域文化活動」とは＞
芸術や伝統文化だけではなく、地域住民を巻き込んだ文化イベントや文化を核としたま
ちづくり・国際交流など、地域に暮らす人々の心を活き活きと豊かにする活動を対象としま
す。純粋な営利活動、観光目的事業（地域活性化、まちおこし等）、行政が単独で行う文
化イベント、文化施設運営は対象としません。
研究対象とする活動の規模、人数は問いませんが、地域に暮らす人々自らが文化の担い
手であること、開始から 3 年以上経過している活動であることを条件とします。研究対象
として実験的に立ち上げる文化活動は対象としません。

研究内容が、研究対象の地域文化活動、またはそのジャンルの地域文化の継続と発
展に貢献し、その成果が具体的に還元されるグループ研究。

日本の地域文化活動の継承と発展に寄与する研究 １件につき50万円から300万円
の範囲で助成

秋田県出身、満40歳未
満の研究者

募集終了
2021年3月1日（月）～

3月31日（水）
（必着）

一般財団法人
山下太郎顕彰育英会

第32回
山下太郎学術研究奨励賞

戦後アラビア石油株式会社を興した山下太郎は、生前、教育の重要性を深く認識し、その
出身地、秋田県大森町に対し、奨学金を20年間に亘り寄附する他、高校建設資金を寄
附、また出身校北海道大学に生化学研究所を寄贈する等、個人的に教育への助成、振
興に情熱を燃やしてまいりました。平成元年は、山下太郎生誕100周年に当たり、この記
念の時に、山下太郎を顕彰し、その遺徳を実現するために、向学心に燃える前途有為の
学徒等に対して奨学援助を行い、また、学術研究を行っている研究者、研究団体に対す
る研究助成等を行ない、もって社会有用の人材育成の一助を担い、青少年教育の振興に
寄与するため、当財団は設立されました。

次の３つの条件を満たしている個人とします。

（１）秋田県出身、又は秋田県内の研究機関等に所属する者
（２）令和３年４月１日現在において満４０歳未満である者
（３）専攻する学術分野において独創的で優れた業績をあげ、原則として最近５年間
に専門の学術研究誌等に発表するか、権威ある展覧会・発表会等において入賞・入
選等の実績がある者

専攻する学術分野 表彰状と副賞100万円

イスラエルでの研究

募集終了
2021年2月1日（月）

※申請書様式をご希望の
かたは、研究企画係まで

ご連絡ください

イスラエル高等教育
協議会（IASH）、イスラ
エル科学・人文アカデ
ミー（ISF）

Israel's Excellence Fellowship
Progam fro International
Postdoctoral Researchers

The Council for Higher Education in Israel and the Israel Academy of Sciences and
Humanities are pleased to announce a new excellence fellowship program for
outstanding international postdoctoral researchers. The new program signifies Israel’s
commitment to international scientific exchange and to the advancement of world-
class research in Israeli universities. Through this initiative, Israel seeks to attract top
young recent PhD graduates to take on a postdoctoral position with leading scientists
and scholars in Israel on cutting-edge research in all fields of science, social science
and humanities.

I. The fellowship program is open to international candidates who have received a
PhD from a recognized higher education institution outside of Israel less than 4
years from the time of application (not including parental or medical leave), or
who will receive a PhD from a recognized higher education institution outside of
Israel prior to the commencement of the fellowship.
II. Israeli citizens or residents, and candidates who commenced a postdoctoral
position in Israel prior to September 1, 2020 may not apply.

All fields of science, social science and humanities
Two years for the amount of
160,000 NIS (～$47,000) per

year

海外在住の日本語・日
本語教育・日本文学・
日本文化研究者

2021年度で公募終了

募集終了
2020年6月1日（月）～

10月30日（金）

公益財団法人
博報堂教育財団

日本研究フェローシップ
Japanese Research Fellowship

世界における日本理解の促進と研究基盤を構築・進展を目的に、海外で、日本語・日本
語教育研究および日本文学・日本文化研究をしている上級研究者に長期間の招聘研究
機会を提供しています。
研究者が高いレベルの受け入れ機関で研究することで、世界規模での日本の研究基盤
を構築、進展させます。

海外在住の日本語・日本語教育・日本文学・日本文化の研究者

高等教育機関・研究機関に所属していること（PD・非常勤を含む）。
博士の学位を取得している（2020年12月までに取得見込みを含む）、またはそれに
相当する研究教育歴の豊富な研究者。
日本語で研究を遂行するのに十分な日本語能力を有すること。
日本以外に在住し、日本以外の国籍を有すること。
あるいは、日本国籍で日本以外の国におおむね十年以上在住し、当該国の学会など
で活躍していること。
招聘期間中継続して日本に滞在することが可能であり、当財団の研究報告会に出席
できること。

※博士論文執筆を目的とした応募はできません。
※研究報告および事務局との諸手続きのコミュニケーションは全て日本語で行うた
め、十分な日本語能力が必要です。
※過去に日本招聘研究プログラム等で助成を受けた方でも応募可能です。

・日本語研究
・日本語教育研究
・日本文学研究
・日本文化研究

渡航費、滞在・研究費、住居費
など日本での研究に必要な経
費を助成します。
研究期間は長期（12ヵ月）と短
期（6ヵ月）が選択できます。

日豪研究交流、人文科
学・社会科学

募集終了
一次申請受付

2020年8月31日(月)～
9月30日(水)

日豪研究交流基金
（FAJS）

リオ ティント日豪共同研究
助成金プログラム

　日豪研究交流基金（FAJS）は、日本とオーストラリアの革新的な共同研究を促進しま
す。FAJSの使命は、科学、技術、イノベーション分野における日豪共同研究の認知度を向
上させ、これらのパートナーシップを通じて両国関係に変革を起こす人々を支援すること
です。
　FAJSは、産官学連携を通じた日豪の共同研究および科学的協力関係の強化・変革に
よってミッションを実行します。
　そのような目的を達成するため、FAJSは資金とネットワークを活用し、日本側が変革に
本気で取り組めるよう、国家的かつ部門横断的な協力を奨励します。さらには、日豪の公
共部門および民間部門からの関心を引き付け、資金援助の拡大を実現できるプロジェク
トを支援します。

申請には以下の資格が必要です。

•以下の事業体のいずれかを代表するものであること
　〇オーストラリアまたは日本の企業または研究機関
　〇オーストラリアまたは日本の登録慈善団体、など非営利団体
　　または大学等の教育機関
　〇オーストラリア政府または日本政府機関

•18歳未満の者が関わる場合は、プロジェクトに関する児童保護ガイドラインを提供
します。

FAJSは、日本とオーストラリアの幅広い潜在的研究パートナーシップが構築さ
れることに期待を寄せています。以下の広範な分野でのプロジェクトに特に関
心が寄せられています。

・素材およびエネルギーに関する技術・システム
・コンピューター、デジタル、AIの応用および開発
・食物、海洋、農業に関する科学技術
・医療科学・技術
・社会および物理的インフラ

他の分野に関する提案についても検討を行います。業界が発見した実用的な
問題あるいは産学連携の共同研究を通じて生じた研究課題に関する提案を
FAJSは特に評価します。

50,000～150,000
オーストラリアドルを予定

ジェロントロジーに関す
る社会科学・人文科学
分野における独創的・
先進的な研究

次回公募
2022年4月～7月予定

募集終了
2020年4月13日（月）～7月

31日（金）17時まで

公益財団法人
損保ジャパン日本興
亜福祉財団

2020年度福祉諸科学事業ジェロ
ントロジー研究助成

ジェロントロジー研究助成は、高齢者福祉の増進に資することを目的にジェロントロジー
（老年学）に関する社会科学・人文科学分野における研究に助成を行う事業です。１９９３
年にジェロントロジー研究助成を開始して以来、２０１８年度まで２５年間の助成先は累計２
５１件となっており、今回が１５回目の募集です。

①大学、研究所などの教育機関、研究機関等において研究活動に従事している者
で、直属長の推薦を受けた研究者、研究グループ
②大学院に在籍している者で、直属長の推薦を受けた研究者、研究グループ
③老人福祉施設、老人保健施設、病院等の現場関係者で、直属長の推薦を受けた
研究者、研究グループ

①ジェロントロジーに関する社会科学・人文科学分野における独創的・先進的
な研究
②研究分野・社会学、社会福祉学・心理学、看護学、保険学（但し、社会学・人
文科学に関連した分野のみ）③研究期間２０２２年３月末日まで

研究につき５０万円を上限とし
ます。総額８００万円を予定。
※助成金は、助成決定時に半
額、中間報告後に残りの半額

を送金します。

https://www.suntory.co.jp/sfnd/research/application.html#ac2
https://www.suntory.co.jp/sfnd/research/application.html#ac2
https://www.suntory.co.jp/sfnd/research/application.html#ac2
http://yamaiku.jp/
http://yamaiku.jp/
https://www.hakuhodofoundation.or.jp/fellowship/
https://www.hakuhodofoundation.or.jp/fellowship/
https://www.fajs.org/
https://www.fajs.org/
https://www.sompo-wf.org/
https://www.sompo-wf.org/
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生活課題、福祉課題解
決

募集終了
2019年12月3日～2020年1

月17日まで
赤い羽根

第5回（2021年）
赤い羽根福祉基金

赤い羽根福祉基金では、地域で取り組むべき課題を明らかにしながら、広域的な視点を
持って全国的な波及効果があり、先駆的でモデルとなる取り組みに対し助成を行っていま
す。
このたび本基金では、全国で共通する生活課題や福祉課題の解決に向けて取り組む事
業に対して、第5回（2020年度）助成を募集します。

・社会福祉・地域福祉の推進を目的とする団体で、法人格の有無は問いません。応
募時点で団体が設立されて
おり、助成対象事業の実施体制が整っていることが要件です。
・ただし、営利事業を目的とする団体は対象外となります。また、反社会的勢力およ
び反社会的勢力と密接な
関わりがある法人・団体ではないことを要件とします。

制度対象外のニーズや、将来にむけて今取り組むべき課題への対応、新たな
社会資源の創出、ニーズに即した分野を超えたもの、全国的・広域的な広がり
が期待されるもの、複数の団体・関係機関と連携、協働する事業・活動（*1）に
対して、対象部門（*2）に該当する事業。
（＊1）①支援事業・活動②活動の基盤づくり、ネットワークづくり③調査・研究事
業
（＊2）①子ども家庭支援部門②高齢者支援部門③障がい児・者支援部門④災
害関連部門⑤地域福祉部門
※また、従来にない発想や視点、異分野との連携、社会や当事者のニーズに
立った事業や、社会的に認知や理解が進んでいないテーマに関する事業のご
応募も歓迎します。

英国での研究
募集終了

2021年1月募集予定
英国王立協会 Newton International Fellowships

これは海外の若手研究者が英国の機関で研究するのをサポートするためのプログラムで
す。対象分野は自然科学、工学、社会科学、人文、臨床研究など幅広いものとなっており
ます。

自然科学、工学、社会科学、人文、臨床研究など

滞在費として£24,000/年
および

研究費として£8,000/年
（上限。期間は2年）

https://www.akaihane.or.jp/news/kikin/8930/
https://www.akaihane.or.jp/news/kikin/8930/
https://royalsociety.org/grants-schemes-awards/grants/newton-international/
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大学共同利用機関法人
人間文化研究機構
総合地球環境学研究所

2024年度研究プロジェクト
インキュベーション研究（IS）・
予備研究（FS）

総合地球環境学研究所は、「地球環境問題の根源は人間文化の問題である」との認識のもと、「人と自然のあるべき姿」を
構築し、自然科学、人文学、社会科学の学術基盤の上に、それらをまたぐ学際研究と、社会と連携・協働した課題解決型
の超学際研究を積み上げ、創設ミッションである地球環境問題の解決に向けた学問的基盤形成のための総合研究を推進
しています。

地球研の研究はプロジェクト方式で、3-5 年間の研究プロジェクト（フルリサーチ、FR）を実施する前に、インキュベーション
研究（IS）、予備研究（FS）と各段階の審査を経て内容を深化させ、外部評価を通過したものをフルリサーチ（FR）として採択
するシステムをとっております。

https://www.chikyu.ac.jp/rihn/n
ews/careers/detail/56/

公募終了
2024(令和6)年

1月22日（月）10時
（日本時間）

電子ファイル必着

大学共同利用機関法人
情報・システム研究機構
国立遺伝学研究所

2024年度
国立遺伝学研究所
共同研究・研究会「NIG-JOINT」

大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構 国立遺伝学研究所（以下、遺伝研）は、遺伝学の基礎とその応用に関す
る総合的研究を行い、学術研究の発展に資することを目的として設置された大学共同利用機関です。全国の研究者に共
同利用の機会を提供するため、研究所の研究教育職員と研究所以外の研究者による「共同研究」及び「研究会」をNIG-
JOINTと称し実施しています。

http://www.nig.ac.jp/welcome/k
youdoukenkyu/annai.html

公募終了
2023年12月1日（金）

日本時間正午
締切厳守

大学共同利用機関法人
情報・システム研究機構
国立情報学研究所

2024年度国立情報学研究所
公募型共同研究

（１）戦略研究公募型【戦略】（年間上限150万円）
　情報学の動向を踏まえて本研究所が戦略的に設定した研究テーマ（12テーマ）から希望の研究テーマを選択の上、具体
的な研究課題を自由に設定して下さい。
　研究テーマについては、HP内の募集要項（別紙2）をご覧下さい。

（２）研究企画会合公募型【会合】（年間上限80万円）
　下記の少なくとも一つを満たす新規の研究課題を自由に設定し、会合（交流会、議論、実習、打合せ等）を実施して下さ
い。情報学研究の枠組に拘らず、研究課題を自由に設定してください。

・異分野と情報学との連携
・情報学同士の連携強化
・情報学の難問に挑戦する新たなグランドチャレンジ
　
　会合は、最低1回は本研究所の軽井沢国際高等セミナーハウスにて、共同研究者5名以上で実施することとし、必要に応
じてさらに本研究所（東京都千代田区一ツ橋2-1-2）にて同様の会合を実施することができます。ただし、再び感染拡大の
状況となった場合には、その限りではありません。

（３）自由提案公募型【自由】（年間上限100万円）
　研究課題を自由に設定し、実施して下さい。

https://www.nii.ac.jp/research/c
ollaboration/

公募終了
2023年12月1日（金）

電子データ：必着

大学共同利用機関法人人間文
化研究機構
国立国語研究所

令和6（2024）年度
共同利用型共同研究

大学共同利用機関法人人間文化研究機構国立国語研究所（以下「国語研」という。）は、日本語学、言語学及び日本語教
育に関する国際的研究拠点として、日本語が持つ特質と多様性を多角的に解明し、新たな研究領域を創出するため、国
内外の大学等と連携して、全国的・国際的な共同研究を展開することを使命としています。
このたび、日本語・言語・日本語教育に関する研究の発展を図るため、「共同利用型共同研究」を公募します。

https://www.ninjal.ac.jp/research
/cfp/

公募終了
令和5年11月10日

（金）
17：00（必着）

京都芸術大学
舞台芸術研究センター

2024年度共同研究
（劇場実験型・リサーチ支援型）

京都芸術大学 舞台芸術研究センター「舞台芸術作品の創造・受容のための領域横断的・実践的研究拠点」で は、舞台芸
術作品の「創造」（＝ファクトリー機能）だけではなく、作品が生み出されていく「創造のプロセス」に焦点をあてた「実験」や
「研究」（＝ラボラトリー機能）を 2013 年度より継続してきました。

（Ⅰ） 「劇場実験型」は、京都芸術劇場（春秋座・studio21）を活用した「劇場実験」を研究プロセスの中心に据え、研究者と
アーティス ト・舞台技術者等の協働による研究チームによって行われる研究プロジェクトを指しています。創造と研究の連
携を通じた実践的な研究を支援することで、新たな舞台芸術のヴィジョンを構想する先進的な研究を募集します。

（Ⅱ）「リサーチ支援型」は、劇場実験や作品の創作、発表に至る前段階の「リサーチ」を中心とする研究プロジェ クトを指し
ています。新しい発想からなる舞台芸術作品の創作に向けた文献調査やフィールドワーク、その他創作のための劇場実験
を将来的に見据えた「リサーチ」を中心としたスタートアップとしての研究を募集します。

http://www.k-
pac.org/kyoten/public/

公募終了
（Ⅰ）劇場実験型：

2023年8月31日（木）
23：59必着

（Ⅱ）リサーチ支援型：
2023年10月31日（火）

23：59必着

大学共同利用機関法人
人間文化研究機構
国立歴史民俗博物館

令和6年度 国立歴史民俗博物館
共同研究

大学共同利用機関法人 人間文化研究機構 国立歴史民俗博物館が実施する共同研究は、歴史学、考古学、民俗学及び
分析化学を含む関連諸学との学際協働によって日本の歴史と文化について実証的な研究を行うものです。大学共同利用
機関として、さらに共同利用性を高め、大学等の研究・教育に供するため、共同研究を館内外に広く公募することとしま
す。

https://www.rekihaku.ac.jp/rese
arch/list/joint/public_ad/index.ht
ml

公募終了
令和5年8月29日（火）

17：00 必着

琉球大学
島嶼地域科学研究所

2023年度
公募型共同研究・個人型共同利用

琉球大学島嶼地域科学研究所（以下、本研究所）は、沖縄やアジア太平洋地域を含む世界の島嶼地域の自律的・持続的
発展に資する学際的共同研究の推進をその使命としています。本共同利用は、この目的を達成するために、国内外の島
嶼地域研究者との学術ネットワーク拠点の活動の一環として実施するものです。

http://riis.skr.u-ryukyu.ac.jp/

公募終了
2023年5月15日（月）

～5月26日（金）
（最終日は正午まで）

大学共同利用機関法人人間文
化研究機構
国立民族学博物館

2023年度
国立民族学博物館共同研究

国立民族学博物館は、創設以来今日に至るまで、大学共同利用機関として、我が国の学術研究の総合的推進を目指し、
文化人類学・民族学および関連諸科学の発展に貢献する高度なレベルの共同研究を推進してきました。
近年、本館に対して、文化人類学・民族学および関連諸分野を含む新しい研究の創出、一般社会から寄せられる期待への
積極的対応が求められています。そのような多様な研究の推進をめざして共同研究を募集します。共同研究には一般と若
手のふたつの区分を設けており、共同研究（若手）は、若手研究者を育成・支援することを目的としています。

https://www.minpaku.ac.jp/resea
rch/project/iurp/offer

公募終了
2023年4月14日（金）

必着

北海道大学
情報基盤センター

2022年度
北海道大学情報基盤センター
萌芽型共同研究

A)計算資源利用型
　（JHPCN萌芽型共同研究）

B)研究集会開催支援型

北海道大学情報基盤センターでは、本センターを含む８大学ネットワーク型の「学際大規模情報基盤共同利用・共同研究
拠点」の活動の一環として、情報基盤を用いたグランドチャレンジ的な研究と、これを推進するための学際的な共同利用・
共同研究に係る研究課題を公募します。
 
A) 計算資源利用型（JHPCN 萌芽型共同研究）     本センターの大型計算機システム（スーパーコンピュータ，インタークラ
ウドシステム）を 活用したハイパフォーマンスコンピューティング，クラウドコンピューティング，インタークラウド，ネットワー
ク，ビッグデータ，セキュリティ，アプリケーション等に関する研究を行 うための計算資源負担金を最大５０万円の範囲内で
補助します。学際大規模共同利用・共同研究拠点（JHPCN）の萌芽型共同研究課題の条件を満たす課題については，同拠
点共同研究課題審査委員会で審査の上，JHPCN の萌芽型共同研究課題としても採択される場合があります。
 
B) 研究集会開催支援型     北海道大学情報基盤センター主催の研究集会を本学において開催するために必要となる旅
費， 講演謝金などの必要経費を最大３０万円の範囲内で補助します。

https://www.iic.hokudai.ac.jp/
公募終了

2023年3月1日（水）～
4月7日（金）

各種助成金公募・賞推薦情報一覧（２０２４年５月１日現在）

http://www.nig.ac.jp/welcome/kyoudoukenkyu/annai.html
http://www.nig.ac.jp/welcome/kyoudoukenkyu/annai.html
https://www.nii.ac.jp/research/collaboration/
https://www.nii.ac.jp/research/collaboration/
https://www.ninjal.ac.jp/research/cfp/
https://www.ninjal.ac.jp/research/cfp/
https://www.rekihaku.ac.jp/research/list/joint/public_ad/index.html
https://www.rekihaku.ac.jp/research/list/joint/public_ad/index.html
https://www.rekihaku.ac.jp/research/list/joint/public_ad/index.html
http://riis.skr.u-ryukyu.ac.jp/
https://www.iic.hokudai.ac.jp/jr/joint-research/
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国際研究開発法人
科学技術振興機構（JST)

令和5年度採択
戦略的国際共同研究プログラム
（SICORP)
日本-カナダ（NRC)国際産学連携共同研
究

募集領域：「Well Beingな高齢化のためのAI技術」
本公募は、日本側及びカナダ側それぞれの企業とアカデミア、カナダ国立研究機構（NRC）研究者の5者以上で研究チー
ムを組み、国際的な産学連携の体制を築いて、研究開発を実装に近づけることを目指すものです。AI技術を用いて、高齢
者が健康や生活環境、社会との繋がり等を維持・改善し、Well Beingを保てる社会作りに貢献することを狙います。

https://www.jst.go.jp/inter/prog
ram/announce/announce_ca_ai20
22.html

公募終了
2023年4月3日（月）
17時（日本時間）

自然科学研究機構
アストロバイオロジーセンター

令和5年度プロジェクト研究（単年）

アストロバイオロジーセンターでは、アストロバイオロジー分野に関わる公募を行なっています。

【プロジェクト研究】
宇宙における生命の探査、生命の発生の可能性、生命の起源などを研究する「アストロバイオロジー」という学際領域の研
究の裾野を広げ、研究者コミュニティの形成を目的とし、プロジェクトの公募を行います。アストロバイオロジー分野の裾野
を広げるための研究で、なるべく多くの分野をカバーできるような提案を期待します。

https://exoplanet.mtk.nao.ac.jp/a
pplication/

公募終了
令和4年12月1日（木）
～令和4年1月11日

（水）17時

大学共同利用機関法人
人間文化研究機構
国立歴史民俗博物館

令和5年度 国立歴史民俗博物館
共同利用型共同研究

共同利用型共同研究は、国立歴史民俗博物館が所蔵する資料や保有する機器・設備を用いて、館外の研究者が代表者
となり、館内の専任教員とともに進める研究です。大学院生やポストドクターなどを含む若手研究者の応募を期待します。

https://www.rekihaku.ac.jp/rese
arch/list/joint/public_ad/index.ht
ml

公募終了
令和4年12月13日

（火）必着

学習院大学
東洋文化研究所

2023年度
学習院大学東洋文化研究所
「東アジア学」共創研究プロジェクト

学習院大学東洋文化研究所は朝鮮・中国を中心としたアジア地域の研究をおこなう大学附置研究所です。「東アジア学共
創研究プロジェクト」は将来性のある若手研究者を本学専任教員が受け入れ、東アジアに関する様々な問題に対して既存
の学問分野を越えて学際的・国際的な研究をすすめ、新たな「東アジア学」を共同で創り出すことを目的としています。

http://www.gakushuin.ac.jp/univ
/rioc/

公募終了
2022年10月17日（月）

～11月21日（月）
15時必着

（郵送のみ受付）

大学共同利用機関法人
人間文化研究機構
国立国語研究所

令和4年度
「異文化融合型」共同研究

大学共同利用法人人間文化研究機構国立国語研究所（以下、国語研）は、日本語学、言語学及び日本語教育に関する国
際的研究拠点として、日本語が持つ特質と多様性を多角的に解明し、新たな研究領域を創出するため、国内外の大学等
研究機関と連携して、全国的・国際的な共同研究を展開することを使命としています。
このたび、日本語・言語・日本語教育に関する研究のさらなる新展開を図るため、新たな学際的研究への応用と発展を探
る萌芽的な研究として「異文化融合型」共同研究を公募します。

https://www.ninjal.ac.jp/reserch
/cfp/

公募終了
令和4年8月29日（月）

必着

金沢大学
環日本海域環境研究センター

2022年度
金沢大学環日本海域環境研究センター
共同研究・研究集会

環日本海域と関連する地域（北極から南極までの西部太平洋縁辺域等）を対象とする国内外の共同先端研究を推進して
成果を発信するとともに、次世代を担う若手環境研究者を育成する「共同研究」及び「研究集会」の課題を募集します。
「共同研究」・「研究集会」では、大気環境、海洋環境、陸域環境、統合領域の領域に所属する施設や国際共同研究ネット
ワークや国際観測ネットワークを活用して積み重ねてきた環日本海域の研究実績等のリソースを有効に活用し、国内外の
関連分野の研究者の参画を通して、グローバルな視野で越境汚染に伴う環境変動に関する国際共同研究拠点を形成す
る共同研究プログラムを推進します。

http://www.ki-net.kanazawa-
u.ac.jp/coop/research/

公募終了

2022年2月25日（金）

大学共同利用機関法人
情報・システム研究機構
統計数理研究所

2022年度
統計数理研究所共同利用

研究所の共同利用は、大学等に所属する研究者が、これまで研究所が蓄積してきたさまざまな研究資源を活用して、統計
に関する数理及びその応用の研究を行い、その成果をもって学術研究の健全な発展に資することを目的とするものです。
研究所の物的資源としては、計算機設備や図書が利用できます。これらにも増して重要な資源は、研究所の有する統計科
学全般に関するノウハウであり、人的資源です。研究所の公募型の共同利用はそうした研究所外の方々による研究所の
様々な資源の利用を促進しその経費を助成するもので単なる助成研究とは異なります。研究所内外の研究者の交流の場
を提供することを目的とし、統計科学の理論と応用における多面的な発展に寄与しています。

https://www.ism.ac.jp/kyodo/ind
ex_j.html

公募終了

登録申請締切
2022年1月7日（金）

（締切厳守）

承諾書の受付締切
2022年1月14日（金）

大学共同利用機関法人人間文
化研究機構
国文学研究資料館

2022（令和4）年度
共同研究（一般）

共同研究（課題）

国文学研究資料館の大学共同利用機関としての基本的使命は、全国の大学・研究機関の研究者に当館が保有する研究
資料と研究機能を広く開放し、我が国の学術の発展に寄与することにあります。その一環として、当館では、日本文学およ
びその関連領域を対象に、館外の研究者によって行われる共同研究を広く募り、外部委員を含む共同研究委員会で審
議・採択の上、実施してきました。
本年度は、下記の共同研究を募集します。

○募集区分
　■共同研究（一般）
　■共同研究（課題）

https://www.nijl.ac.jp/activity/re
search/joint_research/joint_resea
rch_offer.html

公募終了

2021年11月11日（木）
17：00（必着）

東京外国語大学
アジア・アフリカ言語文化研究
所

2022（令和4）年度
共同利用・共同研究課題

アジア・アフリカ地域に関する、言語学・文化人類学・歴史学・地域研究の分野

■共同利用・共同研究課題募集
■共同利用・共同研究課題（中東研究日本センター実施分）募集
■共同利用・共同研究課題（外国人客員共同研究型）募集
■共同利用・共同研究課題（短期滞在型）募集

http://www.aa.tufs.ac.jp/ja/proj
ects/jrp

公募終了
2021年8月20日(金)

公募終了
【短期滞在型】

2021年11月12日(金)

公募終了
【外国人客員共同

研究型】
2021年11月30日(火)

https://www.jst.go.jp/inter/program/announce/announce_ca_ai2022.html
https://www.jst.go.jp/inter/program/announce/announce_ca_ai2022.html
https://www.jst.go.jp/inter/program/announce/announce_ca_ai2022.html
https://www.rekihaku.ac.jp/research/list/joint/public_ad/index.html
https://www.rekihaku.ac.jp/research/list/joint/public_ad/index.html
https://www.rekihaku.ac.jp/research/list/joint/public_ad/index.html
http://www.gakushuin.ac.jp/univ/rioc/
http://www.gakushuin.ac.jp/univ/rioc/
https://www.ninjal.ac.jp/reserch/cfp/
https://www.ninjal.ac.jp/reserch/cfp/
http://www.ki-net.kanazawa-u.ac.jp/coop/research/
http://www.ki-net.kanazawa-u.ac.jp/coop/research/
https://www.ism.ac.jp/kyodo/index_j.html
https://www.ism.ac.jp/kyodo/index_j.html
https://www.nijl.ac.jp/activity/research/joint_research/joint_research_offer.html
https://www.nijl.ac.jp/activity/research/joint_research/joint_research_offer.html
https://www.nijl.ac.jp/activity/research/joint_research/joint_research_offer.html
http://www.aa.tufs.ac.jp/ja/projects/jrp
http://www.aa.tufs.ac.jp/ja/projects/jrp
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京都大学
人文科学研究所

令和4(2022)年度共同研究プロジェクト

【一般】

【若手研究】

１．趣旨説明
平成22年、私ども京都大学人文科学研究所では、関連研究者コミュニティの協力参加のもと、人文学および関連分野にお
ける共同利用・共同研究を推進する目的で、「人文学諸領域の複合的共同研究国際拠点」を設置いたしました。この拠点
は、世界的視野から複数文化の生成、変動、相互交渉等を研究し、地球社会の調和ある共存に資する学術的知見を提供
することを目指しています。
本拠点のこのような目的を実現するために、本研究所では、研究所以外の方を研究リーダーとする共同研究プロジェクト
を下記の要領で公募いたします。

２．公募研究課題
研究課題は、上記の趣旨および本研究所の所蔵資料や人的資源等の活用を考慮して選定してください。

３．応募資格
【一般】
申請者は、国内外の大学その他の教育・研究機関の教員、研究職員、またはこれと同等の能力を有すると本研究所の長
が認めた者とします。所属機関における勤務の形態は常勤・非常勤を問いません。日本国籍以外の方も応募できます。
１共同研究班あたりの経費として100万円を予定

【若手研究】
申請者は、40歳以下の若手研究者（1982年4月2日以降に生まれた者）で、国内外の大学その他の教育・研究機関の教

http://hub.zinbun.kyoto-u.ac.jp/

公募終了

2021年10月29日（金）
（必着）

同志社大学
赤ちゃん学研究センター

2022年度(第7回)計画共同研究

一般共同研究

研究経費　研究期間
【計画共同研究】
(1)発生学分野
(2)統計学・情報学分野
(3)政策学分野(福祉学、経済学等を含む)
(4)心理学・教育学分野
(5)看護学分野
(6)人間学分野(倫理学等を含む)

【一般共同研究】
　一般共同研究課題に対しては、研究費の支援は行わない。研究期間は採択後～最大5年または医学系研究の場合3年
を超えない3月31日まで。
研究分野の定めなし

https://akachan.doshisha.ac.jp/r
esearch/publicoffering

【一般共同研究】
随時募集

公募終了
【計画共同研究】

2021年9月1日(水)～
9月30日(木)

（必着）

大学共同利用機関法人 人間
文化研究機構
国際日本文化研究センター

令和4（2022）年度　国際日本文化研究
センター共同研究

A.共同研究（一般） 日本文化に関する国際的・学際的な総合研究
1.「自然観と人間観」：新型コロナウイルス感染症への対応を契機に高まった疾病への取り組みや公衆衛生に関わる歴史・
文化的特性の解明・比較、震災と毎年繰り返される風水害を含む自然へのアプローチ、地域文化の研究など。文と理のよ
り緩やかな連携を図る「文理相通」型の研究も歓迎します。

2.「文化と権力」：多様な時代と地域における文化の複合・混淆の位相、そこに潜む権力性や公的なものの現出を検討する
研究を求めています。東西交渉史、王権と統治、大航海時代の汎ユーラシア型・イベリア半島型帝国、近代の日本植民地
帝国、戦後の冷戦体制、多文化共生などさまざまな切り口の研究課題の応募を期待しています。

3.「大衆文化研究の展開」：本センターは、大衆文化を、近現代のマス・カルチャーに限定することなく、ポピュラー・カル
チャー、マス・カルチャー、サブカルチャーなどを広く含むものとし、これまで「大衆文化の通時的・国際的研究による新しい
日本像の創出」に取り組んできました。大衆文化を通時的・国際的に考察する研究を求めています。

B.共同研究（所蔵資料活用） 本センターの所蔵資料（文献資料・映像音響資料・データベース等）を活用する研究
（所蔵資料については、下記ウェブサイトでご確認ください）
・蔵書・コレクション紹介（図書館）
　https://library.nichibun.ac.jp/pc1/ja/about/collection.html
・データベース
　https://db.nichibun.ac.jp/pc1/ja/index.html

http://research.nichibun.ac.jp/pc
1/ja/employment/team.html

公募終了

2021年9月21日（火）
必着

東北大学
研究推進・支援機構知の創出
センター

知のフォーラム
2023年度開催テーマプログラム

知の創出センターは、日本初の本格的訪問滞在型研究センターであり、訪問滞在型研究プログラム「知のフォーラム」を運
営しています。「知のフォーラム」では、人文・社会科学から自然科学まであらゆる領域をしたに入れ、集中的な議論を通し
て東北大学発の先駆的研究領域を創出し、人類社会の共通課題解決に貢献することを目的としています。

「知のフォーラム」において2023年度に開催されるテーマプログラムを募集しています。
・テーマプログラムは「著名な研究者の招聘と長期滞在」および、ワークショップやシンポジウム、集中型講義等の「複数の
学術イベント」から構成されます。
・テーマプログラムの目的は、学術的・社会的に重要な課題を解決すること、領域横断研究を促進すること、若手研究者を
育成することです。

http://www.tfc.tohoku.ac.jp/prop
ose_a_program/thematic_program
/submission_guidelines.html

公募終了

2021年8月31日(火)

文化庁

令和3年度
先端技術を活用した 日本文化の魅力
発信事業 （文化資源活用事業費補助
金）

文化財所有者が先端技術を駆使した新たな文化財の公開・活用をするための取り組み（先端技術を活用した日本文化の
魅力発信）を支援する事業です。
本事業では、消費の拡大等地域活性化の高循環を創出するとともに，外国人観光客の体験滞在の満足度向上を図るた
め，文化財所有者が行う先端技術（VR，MR技術映像や高精細画像，高精細レプリカ等）を駆使した文化財の公開・活用の
取組を支援します。

https://www.bunka.go.jp/seisaku
/bunkazai/joseishien/nihonbunka
_miryoku/index.html

公募終了

令和3年8月27日(金)
（必着）

京都大学
東南アジア地域研究研究所

東南アジアにおける歴史、自然、生態
学、政治、社会学、経済、文化を含める
統合地域研究

1963年の設立以来、京都大学東南アジア地域研究研究所は東南アジアにおける歴史、自然、生態学、政治、社会学、経
済、文化を含める統合地域研究を発展させてきました。約半世紀にわたる東南アジア研究の実績が認められ、2010年4
月、文部科学省から共同利用・共同研究拠点「東南アジア研究の国際共同研究拠点」として認定され、東南アジア研究に
関する国際的な公募研究や共同利用の事業を開始しました。この事業の目的は下記の三つであり現在本格的に推進して
おります。

1） 文理融合と現地社会との共働を核とする東南アジア研究の推進
2） 東南アジア関連史資料のアジア・ハブ強化を目指す「国際共同研究」
3） 世界トップレベルの学術雑誌・叢書の出版をねらいとする「国際公募出版」などの共同研究の事業、及び共同利用・共
同研究室の設置、図書室、地図・資料室などの共同利用の事業

https://ipcr.cseas.kyoto-u.ac.jp/

公募終了

2021年4月11日（日）
必着

北海道大学
北極域研究センター

2021年度
北極域研究共同推進拠点

(a)研究者コミュニティ支援事業
(b)産官学連携支援事業

北極域研究共同推進拠点（J-ARC Net)は、北極域における環境と人間の相互作用の解明に向けた異分野連携による課
題解決に資する先端的・学際的共同研究や産学連携の取り組み等の推進を目的とする共同利用・共同研究拠点として、
文部科学大臣の認定を受けています。

(a) 研究者コミュニティ支援事業

本事業では、拠点を構成する３研究施設(*2)の内外の研究者が協力して実施する (1)萌芽的異分野連携共同研究、(2)共
同推進研究、および(3)共同研究集会を募集いたします。

(b) 産学官連携支援事業

本事業では、拠点を構成する３研究施設※１の内外の研究者や、企業及び官公庁関係者等が協力して実施する(1)産学
官連携フィージビリティ・スタディおよび(2)産学官連携課題設定集会を募集いたします。

https://www.arc.hokudai.ac.jp/

公募終了

2021年2月19日（金）
必着

http://hub.zinbun.kyoto-u.ac.jp/
https://akachan.doshisha.ac.jp/research/publicoffering
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機関名 分野等 概要 URL 応募締切

公益財団法人
日本台湾交流協会

2021年度共同研究助成事業
（人文・社会科学分野）

１．事業の目的
日本と台湾双方の若手研究者が共同して研究活動・討議等を行うことにより、日台学術交流のネットワークの形成及び協
力関係を強化することを目的とする。

２．事業の対象
（１）人文科学または社会科学分野において新たに開始する共同研究で、新しい知識または概念の展開の可能性及び研
究方法などの点で学術的価値があること。
（２）日台双方の研究者の間で十分な事前協議が行われ、共同研究の目的と内容が明確であること。
（３）2021年4月1日から2022年3月31日までに実施、終了する研究であること。
※1件あたり年間上限100万円

３．申請資格
（１）日本及び台湾双方の研究者・専門家であり、大学等学術研究機関に所属する常勤の研究者もしくは相応の学術業績
を有する者で、日台双方各２名以上から構成されるグループであること。
（２）若手研究者（原則40歳未満）が参加していること。必要に応じて、大学院博士課程修了者及び大学院博士課程（後期）
在学者等を加えることができる。
（３）経理責任者は日本在住者であること。（助成金は全て日本円で支払われます。）

https://www.koryu.or.jp/busines
s/exchange/joint/application/

公募終了

2021年2月19日（金）
必着

大学共同利用機関法人
自然科学研究機構

自然科学研究機構分野融合型
共同研究事業

自然科学研究機構は、国立天文台、核融合科学研究所、基礎生物学研究所、生理学研究所、分子科学研究所の５研究
所で構成され、さらに新分野創成センター、アストロバイオロジーセンター、生命創成探究センター、国際連携研究セン
ターを設置し、それぞれの専門分野における最先端研究を推進しています。
本事業では、これまでの研究を超え、研究所の区分を問わず、機構内外の異なる研究分野の研究者の方々から、異分野
による従来にない発想での研究を提案していただき、新たな研究分野を育んでいくことを期待し、「分野融合型共同研究」
を支援する事業を新たに開始し、そのための研究課題を公募いたします。
国内の研究機関に所属する研究者等が、自然科学研究機構に所属する職員と協力し推進する以下の取組を公募します。

(1) 分野融合型の共同研究（年間500万円以内）
(2) 分野融合型共同研究の準備のためのワークショップ等（年間100万円以内）

https://www.nins.jp/site/researc
h/

公募終了

令和2年11月2日（月）
～12月11日（金）17時

https://www.koryu.or.jp/business/exchange/joint/application/
https://www.koryu.or.jp/business/exchange/joint/application/
https://www.nins.jp/site/research/
https://www.nins.jp/site/research/

